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　プロローグ




「──カイム、おまえ将来はどうするんだ？」

　あの日そうやって、ぼくと父さんたちとの会話は始まった。

　朝食の席に向かい合わせに着いた父さんとぼくのお皿には、うちの裏庭で栽さい培ばいした摘つみたての、甘酸っぱいローズベリーをたっぷり煮に詰つめて焼き上げたパイがある。

　母さん手作りの、毎日食べても全然飽あきることのないぼくの好物だ。

　食しよく卓たくのすみに置かれた鏡にはそんな好物なのに食が進まずに、緋ひ色いろの眼めを伏ふせている銀ぎん髪ぱつの少年、ぼくの姿が映っている。

「まだはっきりと、決めたわけじゃないけど……」

　ぼくはパイに手もつけず、そろそろ聞かれるだろうなと思っていた質問に口ごもって答えた。

「《想そう念ねん士し》にはなりたくないんだ。かりに遺伝適性があって試験に合格したとしても」

「なんだ、カイムは《想念士》は嫌いやか？　おまえは父さんたちの血を引いてるから遺伝適合確率は高いと思ったんだがなあ」

　父さんは怒おこったりはしなかったけれど、口周りの無ぶ精しよう髭ひげを残念そうに指で摘つまんだ。

「……ごめん、父さんたちの跡あとを継つげなくて。でもぼくには、父さんや母さんみたいな勇気なんてないから」

　俯うつむくぼくを弁護して、キッチンで長なが柄え鍋なべを振ふるい朝食を作ってくれていたルイズ母さんが笑顔で言う。

「だめよイーサ無理言っちゃ、カイムは荒あらっぽいことが好きじゃないんだから。ましてあんな命いのち懸がけの仕事。あたしたちだって退役するまで、どれだけ死にそうな目に遭あったと思ってるの？」

　ぼくが困っていると決まって助け船を出してくれる。

　まだ若くて美人と近所で評判の自じ慢まんの母さんだ。

　ぼくの銀髪は父さん譲ゆずりだけど、ここシェイクトエリアだけじゃなく城じよう塞さい型都市国家ウルバス全体でも珍めずらしい緋色の瞳ひとみは母さん似なんだ。

　顔もどちらかといえばぼくは無骨な父さんよりも母さん似みたいで、小さい頃ころからよく女の子と間ま違ちがわれてた。

「カイムはわたしたちに気を遣ってはっきりとは言わないけど、本当はお料理をする人になりたいのよね？　夜中にこっそり専門学校の勉強をしてたり母さん知ってるのよ？」

「そうだったのか!?　初耳だ。まあカイムは母さんの料理の手伝いをよくしてるから好きなんだとは思ってたが。腕うで前まえもなかなかのものだしな」

　母さんは父さんの皿には、香こうばしい肉にく汁じゆうの湯気をジュウジュウ立ち昇のぼらせている大角山羊ホールン・ゴートのソテーを。ぼくの皿には新しん鮮せん薄うす焼やきタマゴのパンケーキを、フライパン返しを器用に使ってそれぞれポンと載せた。

「ね、父さんと母さんはなんで《想念士》になろうと思ったの？」

　思い切って聞いてみるぼくに父さんはローズベリーパイの皿を寄せながら、自分は大角山羊ホールン・ゴートのソテーにナイフとフォークを入れて口に運ぶ。

「ま、カイムにもいつかわかる日がくるさ。──おまえにどうしても護まもりたい、大事な《なにか》ができたらな」

「大事な、なにかって？」

　パイを手に取るぼくに母さんがエプロンを外しながら教えてくれる。

「わたしと父さんが《想念士》になろうと決めたのは、わたしたちがつきあい始めたのがきっかけだったのよ」

　母さんは長い白金髪プラチナブロンドの後ろ髪がみを束ねていた髪留めを外し、

「──わたしたちは未来を感じられなかった。すべてが金属に呑のみこまれ、いずれ滅ほろびゆくこんな世界ではね。だから、わたしたちは未来を切り開きたかったのよ」

　それも他人まかせじゃなく自分たちの手で、とばかりに母さんは細い指を折り曲げて握にぎり拳こぶしを作る。

「でも自分だけの未来だったら、やっぱり《想念士》になろうなんて勇気は湧わいてこなかったかもね。自分たちがやらなくてもほかの誰だれかがやってくれるだろうって甘えてね」

「じゃあ……父さんは母さんのために、母さんは父さんのために《想念士》になろうと決めたってこと？」

　すると父さんがフォークでぼくを示し、

「当時中等部なりに、将来授かるかもしれないと意識していたおまえやセレーナのためにもだ。まあおまえの人生だ、無理に父さんたちの生き方に縛しばられず自分のやりたいことをじっくり決めたらいい。ただ、おまえは自分を誤解してるみたいだからこれだけは言っておくぞ」

「なに、父さん？」

「おまえは臆おく病びよう者ものなんかじゃない。──たとえば、おまえの妹のセレーナが危険な場所で困って泣いていたらおまえはどうする？」

　悪戯いたずらっぽく笑う父さんに、

「そりゃ、すぐに助けに行くさ。あいつは妹なんだから。それにあいつ泣き虫で甘えん坊ぼうだから、ぼくがいないと一人じゃなんにもできないんだよ？」

「臆病者なのに、セレーナのためなら平気で危険な場所にでも行けるのか？」

　からかうように突つっこまれたので、

「え、だってそれとこれとは話が別じゃないか！　なに当たり前のこと言ってるんだよ」

　ついムキになって言い返してしまうぼくに、食卓の光景を見ていた母さんがどことなく嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「──やっぱりカイムは、わたしたちの子ね」

　それにしてもセレーナのやつ帰りが遅おそい。いまは朝の散歩に出かけてるけど、いつもならそろそろ帰ってくる時間なのに。お腹なかをぺこぺこに空すかせて。

　妹は手をちゃんと洗ってからにしなさいっていくら母さんに注意されても聞かないで、シェイクトエリア外れのペットショップの大食らい土穴熊バグーガもびっくりするくらいごはんをよく食べる食くいしん坊なんだ。その時。

「う、うわあっ!?　なんだ!?」

　何千個もの爆ばく薬やくを一気に爆発させたみたいな大きな音がして、地面を突き上げる強い衝しよう撃げきがぼくの家を揺ゆらす。

　はずみでぼくは食卓の椅い子すからひっくり返り強く尻しり餅もちをついてしまった。

「痛いっ……てて、なんだよいまの震しん動どうは!?　父さん！　母さん！　普ふ通つうじゃないよ」

　すると窓に近づいた母さんが外の様子を眺ながめて顔面蒼そう白はくになる。

「……!?　イーサ！　大変よ、ウルバスの外がい壁へきが……！　破やぶられてるわ！」

「なに!?　そんな、ばかな!?」

「嘘うそじゃない！　機械の群が、どんどん侵しん入にゆうしてきてる！」

「なぜだ！　奴やつらどうやって……!?」

　自分も窓辺に急いだ父さんに母さんが外を指差し、

「見て、外壁の下の地面が突き破られてる！　きっと街の地下で、植物が根を張るようにずっと繁はん殖しよくを続けてたんだわ！」

「くそっ、土台だけじゃない、奴ら外壁自体も侵しん食しよくしてるみたいだぞ!?　あちこちが穴だらけにされてやがる！」

　ぼくも窓に駆け寄り、外の光景にぞっとする。

　あたかもそれは大樹が蟲むしに食い荒らされているように、ウルバスの歴史開かい闢びやく以い来らい一度としてありえなかった外壁防衛システムの崩ほう壊かい。

　最悪を意味するその事態に、父さんと母さんは玄げん関かんへと走る。

「ルイズ行くぞ、防ぼう塵じんマスクを忘れるな！　あの分じゃ外壁の送風装置エアダクトもいかれてるはずだ！　外の空気は金きん属ぞく粉ふんに汚お染せんされてるぞ！」

「……！　まさかセレーナもあれに巻きこまれて！　あの子、マスクなんて持っていってないのよ!?　急がないと！」

「わかっている、それに市民の避ひ難なんもさせなくちゃいかん！」

　エリア直属軍の軍服に着き替かえる間もなく、着の身着のまま玄関の壁かべにかけてあった防塵マスクを装着している父さんと母さんを押しのけて、

「……セレーナ！」

　ぼくは自分のマスクを顔につけ、セレーナの分のマスクも握り締しめて家を飛び出していた。

　使ったことなんて一度もない、骨こつ董とう品の壁かべ飾かざりみたいに思っていたマスクを。

「カイム……無茶だ危険すぎる！　セレーナのことならわたしたちにまかせておけ！」

「あなたは家で待ってなさい！」

　後ろから父さんたちの声が聞こえてきたけれど、ぼくは立ち止まらなかった。

　大通りに出ると逃にげまどう群衆が、外壁側からウルバス民放の特とく撮さつ映画のなかだけで見たことのある《津つ波なみ》のように押し寄せてくる。

（確かセレーナの散歩コースは、破は壊かいされた外壁の方角だったはずだ！）

　ぼくは周りの人間を掻かき分けて進むしかなかった。

　辺りには悲鳴が渦うず巻まき、誰がなにを喋しやべっているかなんて聞き取れない。

　道みち端ばたでは誰もが一生使うことなんてないと思っていた防塵マスクが間に合わず、大勢のシェイクトエリア住民が苦しそうに咳せきこんで倒たおれていた。

　もがき、身を捩よじらせ、宙を手で掻きむしり、──やがて彼らは一人の例外もなく絶命していった。指先や肌はだ、胴どう体たいや顔などを白銀の金属と化しながら。

（大変だ、そうとう金属粉の濃のう度どが濃こいんだ……セレーナ！）

　マスクをしていてさえ息苦しい錯さつ覚かくを覚える。

　走って。走って。がむしゃらに走って。

　そして大通りの角を曲がったところで、ついに、ぼくは妹を見つけることができた。

「セレーナ！」

　道路にうつ伏ぶせに倒れていて顔は見えない。だけどあの普ふ段だん見慣れたくせっ毛の、母さんと瓜うり二ふたつの白金髪プラチナブロンドを絶対に見み間ま違ちがえるはずがない。

「セレーナ、しっかりするんだ！　……だいじょうぶか!?」

　ぼくは大急ぎで駆かけ寄ると妹を抱だき起こして、とにかくマスクを被かぶせる。

　避難する群衆の波にまだ初等部の軽い身体からだはきっと押し飛ばされたのだろう、セレーナの側頭部には軽い打だ撲ぼく傷しようがあって血が滲にじんでいた。

　が、地面に顔を埋うずめるように気絶していたのがかえって幸いしたのか、

（よかった、見た限り身体に金属化してるところはない。金属粉を吸わずに済んだんだ）

　ぼくが胸むねを撫なで下おろした刹せつ那な、



　コン──



「……！」

　マスクごしにセレーナの口元から聞こえた、確実たしかな咳せきの音──。

　ぼくの全身から、血の気が引く。

　咳がい音おんは、さらに続いた。



　コン──けほっ……っげほっ……げほっげほっげほっつ！



「セレーナ！　……まさか」

　確かめるために、妹の胸に耳を押し当てる。気道になにかを詰つめこまれたような咳の音はどんどん苦しげなものへと変わり、意識のないまま玉のような汗あせを額に浮うかべている彼女の身体をぼくは両手で抱かかえて、とにかく家に帰ることにした。

「……しっかりしろセレーナ！　すぐにお兄ちゃんが、家に連れてってやるからな！」

　しかし、

「……うっ!?」

　来た道を引き返そうとするぼくの前に死神の使者が現れる。

「ちきしょう……！」

　舗ほ装そうされた地面を突き破り、次々と機械の管や配線が出現する。

　それらはまるで命あるもののように蠢うごめき、明確な意思と殺意を伴ともなって、ぼくの周りで恐きよう慌こう状態に陥おちいってるウルバス市民を無差別に襲おそっていった。

　悲鳴に次ぐ悲鳴。太い管で胴体を貫つらぬかれ身体の内側からすべてを吸い出される者、絡からみついた細い金属線で全身を輪切りに解体される者、二つのシャベルを蝶ちよう番つがいで合わせたような機械の大おお鋏ばさみに頭から丸まる呑のみにされる者、そこで繰くり広げられたのは無力な人間を翻ほん弄ろうする、圧あつ倒とう的な機械たちの暴乱だった。さらに、

「やばい！　機械どもだけじゃない！《掃そう討とう者しや》も何体か入りこんでるぞ！　気をつけろ、っぐ、ううあああっつ！」

　どこか遠くのほうで声が聞こえるが、建物の陰かげで視界に入らない。

　が、確認できないほうが幸せだ。

　生しよう涯がい、心の傷となって残るほどの凄せい惨さんな現場を誰が好きこのんで視みたがるだろう。

　地下という出現予測が不可能な場所から機械たちが現れる以上、正解の脱だつ出しゆつ経路なんて誰にもわからない。それでも比ひ較かく的安全そうな、まだ機械が一体も出てきていない裏道へとぼくが走りこんだ次の瞬しゆん間かん、

「カイム、無事だったのか！」

「よかった……セレーナもいるのね!?」

　同じ裏道を進んできた父さんたちと、幸運にも鉢はち合あわせすることができた。

「父さん！　母さん！」

　安あん堵どした反動で恐きよう怖ふが一気にこみ上げて、ぼくの足からがくがくと力が抜ぬける。

「ほかの道はもうだめだ、機械に占せん拠きよされている！《掃討者》どももどこに潜ひそんでるのかわからん！　だがわたしたちが通ってきた、この道は安全だ！　このままおまえは家ではなく、セレーナと一いつ緒しよにシェイクトエリアの中心街まで逃げろ」

「えっ、だけど父さんたちはどうするの!?」

「わたしたちは補助外壁を作動させにいくわ！　エリア統とう括かつ庁ちようからの防衛システムが機械の侵食で寸断されているらしくて、手動操作じゃないと可う動ごかせないの！」

「そんなの危ないよ!?　それに、セレーナが大変なんだ！」

　ぼくの腕うでのなかで青ざめている妹を見て、

「なに……！　まさか……!?」

「セレーナ！　そんな！」

　二人は状じよう況きようを理解し一いつ瞬しゆん茫ぼう然ぜん自じ失しつとなりながらも、やがて父さんと母さんは苦く渋じゆうの顔で早口に告げた。

「このままではシェイクトエリアだけじゃない、ウルバス全体に金属粉の汚染が拡がってしまう。だが補助外壁の送風装置エアダクトなら金属粉の汚染大気を外に押し返せる。この区画はもうだめでも、その奧への機械と《掃討者》の侵入は防げるだろう」

「想念士団の到とう着ちやくにはまだ時間がかかるわ。補助外壁は安全上一人では上げられない、シェイクトエリア直属軍機密情報の《解除暗号》を知る二名以上で行かなくちゃいけないの。カイム、セレーナはあなたが病院に連れていって！」

「でも……！」

　すがりつくぼくを、父さんは引き離はなす。

「カイム、ウルバスが滅ほろんでしまえばおまえもセレーナも死ぬしかなくなる。そんなことになってしまったら、わたしたちが《想念士》になった意味がなくなるんだ」

「あなたたちを護まもってみせるわ。だって、あなたが将来どんな人に成長してセレーナがどういうお嫁よめさんになるのか、見たいものがたくさんあるんだから」

　言い残し、二人は未練を断ち切るようにぼくたち兄妹きようだいに背を向ける。

「時間がない、行くぞルイズ！」

「ええ、イーサ！」

「……！　待ってよ……！　父さん！　母さん！」

　追いかけようとするぼくの目の前で、ガス管が破損していたのか大爆ばく発はつが起き、

「うわあああああっ！」

　路地の壁ががらがらと崩くずれて父さんたちを追う道を塞ふさがれた。

「……くっ！　どうして!?」

　ぼくは手近にあった高い建物に外づけされていた非常階段を屋上まで駆け上のぼり、そこから父さんと母さんの姿を捜さがす。二人はすぐに見つかった。

　ちょうど補助外壁の手動操作を始めるところで、解除暗号を打ちこんで舗装の一部を捲まくり遠地からでも外がい壁へき操作できるよう主要道路の要所に埋まっていた大きな作動用レバーを二人がかりで引き上げている。

　一人では動かせないこれを、今度はルイズ母さんがレバー脇わきのハンドル型作動クラッチを全身全ぜん霊れいをこめて捻ひねっているあいだに、イーサ父さんが連れん携けいして自分の全体重をかけてレバーを一気に押おし倒す。

　すると退たい避ひを促うながすサイレンが辺りに響ひびき渡わたり、ぼくらの退路を断つ方角遥はるか彼方かなたに、地中に埋まっていた補助外壁が地響きを立て迫せり上がってきた。

　父さんたちだって脱出を容易にするためにもう少し補助外壁のそばでレバー制せい御ぎよしたかったに違いない、だけど一秒も早く金属粉を防がなければならない状況が許さなかったんだ。

　正規外壁とほぼ同じ構造、性能を持つその上部では緻ち密みつな自動制せい御ぎよで気流操作する埋うめこみ式超大型多翼ファンが並列して高速回転し、やがて全ぜん貌ぼうを現した天を突つくような金属の概がい観かんは黒光りして威い圧あつ感かんの塊かたまりだ。

　城じよう塞さい型都市国家で最も硬かたい物質でありながらどんな鉱物からできているのかは不明で、制御機構は改良できても同じ強度を持つ壁本体はいまの科学力では再現できない。

　ウルバス創世期から存在したとされ、誰だれが造りだしたのかもはっきりしない人類最後の盾たて──

「もういいよ父さん、母さん！　早く戻もどってきて一緒に逃げよう……！」

　お腹の底からありったけの声で叫んだぼくの声が届いた二人はこっちを向くが、父さんたちは覚かく悟ごを決めた顔をしていた。

「──だめだ。いまわたしたちが逃げれば機械どもに作動レバーを戻されてしまう。それよりおまえのほうこそ早く行け！　補助外壁の正門から中心街へ抜けられるはずだ！　ぐずぐずしてると機械と《掃討者》どもが押し寄せて、シェイクトエリア直属軍に門を軍事封ふう鎖さされかねんぞ!?」

　ルイズ母さんも、頷うなずく。

「そうよあなたとセレーナだけでも！　わたしたちがここを動くわけにはいかないわ」

「え……？　だけどそれじゃあ、父さんたちは……!?」

　父さんたちの周囲には、ウルバスに侵しん入にゆうしていた無数の機械たちがすでに忍しのび寄っていた。奴やつらは思考能力を有した存在だ。だからレバーを戻してウルバスの補助外壁を下げるため、これを護る父さんたちへと一いつ斉せいに群がる。

「逃にげて！　とにかく……逃げて！　じゃないと……！」

　奴らに《知ち恵え》はあっても、人間の持つような《情》など一切無い。

　ぼくの脳裏をよぎるのはシェイクトエリア住民を虐ぎやく殺さつしていった奴らの残ざん虐ぎやくな手口。

　同じことを、もしも父さんたちがされたら……。

「……安心しろカイム、わたしたちの命に替かえても絶対に補助外壁は下げさせん」

「……カイム、あなたたちのことはなにも心配してないわ。あなたという立派なお兄ちゃんがいるんだから……」

　次の瞬間、父さんと母さんは突とつ然ぜん、自分から防ぼう塵じんマスクを外して遠くに投げ捨てる。

「父さん!?　母さん!?」

　そうして二人はしっかりと、まるでお互たがいを支え合うように作動レバーへとしがみついた。強く、──硬く、レバーを全身を使って抱き締しめて、そのままの姿勢で二人は迫り来る最期の瞬間を待った。

「カイム……許せよ……っがはっつ！　っぐはっ……かはっつ！」

「セレーナと助け合って……二人で……生き……くっ……ごほごほっ！　……っはつ！」

　金属粉を大量に吸いこんだ父さんたちを、筆舌につくしがたい激しい咳が襲う。

　やがて別離わかれの刻ときは──

　訪れた。

「父さん……！　母さん……！」

　二人に機械の群が容よう赦しやなく襲いかかる。能あたう限りの残虐な手段で痛めつけ、心を挫くじき、レバーから二人を引き離そうとする奴らだったが、魔ま手しゆが触ふれた途と端たん父さんたちの身体からだからガキンッと金属のぶつかり合う音がして機械たちの攻こう撃げきは撥はね返される。

　父さんと母さんは自らの命を犠ぎ牲せいにして金属粉を吸いこむことで、その肉体を自分から機械の攻撃を通さない金属のそれへと換かえていたんだ。

（うっ……っぐ……！）

　頑がん強きようさの代だい償しように生命を抛なげうった父さんたちの身体は、次第に無機的な彫ちよう像ぞうと化してゆく。

　その一部始終をぼくは、真っ赤に腫はれた眼で見続けた。

　決して、目を逸そらさずに。

　あとでちゃんと、セレーナに伝えるために。

　──ぼくたち兄妹を護るために自分を犠牲にしてくれた二人の姿を、一生胸に焼きつけておくために。

「……父さん、母さん！」

　残された最後の生身の部位、命のほんの僅わずかな残り火灯ともる《瞳ひとみ》の部分が、冷たい金属となる瞬間。

　一度だけ、父さんたちと目が合った。

　もう顔も動かせない、声も出せない、ぼくの将来について励はげましてくれることも、ぼくやセレーナのために毎日美お味いしい料理を作ってくれることもできなくなってしまった、そんな父さんと母さんなのに……。

　その瞳は力強くて、温かくて……。

　最後の最後のこんな時でもぼくとセレーナのことを一番に思って心配してくれている、ぼくたちをこの世に産んでくれた人たちだからこそ。

　そんな、どこまでも優しい眼まな差ざしだった。

　すべてを見届けなくちゃ、いけなかったのに。

　──ぼくの視界が涙なみだで滲にじむ。

　そしてついに二人の瞳から生の光が消え失せ、完全な金属人形となってしまった父さんたちに機械たちはあとからあとから襲いかかる。しかしどれほど奴らが苛か烈れつな責め苦を与あたえても、二人の身体はそのことごとくを撥ね返して微び動どうだにすることはなかった。

「父さん……！　母さん……！　う……っ……わああああああああああああっつ！」

　ぼくはどうすることも、なにをしてあげることもできずに、父さんたちを見捨てて補助外壁に走るしかなかったんだ。

　セレーナを抱いて。妹を助けるために。

　金属粉に煙けむるウルバスの灰色の空に、ぼくの慟どう哭こくがこだまする。





　シェイクトエリア直属軍総勢一〇〇〇〇余名。

　うち《二桁連隊ダブルナンバー》想念士団員概がい数すう一二〇〇、その七割強に該あ当たる八七七名のシェイクトエリア《想念士》が現場に駆かけつけ三一名にもおよぶ甚じん大だいな死者を出しながら避ひ難なん民みんを保護、補助外壁を封鎖したのは、それからしばらくしてのことだった。



　そして三年の月日が流れた──
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　　　　１



「カイム・クイント伍ご長ちよう、本日も学校帰りのお仕事ですか？」

　シェイクトエリア想念士養成学校の制服を着ながらバックパックを背負ったぼくを見つけるなり、ウルバス外壁《無む窮きゆう領りよう域いき》通用門を護まもるエリア直属軍兵士が敬礼をしてきた。

「はい、えと、通用門の開門をお願いします」

「承知いたしました、いつもお疲つかれさんです」

　衛兵の彼は気さくに笑い、壁かべと無線接続されている携けい帯たい型の生体認証装置に指し紋もんを当ててくれた。こうして週に五度は顔を会わせるので、彼とはもうすっかり顔かお馴な染じみだ。

　ウルバス上空の大気を特とく殊しゆ気流で護る外壁の送風装置エアダクトが、雲にかかりそうなほどの高さから重低音の鼓こ動どうを刻み。

　黄昏たそがれに染まる空を、清せい涼りようで無害な空気を謳おう歌かする数羽の小鳥たちが飛んでゆく。

　野生の本能は外壁から一マルテルでも外にはみ出せば我が身の破は滅めつと知っているのか、目に見えない特殊気流に押し返される都度、チチッと囀さえずりながら彼らはウルバス外周に沿って回遊軌き道どうを修正していた。

「すんませんけどもうちょい時間かかりますんで、その間こいつでもどうですか？」

　作業の合間彼がごそごそズボンのポッケから出してくれたのは、無理にねじこんでいたため包みがしわくちゃのキャンディーだ。

「お好きでしょ？」

「あ、はいありがとう、大好物です。ん……うわぁ、これ最新味のシナモーネサイダーですね！　いいなあ、隠かくし味あじのシナモーネがほんとまろやかな甘さを引き出してる」

　衛兵は自分もキャンディーを頬ほお張ばり舌先でコロコロ転がしながら、

「これでも応おう援えんしてるんすよ。まだお若いのに妹さんのことからなんから、ぜんぶ背し負よいこんでらして」

「背負いこむだなんてそんな、──それにもう、慣れちゃいましたから」

　気き恥はずかしく笑うぼくのバックパックをパス入力を終了した彼は小気味よく叩たたき、

「ほい、っつーわけで、お待たせしました。上官殿どの」

「そんな、あ、ありがとう、それじゃあ行ってきます」

　軽く咽むせせてぼくは頭を下げ、白い歯で親指を立てている衛兵と別れ左右に全開した外壁通用門を潜くぐる。

　正確には三年前迫せり上がった補助外壁のこの門は全開してもせいぜい人間一人ずつがやっと通れるくらいの狭せまさで、二重構造の内側と外側の扉とびらが開くタイミングがずれる仕組みだ。通用門の横にはちゃんと正門もあってこっちは一気に数百人がまとめて通れるくらいの幅はば広ひろさなんだけどこちらの門が平時に開かれることはない。

　通用門に入ると内部には強力な消毒効果のある高圧縮空気のシャワーがついていて、これのおかげでウルバスに有害な金属粉を持ちこまずに済む。外門が開く数秒間のあいだにぼくはバックパックに引っかけていた学校の鞄かばんから抗こう体たい錠じよう剤ざいのシートを取り出して薬を一錠口に含ふくんだ。

　かつては防塵マスクがなければ耐たえられなかった金属粉も、数年前エリア直属軍と──名前はなんて言ったかな、どっかの民間軍ぐん需じゆ産業が共同開発したこの錠剤を飲めばほぼ半日も鉱化現象を防げるんだから便利な世の中になったなって思う。

（……。あと半年でも早く、この薬が発売されてたら）

　ようやく開いた外門を抜ぬけると機械の匂においが強くなってきて、今度は人の居住が禁止された三〇〇〇マルテルの緩かん衝しよう地帯に入った。

　油と金か属ねが混ま合ざった独特の異い臭しゆう。

　ここは、ぼくがこの三年間一日たりとも忘れることのなかった哀かなしい想い出の地だ。

　──哀しみだけじゃなくて、その何十分の一かの懐なつかしさも甦よみがえる。

　この緩衝地帯は、三年前の《災さい厄やくの日ひ》に《無窮領域》に呑のみこまれてしまったぼくの故郷──すっかり様変わりして廃はい墟きよ同然になってしまってはいても、かつてはぼくが暮らしていた街並みだった。いまでは樹海同然に増え拡がった機械の蔓つる草くさや配管に埋うもれてしまっている。建物の壁は崩くずれ、人がまだ暮らしていた頃ころの形けい跡せき、生活感を感じさせる看板や店ののれんは赤あか錆さびと風雨に色いろ褪あせていた。

　そしてそんな機械密林の奥地でひっそりと──

　ぼくの父さんと母さんは、いまも補助外がい壁へきのレバーを硬かたく握にぎり締めたまま当時となんら変わらない姿で永ね眠むっていた。外そうにも外してあげられない二人の金属化した手。かといって補助外壁の作動システムと直結するレバーを折ることもできない。

　だからここを両親の安息の地に選ばざるを得なかったぼくはせめてこの殺風景な墓所を少しでも彩いろどろうと、鞄に忍しのばせてきた花を二人に供え心のなかでいつものように仕事の無事を祈いのった。

（今日も行ってくるよ、父さんたちから比べたらまだまだ頼たよりないだろうけど。セレーナと二人でなんとかやっていけてるから）

　父さんたちがいつも見守ってくれてると思うと、不思議と勇気が湧わいてくるんだ。

　捧ささげて数秒としないうちに花は鉱化して金属となり、似た金属花がもう数百本以上父さんと母さんの足あし下もとには散らばっている。いつの間にかもう、こんなに溜たまってしまった。──閑かん散さんとしたこの地が永遠に色褪せることのない金属花の花園となる日も、そう遠くない日のことかもしれない。

　緩衝地帯を抜けると《災厄の日》穴だらけとなりいまはもう機能していない旧外がい壁へき跡あと地ちに入る。

　地表近くの手て頃ごろな穴の一つを背中のバックパックが引っかからないようにやっとこさ這はいつくばって潜り抜けると突とつ然ぜん視界が開け、まるでウルバスに攻せめ寄せるみたいに何千何万という金属の蔦つたが絡からみ合う断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきと、その下に無限に拡がる灰色の機械世界が出現した。

　この世界を、ぼくはどう形容したらいいのだろう。

　車両から引き抜いたエンジン、倒とう壊かいした発電所の圧力弁、ねじ折れたセンターシャフト、そんな風ふう貌ぼうの、果てしなく折り重なる種類も大きさも統一性などない機械の群はところによっては平へい坦たんな荒こう野やとなり、かと思えば起き伏ふくに富んだ山脈と千せん尋じんの渓けい谷こくを織りなし、密林のごとく金属樹木が密集している場所もある。



    

  
    
      　城じよう塞さい型都市国家ウルバスを中心としたぼくたちの生きる世界《マルクアルトゥス》は、この広大無辺の機械監かん獄ごく《無窮領域》によって完全に囲まれてしまっていた。

　監獄の外になにがあるのか、《閉ざされし世界》の民であるぼくたちは誰だれも知らない。

　外の世界への脱だつ出しゆつを果たした者もまだ誰もいない。

　マルクアルトゥスで生まれた者は、マルクアルトゥスで死んでゆく。

　人は人を脅おびやかす機械と戦い、畏おそれ忌いみ嫌きらうだけでなく、共に生きる。

　けれどそれはただの時じ間かん稼かせぎで、……やがては人間のすべてがあの灰色の大地に呑みこまれる運命さだめなんだ。

（もう三年、か）

　ぼくの父さんと母さんの命を奪うばったあの《災厄の日》からそれだけの歳月が過ぎ去った。ウルバス五大エリアのうち、シェイクト、プラセータ、カラルモの三大エリアに跨またがって外壁部分が破は壊かいされたあの歴史的惨さん劇げきが嘘うそのように──

　いまでは城塞型都市国家では平へい穏おんな時が蔓まん延えんしていた。

　ほとんどの市民たちはあの日の出来事を深く記き憶おくに留とどめながらも、もう二度と起こらない無責任で無根こん拠きよな、遠い日の思い出話みたいに扱あつかっている。

　本音を吐と露ろすれば信じたいんだ。確証はなくとも、もう安全なのだと。

　人は恐きよう怖ふに戦おののきながら、いつまでも生き続けることはできないのだから。

　かりにいつの日にか滅ほろびの日がやって来るのだとしても、それが自分たちの生きているあいだにさえ起こらなければいい。

　空くう虚きよで仮かり初そめの平安がウルバスには満ち満ちていた。でも、それじゃだめなんだ。

　だから、

（ぼくは絶対に見つけてみせる、《希望の園アーセルヴア》を）

　その時だった。気配を感じて旧外壁の無数の穴越ごしになにげなく振ふり返った緩衝地帯の街並みに、その女の子は唐とう突とつに現れた。

　あまりにも印象的に。まるで必然の出で逢あいなのかと錯さつ覚かくさせるほどに。

（誰……？）

　人が暮らせるはずもない遠目のビル群の屋上に立ち、彼女は懸けん命めいに《無窮領域》に目を向けていた。なにかを捜さがし求めるみたいに。バックパックから出した双そう眼がん鏡きようで確かめた途と端たん、ぼくの視線は釘くぎ付づけとなってしまう。

（なんて、綺き麗れいな娘こなんだろう）

　ぼうっとなって、一いつ瞬しゆん我を忘れて見とれてしまうくらい──

　その娘こは本当に、創り物かなにかみたいに綺麗な女の子だったんだ。

　ぱっちりとした蒼あおい眼の上に長い睫まつ毛げが生えていて、日焼けの染み一つない肌はだは陶とう器きと見み紛まがうほど白い。ていねいにブラッシングされた肩かたまである金きん髪ぱつは純白のリボンでツインテールに結われていて、手には豪ごう奢しやな絹装そう飾しよくの手て袋ぶくろをはめ、リボンとお揃そろいで純白のフリルがたくさんついたドレスを着ていた。

　背はとても低くて、そう、年ねん齢れいはせいぜい中等部くらいかな。

　清せい楚そで、上品な感じで、いかにも上流階級のお嬢じよう様さまって表現がぴったりの。

　彼女はしきりに《無窮領域》を眺ながめていたけれど、幾いくばくかして結局諦あきらめたようにビルのなかへと姿を消してしまった。

（誰、だったんだろ）

　抗体錠剤を飲まなければ絶対に入ってこれない、一いつ般ぱん人なら軍部の侵しん入にゆう許可を取るだけでも一苦労のこんな緩衝地帯に。

　ぼくはもう少しだけ眺めていたかった余よ韻いんに浸ひたりつつも双眼鏡をもとの場所にしまい、

（──いけない、ここからは集中しなきゃ）

　ピシャッと自分の顔を両手で張って気持ちを切り替かえて、バックパックから出したワイヤーウィンチを金属蔦の勾こう配ばいに引っかけ絶ぜつ壁ぺきを降りる。

　つるつると丸みを帯びて滑すべりやすい足下に細心の注意を払はらい、急傾けい斜しやから足を踏ふみ外はずしたりしないようにして。底まで着いたぼくが肌はだ身み離はなさず左耳にはめているイヤリングに手で触ふれると、涙なみだ型の宝石が光ってはつらつとした無線音声が聞こえてきた。

『あ、お兄ちゃん！　今日もお仕事の時間でありますか？　セレーナ待ちくたびれていたでありますよ』

　妹は甘あまえん坊ぼうでとても寂さみしがりやだから無線を繋つなぐたびにいつもこんな調子なんだ。

「ごめんよ、退たい屈くつさせちゃってたかい？」

　すると弾はずんでいたセレーナの声はすぐに心配そうなものになる。

『《無窮領域》は危険なところですから、いつものことですが油断をしちゃだめですよ』

「わかっているよ」

　ぼくは頷うなずき、

「──ここはもう、人間の世界じゃないんだから」

　自分の言葉を噛かみ締しめた。

　機械が支配するこの世界では一瞬の油断が命取りとなる。

『それにしてもお兄ちゃん、今日はいつになくお空の金属粉が濃こいでありますね。セレーナとしてはやっぱりたまに見られる景色は曇くもり空より、すっきり晴れたお天気のほうがいいでありますよ』

「そうだね、もしかしたら今日は乾かん季きにしては珍めずらしく機械たちの《繁はん殖しよく活動》が活発な日なのかもしれない」

　ぼくは地表に散乱する歯車、油滴したたる鋼管、べこべこにへこんだ金属の板といった機械残ざん骸がいを蹴けりどかしたりして、それらの合間から生えていた細長い金属の棒を選えり分けて引き抜く。金属棒には細かな機械の枝と根が生えていて、定期的に収縮しては微び量りようの金属粉を放出していた。

「これはあんまり高く売れないやつだから、持ち帰ってもしかたがないね」

　ぼくは金属棒を鋼管に立てかけて地面に斜ななめに置くと、靴くつの踵かかとで踏んでこれを折り曲げ生命いのちを断つ。

「こんな小さな棒一本折ったところで、《無窮領域》の拡大を食い止めるのにどれだけの効果もないってわかってはいるんだ」

　でもこの胞ほう子しが機械を爆ばく発はつ的に繁殖させて人間世界を危機に追いやっている。

　雨季と乾季みたいにこいつら金属粉が放出される時期には季節性があって、昼間よりも夜にかけて多く胞子は飛ばされたり。いまは幸い《乾季》だけど雨季に該あ当たる放出季は倍以上も永いから、その頃には微び粒りゆう子しが日照を遮さえぎって農作物に影えい響きようを与あたえたり。

　その放出季が極まった辺りには年に数日は日食同然に昼でも空が真っ暗になったりする《蝕しよくの日》があったりして、人間世界全体が暦こよみの中心をこの金属粉に据すえて振り回されている。

　そんな元げん凶きようを放ってはおけない。ぼくの心には父さんたちの恨うらみとセレーナを病の身に追いやった憎にくしみをぶつける気持ちもあったけれど、それは妹の前では口にしなかった。

『お兄ちゃん……』

　ぼくがいま立つのは《無窮領域》でも比ひ較かく的地形の特とく徴ちように乏とぼしい、廃はい物ぶつ処理場のゴミ山みたいなところだ。それからしばらくゴミ山をあちこち廻めぐって機械資源をだいぶ集め終えたぼくは、それらをバックパックから出した袋ふくろに詰つめて額の汗あせを拭ぬぐう。

「よっと、……ふう、重いよ」

　機械は重くて持ち帰るのが大変だから、なるたけかさばらなくて稀き少しよう性の高いものだけ選別するのがコツなんだ。もちろん袋に入れた資源はどれも、街で汚お染せんされた金属粉を出さないようにちゃんと殺してある。

『ふふ、お兄ちゃんももっと腕わん力りよくをつけないと。これからお兄ちゃんを好きになってくれる女の子が現れても、すぐに軟なん弱じやく者もの～って嫌われちゃうですよ？』

「これでも毎日、養成学校で身体からだを鍛きたえてるんだけどなあ。筋肉がなかなかつかないのは、やっぱり体質なのかな」

　子供の頃から母さん似で女の子とよく間ま違ちがえられてたぼくは、どうやら華きや奢しやな骨格と筋肉の質までそっくり受け継ついでしまったらしい。

『あ、でもでも！　やっぱりお兄ちゃんは、シュッと細身のいまのままのほうが好きであります。……筋肉ムキムキになっちゃったら、ちょっとセレーナどん引くかもです』

　じゃあやっぱり、あんまり父さん似じゃなくてよかったって……ことなのかな？

　そうしてぼくが、ウルバスの街に帰ろうとしたその時だった。

（!?）

　ぼくが制服の内ポケットに常備しているボタンサイズほどの《特とく殊しゆ生体エネルギー》感知器が、振動バイブする。同時に、

『……！　危ない……お兄ちゃん！　後ろ！』

　イヤリングから切せつ迫ぱくしたセレーナの声が響ひびく。背後から感じる殺気に袋から手を放したぼくが身を振り返らせた時には、それは異様な姿を露あらわにしていた。

　ぼくのいる場所から少し先。積み重なる機械の屑くず山やま──いまのいままでそう見えていたもの──が、ふいに盛り上がってゆく。そいつは地面になかば埋うまって息を殺し、周囲の景色に擬ぎ態たいしながらじっと隙すきを窺うかがっていたのだろう。あたかも殻からを脱ぬぎ捨すてるように、身にまとわりついた機械残骸を振るい落としていった。

　そこに現れたのは、おおよそ自然界のものとは思えない完かん璧ぺきな球形の身体。

　家ほどもある巨きよ大だいな全身は重量感があり、石いし畳だたみ状に分かれた金属質の外がい殻かくによって覆おおわれている。鈍にぶい光こう沢たくを放つ外殻の隙間は複眼らしき何百という小さな点でびっしりと埋まり、どんな方向でも一度に見み渡わたせる造りになっていた。

　他の器官はなにもない。関節も、口も鼻も、手も足も。

　──どこか幾何学的で、自然界の物と人工物とを組み合わせたようなこの謎なぞめいた生命体の正体を、ぼくはよく知っている。

　ぼくは緊きん張ちように、息を呑のむ。

　奴やつらが口を持っていても、それは単純になにかを食べるためのものではない。

　奴らが手や脚あしを持っていても、それはただ単になにかを握にぎったり、移動したりするためのものではない。

　その口は人間を噛み殺すためにある。

　腕うでは人間を確実に捉とらえて握り潰つぶし、あるいは絞しめ殺すためにある。

　脚は人間をどこまでも執しつ拗ように追い詰めて、踏み殺すために存在する。

　奴らの持つ本能は一つ、ただひたすらに人間を狩かり殺すこと。

　喰くうのではなく──ただ殺す。だからよけいな一切の器も官のを省き、人間の殺さつ戮りくをいかに効率よく成就させるかだけを徹てつ底てい的に追求した身体をしている。

　恐おそらくは──。あの丸いだけの単純な構造も、究極まで人間の殺傷能率を求めた結果の機能美、その最終形態の一つなのだろう。

　ぼくは機械と双そう璧へきを成すこの恐るべき《無窮領域》の支配者から、視線を切らずにあとずさりした。

「《掃そう討とう者しや》……」

　それが、奴らを特定する固有名めい称しようだ。

『お兄ちゃん、くるです！　油断しないで！』

「わかって、いるよ！」

　球体の化け物と反対方向に走りだしたぼくの耳みみ飾かざりに、いつものようにセレーナの助言がくる。

『いいでありますか、《掃討者》の情報を伝えるです！　名前は《重じゆう厚こうなる真しん円えん》──頑がん丈じよう、重たい身体が特徴で、自分の質量を活いかしてどんなものでも圧おし潰してしまう掃討形態をしているです！』

　ぼくとセレーナはこれまで幾いく度どとなく、《無窮領域》で似た場面に遭そう遇ぐうしてきた。

　いまでは逐ちく一いち頼たのまなくてもこちらの求めている情報を的確に伝えてくれる妹は、単に兄妹きようだいというだけでなく心で通じ合えるとても頼たのもしい相棒だ。

　後ろにいる《重厚なる真円》の様子を窺うと、なんと、金属の外殻に覆われた身体をまるで弾だん力りよくある素材のように自在にねじ曲げている。

　そしてためを作ったかと思うと、信じがたいことに、

「なっ!?」

　空高く、跳とびはねていた。

　たったひと跳はねでぼくの頭上まで一気に到とう達たつしてしまうほどの驚きよう異いの跳ちよう躍やく力──

「嘘うそだろ、うっ……っわああああっつ!?」

　ドシーン！　と轟ごう音おんを立てて落下してくる《掃討者》の身体を、ぼくは機械残骸が散乱する地面を転びそうになりながら横に跳び退のいて、なんとか事なきを得る。

　ほんの数秒前まで走っていた場所の金属地面は、天から降ってきた鉄球の重みで大きく半円形に陥かん没ぼつしていた。そしてすぐにまた《重厚なる真円》は、ぞっと背筋を凍こおらせるぼくの頭上へと跳び上がる。

「冗じよう談だんじゃ……ないよ！　っ……っわっ!?　うわああっ!?」

　どすん！　どすん！　と激しい地じ響ひびきを立てて何度もジャンプする《掃討者》は、その都度《無窮領域》の大地に積もる金属粉を巻き上げて、ぼくを圧殺するべく迫せまってくる。

　ここにきて、ぼくは奴の身体が丸い理由を初めて理解した。

　ここいらみたいなゴミ山タイプの《無窮領域》では、足場の悪さを気にしながら全力疾しつ走そうなど望むべくもない二足歩行よりも、障害物など気にせずに楽々と宙を跳び、地上に降りたら降りたですべての物体を薙なぎ倒たおしながら転がることのできるこの形のほうが断然速い。

　ぼくは何度も急な方向転てん換かんを繰くり返し辛かろうじて奴の下した敷じきになることだけは免まぬかれていたが。こんな小こ技わざでは踏み潰されるもの時間の問題だ。

　走り続ける目め眩まいと胸の苦しさで、いっそこのまますべてを投げ出して立ち止まってしまいたい誘ゆう惑わくに駆かられる。が、

『お兄ちゃん……！』

（そうだ）

　ぼくの身を案じる悲痛なセレーナの声が、ぼくに活力を与える。

（ぼくは絶対に、こんなところで倒れるわけにはいかないんだ）

　セレーナを助けるまでは。気力を取り戻もどしたぼくは力の限り前に進む。

　こっちだって、ただやみくもに逃にげ回っていたわけじゃない。

　そう、ぼくは奴と戦うための武器を必死になって探していたんだ。

《無窮領域》に立ち入る際、ぼくはなに一つ戦うための道具を携けい帯たいしない。

　かりに人間の貧弱な武器など持ってきたところで、究極の殺戮者である《掃討者》には絶対に歯など立ちはしない。そんなものよりもぼくたち《想念士》には、遥はるかに頼たよりになる《戦いの道具》があった。この《無窮領域》に。

　一歩間違えれば相手を倒すどころか自分自身を破は滅めつさせかねない諸もろ刃はの剣けん。しかし危険と隣となり合わせのその武器だけが、脆ぜい弱じやくな人間が《掃討者》に対たい抗こうできる唯ゆい一いつの手段となり得る。

「感あ応つた……右前に二つ！　そのずっと先に、あれも！」

　ぼくの感覚がやっと検知した目当ての物も体のは、通信機となっている耳飾りを通じてセレーナも視みている。彼女に見やすいようぼくが首を右に捻ひねるとすぐさま向こうから応答がきた。

『お兄ちゃん！　お兄ちゃんの見つけた《罠トラツプ》は、右から順番に暫ざん定てい名《ハンモクヲヨブイタ》《レイコクナイブキ》《ムジヒノオオグチ》の三つです！』

「分類は!?」

『それぞれ強制移動属、冷れい却きやく属、捕ほ捉そく破は壊かい属であります！　詳くわしい使いかたは──』

　説明を受けたぼくは、

「ありがとう、それだけ揃そろっていれば……なんとかやれそうだ！」

『がんばってくださいです！　お兄ちゃん！』

　誰だれにもらえるより力強い応おう援えんを受けたぼくは、《掃討者》を振り返って立ち止まり《想念士》流の戦いを見せつけてやることにした。

《想念士》は体力や運動能力で戦うわけじゃない。

　あるに越こしたことはないけれど、求められる一番重要な資質はそこじゃない。

「──精神接続」

　息を整えて心を集中させるとぼくの想念が飛散して、《無む窮きゆう領域》の三箇か所しよにある《罠トラツプ》と直結した手て応ごたえがくる。口では上手く説明しにくいけれど頭の奥まったところ──脳下垂体と言われる辺りがぽうっと痺しびれるように熱くなって、そこから枝分かれして延びた線が神経みたいにそれぞれの罠としっかりはまっていく感じだ。

（よかった、ちゃんと接続してくれて）

　緊張や極度の恐きよう怖ふや焦あせりは精神接続を阻そ害がいしてへたすれば車両で言えば暴走やエンストを起こす、ここで躓つまずけばなにもかもおしまいだ。

　これで《罠トラツプ》はぼくの身体の一部となった。実感して、

「起動せよ。第一の《罠トラツプ》──《ムジヒノオオグチ》」

『えっ、それを使うですかお兄ちゃん!?　確かに三つの《罠トラツプ》のなかで、一番破壊力はあるですが……』

　ぼくのいる場所から最も奥まったところにある《罠トラツプ》《ムジヒノオオグチ》は、一見すると機械の屑山にぽっかりと穴が空いているだけに見えた。穴の幅はばは非常に広くて直径一〇マルテルはあろうかという、巨大な《重厚なる真円》をも悠ゆう々ゆうひと呑みにできるほどのものだ。

　と、ぼくの命令に従って、穴の外周部分から何本もの機械触しよく手しゆが飛び出してくる。

　次の瞬しゆん間かん、触手はぼくのすぐ頭上まで迫っていた《重厚なる真円》へと勢いよく絡からみつき、これを地面へと引きずり落とす。

　かと思うと、今度は強きよう烈れつな力でぐいぐいと穴の方へと引き寄せ始めた。

　穴の内側では大小様々の歯車、大きいもので人間の大人くらい、小さなものでは肉眼に映らないくらいのそれらがその数、数千個も複雑に噛かみ合って摩ま擦さつの火花を散らしながら回っている。

『でもお兄ちゃん！《ムジヒノオオグチ》ならセレーナも《重厚なる真円》を倒せると思うですが、問題は機械の触手があんなに重い《掃討者》を《罠トラツプ》まで引っぱりきれるかです！』

　セレーナの危き惧ぐは正しく《重厚なる真円》は激しく跳ねて暴れ回り、力まかせに金属触手から逃のがれようとしている。そして圧あつ倒とう的な牽けん引いん力に屈くつした触手の群れは、一本残らずぶつぶつと音を立ててちぎれていった。

　が、ここまではぼくの計算の範はん疇ちゆうだ。すぐに第二の《罠トラツプ》へと走ってゆく。

　第二の《罠トラツプ》、地面に置かれた薄うすい鉄板型の機械残ざん骸がいにぼくは飛び乗り、

「起う動ごけ！《ハンモクヲヨブイタ》」

『……！　どうする気ですか!?　そんなものに乗ったりしたら……！』

　セレーナの言葉が終わるより先に、《ハンモクヲヨブイタ》は下の機械残骸がバネ仕じ掛かけさながらに一気に伸のびて、猛もう然ぜんと地面から跳ね上がっていた。

『それは板に乗った相手を宙高くに放り投げて墜つい落らく死させてしまう《罠トラツプ》ですよ……！』

「っ……うわああああっつ！」

　加速したぼくの身体からだは一いつ瞬しゆんにして、《無窮領域》の天高くまで飛ばされる。

　予想していたよりもずっと強烈な衝しよう撃げきで意識が遠のいてしまいそうだ。

『お兄ちゃん！』

「だいじょうぶ……これを使ったのは、最後の《罠トラツプ》の効果範はん囲いから逃れるためだから」



    

  
    
      『どういうことでありますか!?』

　俯ふ瞰かんに映る《無窮領域》の一角に、ほかの機械屑くずに混じってその《罠トラツプ》は立っていた。

　ぱっと見た限りは錆さび汚よごれた金属棒が地面に突つき刺ささっているだけのその側面には、細かなネジが縦に幾いくつもはまっている。

「第三の《罠トラツプ》《レイコクナイブキ》起動」

　途と端たん、金属棒のネジが内部からの圧力で一いつ斉せいに弾はじけ飛び、空いた穴という穴からフシューッと勢いよく白い煙けむりが噴ふん出しゆつする。

　白はく煙えんの正体は冷れい凍とうガスで、ガスは地表をあっという間に這はい拡ひろがって機械残骸の地面を余すところなく凍りつかせてゆく。一瞬にして周囲一面に霜しもを降りさせた冷気の煙はなおも拡がり、付近にいた《重厚なる真円》にまで到達した。

　どんな物体でも急速冷凍してしまうガスによって《掃討者》は凍とう結けつされ、見る間に動きを鈍にぶらせる。も、最後の抵てい抗こうで外がい殻かくを強引に変形させて、自らを縛しばる《氷の覆おおい》を殻からごと削そぎ落としてしまう。

　飛び散った外殻と氷の欠片かけらの内側からは鱗うろこのない魚のようなつるりとした本体が露ろ出しゆつして、驚おどろくべきことにそこはまるで無傷だった。地表の冷凍ガスはすでに大気に薄れてしまっていて、もう一度あの本体を凍らせるだけの濃のう度どはない。

　が、奴やつはこの時点で詰つんでいた。──なぜならば。

　ぼくの狙ねらいは、最初から《掃討者》の凍結ではなかったからだ。

『あっ！　お兄ちゃん、そういうことでしたか……！』

　丸い《掃そう討とう者しや》の全身に、《ムジヒノオオグチ》から新たに伸びてきた機械触手が何重にも絡みつく。しかしさっきとは決定的に違ちがう点があった。

　ぼくは想念操作で天に延ばした《ムジヒノオオグチ》の機械触手を掴つかみ眼下の光景を見下ろす。

　凍りついた地面のせいで《掃討者》の逃げる力は完全に殺され、抵抗してどんなにもがいてもその巨きよ躯くはずるずると触手に引きずられていく。いくら跳躍して触手を引きちぎろうとしても横よこ滑すべりするだけで、凍った地面でやる綱つな引ひきに勝利はない。

　そんな奴の進路に大顎あぎとを開いて待ちかまえていたのは──

　数あま多たの歯車がひしめき高速回転する、《ムジヒノオオグチ》の縦穴だった。

　凶きよう暴ぼうな歯車たちの咀そ嚼しやくの渦か中ちゆうに、《重厚なる真円》は落としこまれてゆく。

　周囲に響ひびき渡る奇き怪かいな咆ほう哮こう。低い笛の音ねを彷ほう彿ふつとさせる不気味な音は、声帯を持たない《掃討者》が身体を震ふるわせて発した断だん末まつ魔まの悲鳴にほかならない。

　処しよ刑けい場へと誘さそわれた球体の身体は数千もの歯車によって徹てつ底てい的てきに砕くだかれ、捻ねじられ、原形をとどめないまでに寸すん毫ごうの容よう赦しやもなくすり潰つぶされていった。

　最後には粉末状になってしまった《掃討者》の残骸を《罠トラツプ》はその存在すら許さずに、底にあった金属管で掃そう除じでもするかのように空気ごと吸いこみ、──あとには塵ちり一つ残らない。

　その残ざん酷こくな光景をセレーナには見せないようぼくは耳みみ飾かざりを片手で隠かくし、掴つかまっていた《ムジヒノオオグチ》の機械触手をゆっくりと地面に降ろした。





　ぼくたち《想念士》は、機械の力を使う。

　機械は憎にくむべき人類の敵で、ぼくの父さんと母さんも奴らに殺された。

　セレーナだって、奴らの胞ほう子しである金属粉に苦しめられている。

　だけど、それでもぼくたちは機械の力を使わなければこのマルクアルトゥス世界で生き延びることはできない。



　機械を忌いみ嫌きらいながらも、一方でその力を用いる──





　──そんな皮肉な能力者が、ぼくたち《想念士》なんだ。



　　　　２



　シェイクトエリア郊こう外がいに建つ集合住宅ビルの一角。玄げん関かん自動ドアの表面パネルセンサーがぼくの呼気を感知すると、そこから血中の抗こう体たい錠じよう剤ざい濃のう度どを割り出して侵しん入にゆう《不可レツド》から《可グリーン》へとパネルの表ラ示ン灯プが切り替かわる。

　カチャリと電子錠の外れる音がしてもまだなかに入れず、ぼくがパネルの横穴にカードキーを差しこんで初めて二重警備装置セキユリテイの扉とびらがウィ──ンと横にスライドした。

「ただいまセレーナ、いま帰ったよ」

　帰宅したぼくを出で迎むかえてくれたのは、

「あ、お帰りなさいですお兄ちゃん！　そろそろじゃないかと思って、セレーナずっと待っていたでありますよ」

　ベッドの上で屈くつ託たくのない笑顔でぼくに手を振るパジャマ姿の妹だった。

　最近ネットにはまっているらしくぼくがいない時は大たい概がいほかのエリアのチャット仲間と音声入力型チャットやメールを楽しんでいるんだけど、本当はぼくが帰るまで一人で待つのが心細すぎるから気を紛まぎらわしているんだ。

　ぼくが帰るなり、セレーナは《バイバイ》の顔文字を仲間たちに入力してパソコンの電源を落とす。

「遅おそくなってごめんよ、軍の総務部が混んでたんだ。けど思ったより換かん金きん額が大きくなったから、今日は食材をいっぱい買いこんできたよ」

　両手でやっと抱かかえられるくらいの大袋一いつ杯ぱいの食材を見て、ベッドの上のセレーナは《わあっ！》と手を組んだ。

「今日はごちそうですね！　大ラッキーです！」

　薔ば薇ら色いろに顔を輝かがやかせる妹は感激のあまりベッドのスプリングで跳とびはねているも、ぼくはやんわりと窘たしなめる。

「ほら、歓よろこぶのはいいけど、あんまりお転てん婆ばが過ぎるとお嫁よめさんのもらい手がなくなっちゃうぞ？」

「えー、そうでしょうか？　セレーナまだ一三歳でありますよ？　気が早すぎると思うですが」

「将来いいお嫁さんになるには、いまからちゃんとしておかないと。それにあんまりはしゃぎすぎると、また咳せきがでちゃうから」

　するとセレーナはちゃんと聞き分けて、おとなしくなってくれた。

「そうでありますね。……シュン」

　内うち股またのあいだに腕うでを挟はさみ、しょんぼり肩かたを落とす妹を見てちょっと厳しく言い過ぎちゃったかな？　とぼくが反省しているとどうやら杞き憂ゆうだったらしく、やはり待ちきれないのかセレーナは蓑みの虫むしよろしく自分にシーツを巻きつけうきうきしだした。

　安心したぼくはキッチンでエプロンを着け料理を始める。

「そうしてお兄ちゃんがエプロンしてると、お母さんを思い出すでありますね。エヘヘ」

「そうかい？」

　機械資源のリサイクルナイフで食材を切るぼくにセレーナは冗じよう談だんめかし、

「お兄ちゃん、いい《お嫁さん》になれるですね」

「ば、ばか、なに言ってんだよ《お婿むこさん》だろ？　つまらないこと言ってると、今夜の献こん立だてセレーナの嫌いな《激激ニガ瓜うり》スープにしちゃうぞ？」

「げ、……それはぜひとも勘かん弁べんであります。セレーナおとなしく待ってるから、許して欲しいでありますよ」

　調理を終えたぼくは温かい湯気の立つ夕食をトレイに載せ、セレーナが待ちかねるベッドまで運んでやる。

「わあ、いい匂においでありますねえ」

「今日のメニューはマイル魚のパスターゼだよ」

　ダシはエイズナ産川コンブと干しヤマタケであっさりと、セレーナにはまだ内ない緒しよだけどあとで美お味いしいスイーツも作ってあげる予定なんだ。

「うーん、セレーナお兄ちゃんの妹に生まれてこれて幸せです」

「お、大げさだよ、凝こり性しようなのかな、料理をしてるとついつい入れこんじゃうんだよ」

　トレイを持ち恍こう惚こつと料理に鼻を寄せている妹の右手は、甲こうの一部が金属化していた。

　自由には動かせず、だからセレーナの食事は極力スプーンとフォークだけで食べられるように工夫がしてある。

（……セレーナ）

　自由を失ってしまった彼女の右手を見るその都度、ぼくの胸はズキリと痛む。

　あの日、ウルバスの外がい壁へきが機械たちの手で破は壊かいされた《災さい厄やくの日》。

　セレーナをぼくがもう少し早く助け出せていたら。

　恐おそるべき死の病《鉱こう化か病》なんかに妹を感染させずに済んだかもしれないのに。

　悔くやんでも、悔やみきれない。

　鉱化病。それは本来《無む窮きゆう領域》に出る《想念士》しかかかることのなかった、機械の胞子である金属粉を吸いこむことで人間が発はつ症しようする不治の病だ。

　散々治ち療りよう法は探し回った。自分でも文ぶん献けんを調べ、当たれるだけの医者に当たった。

　だけど結局突きつけられた現実は、ウルバスに治療法などないということだけだった。

　人体に入った微粒子ナノサイズの機械は体内で増ぞう殖しよくし人の身体を徐じよ々じよに乗っ取ってゆく。あたかもマルクアルトゥス世界が《無窮領域》に侵しん食しよくされていってるように。

　その鉱化現象が心臓や肺など致ち命めい的な器官に達すれば、──発病者は死ぬ。……。セレーナは肺が特にやられているせいか、時たま酷ひどい咳の発作を起こすことがあった。

　妹はぼくが発見するまで運よくうつ伏ぶせに倒たおれていた。おかげでほとんど金属粉を吸わずに済んだはずなのに……。それでもなお体内に入りこんだごく微び量りようの金属粉が、彼女の内側で徐々に増殖を遂とげ妹を死に追いやろうと蝕むしばんでいっている。

　医者の話だと──妹はもって、あと数年だと言われた。

（だけどぼくは諦あきらめない。絶対にこの手でセレーナを治して見せる。そしていつか必ず、妹を自由な家の外そ界とへと解だ放してやるんだ）

　鉱化病患者の咳にはごく微量とはいえ金属粉が含ふくまれる。だから、二次感染を防ぐ目的でこの隔かく離り措そ置ちはエリア条例で義務づけられているんだ。

　ぼく自身は家にいるあいだ常に抗こう体たい錠じよう剤ざいを飲まなきゃいけないなんて苦にもならないけど、街のほかの人たちの安全を脅おびやかす権利はぼくたちには無い。

「ふう美味しかったであります、もうパスターゼ一本も食べられないでありますよ」

　満腹になってお腹をさすっている妹のトレイにはまだ食事が半分も残っている。

「もう、いいのかい？」

「はいです、食べる前はたくさん食べられる気がしたですが、セレーナもうお腹いっぱいになっちゃったであります」

　スリッパを履はいたセレーナは申し訳なさそうに、トレイをキッチンへとお片づけしてくる。元気だった頃ころはあんなに食くいしん坊ぼうだったのに。いまではぼくの半分の量を食べるのがやっとだ。

（それでもまだ最近は調子がいいみたいだけど、明らかに病気になる前と比べればセレーナの顔色は悪くなっている）

　妹は我が慢まん強づよくていつも明るく振ふる舞まっているけれど、その顔を日々見ているぼくには彼女に忍び寄る負の変化がわかっていた。

「──エヘヘ、セレーナ、最近はあんまりごはんを食べられなくなってしまいましたが、でもお兄ちゃんの作ってくれるごはんがやっぱり一番大好きであります」

「……。そうかい？　そう言ってくれると嬉うれしいよ」

「お兄ちゃんには、料理の才能があるですよ」

　エプロンを外して自分も食しよく卓たくについたぼくは鼻の頭を掻かきながら、

「まあもともと料理は嫌いじゃなかったけど、レシピも母さんが残してくれたのをそのまま使ってるからよけいに口に合うんじゃないかな」

　すると妹が突とつ然ぜん謝あやまった。

「……。ごめんなさいです、お兄ちゃん」

「セレーナ？」

　ベッドに戻もどって縁ふちに腰こしかけた妹は肩を落とし、

「……セレーナは時々思うです。セレーナはお兄ちゃんの足手まといなんじゃないかって」

　口を噤つぐみ大きな翠眼グリーンアイズを伏ふせてしまう妹に、

「……セレーナ」

　ぼくは突然の告白に戸と惑まどいながらも、食卓から立ち上がり彼女に寄より添そってベッドの縁に座った。

「……。ぼくはセレーナを足手まといだなんて思ったことは一度もない。むしろ反対で、セレーナがいるからぼくは生きていけるんだよ」

　ぼくは妹の肩を抱だき寄せると彼女の髪かみを何度も指で梳すいてやりながら、強い気持ちをこめて言った。この気持ちに嘘うそはない。

「……お兄ちゃん」

　こうして二人肩を並べて座っているだけでも、温ぬくもりだけは伝わってくる。

　たとえいまは兄きよう妹だい揃そろって自由に外に出ることもできなくても。

　たったこれだけでこの世に二人きりのぼくらが確かにいま同じ場所にいるのだということを実感できて、安心することができた。

　セレーナも同じ気持ちなのか、ぼくの腕のなかで安らいだ顔を見せている。

「それにセレーナは、いつも自分の能力でぼくを助けてくれるじゃないか。足手まといどころかぼくの大きな力になっているんだよ？」

「本当でありますか？　もしそうならセレーナはとっても嬉しいです。こんな身体からだでも、お兄ちゃんのお役に立てることがあるのでしたら」

　やっと元気を取り戻してはにかんだセレーナは、自分の不自由な右手を胸に添える。

　と、金属化した手の甲が微発光して金属が共鳴し合うような音がした。

　まだ謎なぞも多い鉱化病には奇き妙みような副作用があって。

　発病者は金属粉と同化することで、体内に宿るそれら微粒子機械の《記き憶おく》を自分のものとすることができるようになるんだ。

　機械の記憶──すなわち《無窮領域》の《知識》だ。

　そこには《掃そう討とう者しや》の種類や《罠トラツプ》の特性といった《想念士》の手助けとなる情報が詰つまっている。もちろんぼくだって養成学校の基き礎そ課程で、一通り《掃討者》や《罠トラツプ》の知識は学んでいるけど。

《罠トラツプ》一つ取っても何千、何万と機械学上分類されている、未発見のものはさらにその数を上回るそれらすべてを通常のやりかたで学びきるのは不可能だ。

「セレーナの《知識》にぼくがどれだけ助けられてるか。セレーナがいなかったら《想念士》としてのぼくはきっと、能力を半分も発揮できていないと思うよ」

「それじゃあエヘヘ、セレーナとお兄ちゃんはまさに一心同体というわけでありますね」

「そうさ、ぼくらは一心同体なんだ」

　兄妹としても《想念士》としても──

　その時だった。もう夜だというのにクイント家の玄げん関かんチャイムが鳴る。

　セレーナの趣しゆ味みでいまイチオシの女性シンガーの曲らしいんだけど、ぼくはテレビとかあまり見ないから疎うとくてよくわからなくて、でもしっとりしたいいメロディだなって耳に馴な染じんでいる。

「？　誰だれだろ」

「そうでありますねえ、こんな時間に。うちにお客さん自体珍めずらしいです」

　なぜならうちに入れるのは抗体錠剤を服用済みの者だけだからだ。

（ロックがカチャリって開いた、ってことは──抗体錠剤を飲んでる人なんだ）

　呼気反応のパネルセンサーの音を聞きつけ、玄関に向かったぼくが二重警備装置セキユリテイの自動ドア開閉ボタンを押して扉とびらをスライドさせると、

「……！　きみは……さっきの」

　なんと、玄関マットの前にはぼくが《無窮領域》で見かけたあの女の子が立っていた。

「わあ……素敵！《お人形さん》みたいです！」

「カイム・クイントというのはおまえか。シェイクトエリア想念士養成学校、高等部二年、極めて珍しい《特とく殊しゆ生存技能型》の想念士候補生か」

　女の子は《お人形さんみたい！》と最大限の讃さん辞じで迎むかえたセレーナに目を留とめて頷うなずくと、どこから調べあげたのかメモを片手にぶっきらぼうに確認してくる。

　そんな彼女は緩かん衝しよう地帯で着ていたあの清せい楚そな白いドレス姿ではなく、一分の隙すきもない正規シェイクトエリア想念士団の軍服に着き替かえていた。

（この娘こ……軍人、それも《想念士》だったのか!?）

　さっきは私服姿だったから全然わからなかった。

　しかも肩かた口ぐちの階級章を見れば、ぼくより二階級も上、……そ、曹そう長ちようじゃないか!?

　ってことは、と、年も上のはずだ。

　あんまり背が低いから、てっきり中等部くらいに思ってたのに。

「そうだけど、きみは？」

　心の動どう揺ようを顔に出さずぼくは平静を装って聞き返す。

　なんとなく詰きつ問もん口調に軍服姿、ぼくの彼女の《初見のイメージ》は崩くずれ始めていた。

　と、腕うで組ぐみした女の子はぼくをじろじろと見定め顔を寄せてくる。

「ふむ、──なるほどな」

　イメージは崩れても彼女の真碧色サフアイアブルーの瞳ひとみは蠱こ惑わく的なまま、澄すみきった宝石の塊かたまりみたいで、間近で見ると思わず吸いこまれそうになってしまう。

「な、なに……？」

　自然と近づいてくる髪の毛からは洗せん髪ぱつ剤ざいなのかな、それも凄すごく高級そうでぼくやセレーナなんか使ったこともない、一ビンできっとお小こ遣づかいぜんぶが飛んじゃうような鼻び腔こうを擽くすぐるなんともいえない甘い香かおりが漂ただよってきた。

　ぼくの鼻先を掠かすめ動くその金髪はさらさらに輝かがやいている。

（な、なに？　なんなんだ……!?）

　ついっと背せ伸のびした女の子の顔はぼくにどんどん迫せまってきて、迫ってきて。

（えと……？）

　薄うすく潤うるおわせる程度に塗ぬられたリップで艶なまめく彼女の唇くちびるもまた、ぼくの唇にどんどん近づいていって、近づいていって──

　って、こ、このままじゃ……!?　ふと気がつけばベッドのセレーナも真っ赤になって自分の顔を両手で覆おおい、しかし指の隙間からちゃっかりこちらの様子を窺うかがっていた、刹せつ那な、

（……？）

　どうしたのか、ぼくと唇が触ふれる寸前で動きを止めた彼女は軍用ブーツのつま先で、ぼくの家の床ゆかを踏ふみ鳴ならす。トン、トン、トン──と三回。

（？　？　？　なにかの……儀式おまじない？）

　次の瞬しゆん間かん。



　ごんっつ！　！　！　！　！



    

  
    
      

「ぐっ、っぎゃ……ああっつ!?」

「きゃっ!?　お兄ちゃん!?」

　──信じられないことに、彼女は間合いほぼ零の超ちよう至し近きん距きよ離りからぼくに強きよう烈れつな頭ず突つきをお見舞いしてきたんだ！　しかもなまじ彼女の背が低い分、頭突きはアッパーカットの要領でぼくの顎あごにまともに入り滅め茶ちや苦く茶ちや痛い。

　ぼくが勝手に妄い想だいていた《上品で清楚なお嬢じよう様さま》のイメージが、──いまにして思えばあるいはそこはかとなく、ほんのり程度にはときめきも感じていたくらいかもしれない淡あわくて甘酸っぱい想おもいが、がらがらと大音おん響きようを立てて大崩ほう壊かいしていく。

「な、なにをするんだよっつ……い、いきなり!?　き、きみは一体！」

　鼻血は出ていないのか!?　下顎は軽く罅ひびくらいいってるかもしれない!?　身体をふらつかせながら口の下を手で押さえるぼくに、女の子はおかまいなしに一いつ喝かつしてきた。

「わたしはシェイクトエリア直属軍第一〇連隊所属アイリーシュ・シエラールだ、いまのはきさまがこのわたしに《手間》をかけさせてくれた鉄てつ頭とう制裁と知れ！」

「鉄頭、制裁って……!?」

「黙だまれ、人が探し回ってるというのにふらふらとほっつき歩きおって！　学校帰りは寄り道せずに家に真っ直ぐ帰れと、習わんかったか!?」

（そ、そんな、ぼくがきみが探し回ってたなんて知るはずないじゃないか!?）

　この娘こ、言ってることが滅茶苦茶だよ……！

「とにかくさっさとついてこい！　こっちはただでさえ、無む駄だな時間を使いまくって苛いらついてるんだ！　それとももう一発お見舞いしてやろうか、このウスノロ!?」

「ウ、ウスノロ!?」

《お人形さん》の外見から連発される想像もつかない罵ののしり言葉に、ぼくは耳を疑う。

　アイリーシュ──と名乗った彼女はぼくの耳を下からむんずと掴つかむと、動物でも散歩させるみたいに問答無用で引き連れていく。

　急所を押さえられ前まえ屈かがみになったぼくは為なすすべもなく、屈くつ辱じよく的な姿で玄関から連れ出されるほかなかった。

「ちょ、つ、ついてこいって、どこに行く気なのさ!?　い、痛いってば……！」

「うるさい！　くればわかる！」

「お、お兄ちゃん……！」

　泡あわを食っているセレーナの声は、ぼくからどんどん遠のいていった。





　これが──。この後のちぼくが生しよう涯がいの忠誠を捧ささげることとなる。

　いまはまだこの世界のどこにも存在していない未来の《国境なき独立想念士団》団長、アイリーシュ・シエラールとの衝しよう撃げき的な出で逢あいだった。



　　　　３



　そうしてぼくが連行されたのは、って、えええっつ!?　──予想もつかないシェイクトエリア直属軍想念士団、第一〇連隊《本部》だった。

（だ、第一〇連隊本部なんかに連れてきて、こっ、この娘こどうしようってんだ!?）

　ぼくが普ふ段だん仕事で行くどちらかといえば退たい屈くつな総務部とはまるで違ちがう、最前線の軍事施し設せつ特有のピンと張りつめた空気。サーチライトが絶え間なく動き、自じ動どう小しよう銃じゆうで警けい戒かいした兵士たちが物々しく入り口のフェンスを護まもっている。

（ま、まずいよ、ぼくは通行許可証を持ってないんだから!?）

　しかし顔パスする正規想念士団員のアイリーシュのおかげでぼくも関係者とみなされたのか難なく入り口を通過し、いや、っていうかそんなのぼくは全然嬉うれしくないんだけど、彼女はぼくの腰こしが退ひけようと地面に足を踏ん張ばろうとおかまいなしにずんずん進んでゆく。

　そんなアイリーシュはふと、捕つかまえていたぼくの耳に耳打ちしてきた。

「おい、これからどんなことがあってもわたしに話を合わせろ。わかったな？」

「話を合わせろって、えっ、なんのこと!?」

「復唱だけしてればいい！　いま詳くわしい説明をしている暇ひまはない！」

　ぐりっと足の甲こうを踵かかとで踏みつけられ、ぼくは痛さのあまり飛び上がる。

「痛いったた～～っつ!?　だ、だからなにするんだよ!?」

「口でわからなければ何度でもそうしてやるぞ？　嫌いやならおとなしく従うんだな」

　そのまま彼女が向かった先は敷しき地ち内の士官庁舎だった。

　長いカーペットの廊ろう下かを歩き階段を上のぼり、到とう着ちやくしたとある部屋の前でやっと耳から手を放してくれたアイリーシュは扉をノックして開ける。すると、

（あ、この人は）

　背中を押されぼくがつんのめるようにして入った部屋の執しつ務む席には、ぼくの見知った顔があった。長ちよう髪はつを赤、青、紫むらさきとド派手な七色メッシュに染め、カラーコンタクトで左右の瞳を髪かみ以上にド派手な金銀双瞳ヘテロクロミアにしている。二〇代後半の男性士官だ。

　卓たく上じように長い両りよう脚あしを投げ出し、耳にはピアス、士官服の襟えりは堅かた苦くるしいのが嫌なのか第二ボタンまで開けっ放し。

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者を冷静に見ている彼の手には、えと、ぼくにはちょっと刺し激げきが強すぎる水着美女たちの写真集が収められていた。

（ロイ・ブルーモア大たい佐さだ、養成学校の記念式典で何度か見かけたことがある）

　シェイクトエリア直属軍概がい数すう一〇〇〇〇名のうち、一〇から一五連隊までの《二桁連隊ダブルナンバー》を俗ぞくに《想念士団》という。

　第一から第九連隊までは補給部隊、治安維い持じ部隊といった一いつ般ぱん兵が所属なので人数も多く一連隊平均一〇〇〇人前後いるんだけど、《二桁連隊》の《想念士》になるには努力では越こえられない遺伝の適合検査──機械との相性──人口比率にして適合率五パーセント未満という狭せまき門をパスしなければいけない。そのためつねに人材は不足し《二桁連隊》は一連隊あたり二〇〇人程度を維持するのがやっとという状じよう況きようになっている。

　ただしその二〇〇人は一人一人が一いつ騎き当とう千せんの、エリア直属軍の中ちゆう核かくを担う紛まぎれもない最精せい鋭えい部隊で、軍内でもエリートとして重用されるためぼくみたいなまだ養成学校を卒業していない人間でも候補生となった段階で無条件に士官待たい遇ぐうが与あたえられるんだ。

　そんなエリア直属軍最主力部隊の一つ《第一〇連隊》を取り仕切るのが、この一見自じ堕だ落らくそうなロイ連隊長だ。

（式典じゃ大いびきとか、壇だん上じようで鼻をほじったりと、とかく不ふ真ま面じ目めな印象だったけど）

　これが名高い精鋭部隊第一〇連隊のトップか……。

《災さい厄やくの日》にもほかのどの連隊よりも早く現場に駆かけつけてロイ連隊長自ら現場の陣じん頭とう指し揮きを執とり、獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せたって聞いている……いざこんな大物を間近にぼくは緊きん張ちようし、とにもかくにもおぼつかない敬礼をするのがやっとだ。

　が、連隊長はこっちのことなど眼中になかったのかアイリーシュにげんなりとし、

「なんだアイリーシュ、また来たのか？　おまえさんも相当しつっこい性格だな」

　ぼやかれたアイリーシュは大佐につかつかと歩み寄るや問答無用で水着写真集を奪うばい取り、これをびりびりに引き裂さき手をはたいてしまう。

「あ、あっ!?　おま、なんつーことを!?」

　床にばらまかれた写真集の残ざん骸がいを見て頭を抱かかえるロイ大佐に、毛ほども罪悪感を感じた素そ振ぶりはなくアイリーシュは言った。

「大佐、少しはわたしの要求に真しん剣けんに耳を傾かたむけてください！　そのあとでしたら昼ひる寝ねしてようと美女の尻しりを追いかけ回していようと、お好きなだけしていただいて結構！」

（うわっ、かりにも直属の上官、それも第一〇連隊長に向かって……！　ぼくにだけかと思ったら、物もの怖おじしない娘こだな）

「あーあ……。要求というと、ガルシア・ウィンフォードの件か？」

　昇しよう天てんした写真集に両手を合わせ冥めい福ふくを祈いのる大佐に、

「そうです、そのガルシア・ウィンフォード特務大たい尉いの件です」

「それなら熟考の末、昼間正式に却きやつ下かしたはずだが？」

「そうですね、たしかに大佐は優ゆう雅がにランチを頬ほお張ばりながらろくすっぽわたしの話も聞かず《おまえみたいなヒヨッ子一人でなにができる》と仰おつしやってくださいました。ですから、こうして！　今度はわたしと捜そう索さくチームを組む人間を連れて参った次第です！」

　皮肉たっぷりのアイリーシュがぐいっと首根っこを捕まえたのは、ってえええっ!?

　こともあろうに、呆あつ気けに取られて脇わきで立ちつくしていたこのぼくだった。

「ええっ、ぼく……!?　そんな話ちっとも聞いてな──」

　その瞬間つま先で床を三度踏んだアイリーシュの頭突きが口くち封ふうじとばかりに、ぼくの顎にがつん！　と一発。って、さ、さっき話を合わせろって、このことだったの!?

「……!?　い、痛つっ～～～っぐああっ!?」

　……やっと、わかった。彼女は口より手より先に頭突きが出る性格で、……。ようするに、つま先で足を三度踏み鳴らすのはその前ク兆セなんだ。

（……って、闘とう牛ぎゆう場の怒角牛バーフアロじゃ、ないんだから……！）

「そういやさっきから隣となりに突つっ立ってる坊ぼうや、見覚えがあるな。ふむ、思い出した、養成学校から一〇連隊ウチに引っぱってくるか検討中だった将来有望の首席候補生くんだ」

「──光栄です、あの、カイム・クイントです」

　かちこちで再敬礼するぼくに、ロイ大佐はとことん投げやりに──その理由はきっとぼくが好みの美女じゃないからなんだろうけど──手をぶらつかせて返礼をする。

「ああ、たしかそんな名前だった。カイムだかライムだか。で、とどのつまりそこの……カイム、だったか、その優等生坊やをアイリーシュが強ごう引いんに拉ら致ちってきちまったわけだ」

　ぼくとの密約をあっさり看破されてもアイリーシュは怯ひるまず、

「強引だろうとなんだろうと、約束通りチームメンバーを連れてきたわけですから！　今度こそガルシア大尉の情報を教えていただきたい！」

（ぼくはまだチーム編成を了りよう承しようしたわけじゃ……）

　そこでさすがに堪たまりかね、ぼくは話に割って入った。

「あのっ、ちょ、ちょっと待ってください!?　さっきから捜索とか情報とか、いったいなんの話です!?　ガルシア・ウィンフォードって人がどうしたんですか？　さっぱりわけがわからないんですけど」

「なんだ、カイム坊やは事情を聞きたいのか？」

「はい、……できれば。……ぼくも、この顎あごの痛みの原因は知りたいので」

　ふてくされるぼくの赤く腫はれた顎に同情の視線を送り、ロイ大佐は頭を掻かきむしった。

「しゃーねえな、面めん倒どう臭くせぇがここまで首つっこんで黙って帰すわけにもいかんしな」

「話せる範はん囲いで結構です、なんだか、複雑な事情がおありのようですし」

　あまり深く突っこんで、連隊長の機き嫌げんを損そこねて上官反逆罪で逮たい捕ほされるなんてまっぴらごめんだもんね。

「いいだろ、ただしさわりだけだ。あくまでこれは俺の善意で教えてやってるんだからな」

　クギを刺さして大佐は話し始める。

「まあかいつまんで言っちまうと、さっき話題にのぼってたガルシア・ウィンフォード──シェイクトエリア直属軍第一五連隊《特務大尉》が、二日前、任務で《無む窮きゆう領域》に出たっきりいまだ帰き還かんしていない」

「行方ゆくえ不明ってことですか？」

「行方不明だ、ただし救難信号等は出ていない。よって現時点においては軍部では依い然ぜん、特務大尉を任務遂すい行こう中と扱あつかっている」

　と、アイリーシュが強く机を叩たたいた。

「その《様子見》が不自然とわたしは申し上げているのです！　消息不明の可能性があるのなら、もっと積極的に捜索部隊を出そうとするはずでしょう!?」

「だから昼間にも話したが、《無窮領域》に出りゃ任務期間が多少前後することくらいあるだろう!?　だいたい捜索だなんだと騒さわぎ立てるなら、まず一五連隊から出すのが筋だろが！」

　鬱うつ陶とうしそうに机に拳こぶしを落とした大佐の発言は軍の指揮官として正当だ。第一〇連隊だって人が余ってるわけじゃない、人材不足の《想念士》にやることなんて山ほどある。

（そっか、だからアイリーシュは手の空いている《候補生》のぼくに目を付けたんだ）

「ならばお聞かせください！　ガルシア大尉が受けていた任務とはなんなんです!?　そもそもなぜ大尉は単身《無窮領域》になど向かわれたのです!?　普ふ通つう、そんなことありえませんよね!?　──わたしにはむしろ、あなたを含ふくめ第一五連隊の連中がガルシア大尉の居場所を知っていて、空とぼけているようにしか見えないのですが」

　問いただすアイリーシュの瞳ひとみはなにか証しよう拠こを掴つかんでいるのか確信に満ちていた。

（うわあ、言っちゃったよ）

　そりゃぼくも、大佐の物言いにはなんだか誤ご魔ま化かしみたいなものも感じたけど。

　組織の事情ってものがあるんだから、……やっぱり、そんな面と向かって言っちゃまずいよ。

（連隊長は、どう答えるんだろ）

　ハラハラ半分、興きよう味み津しん々しんでぼくは見守るも、

「とぼける？　第や一つ五らの任務は、正規の指揮系統から外れた特とく殊しゆなもんばかりだ。ゆえに《特務部隊》なんだろうが。そんな連中の任務など俺は知らんよ」

　ロイ大佐は断固として譲ゆずらなかった。

（……。この人、食えない人かも）

　だっていくらなんでも連隊長クラスの人が、特務の任務であってもその概がい要ようくらい耳に入れてないなんておかしいもの。

（逆に言えば軍機を漏もらせないくらい、行方不明の大尉の任務が重要ってことなのか）

　ぼくと同じ感想を抱いだいているであろうアイリーシュは懸けん命めいに食い下がる。

「ではせめて、予想の範囲でかまいませんからガルシア・ウィンフォードの現在いる座標を教えてはいただけませんか!?」

「くどいぞアイリーシュ、俺は知らないと言ったはずだ。部下に対して真しん贋がんの証明は必要ない、軍の上官の発言は絶対だ」

「大佐！　わたしは約束を守ってチームメンバーを連れてきたのです！　ならばそちらも約束を守っていただきたい！」

「ばか言え！　俺は誰だれでも彼でも連れてくりゃ捜索許可を出すと言った覚えはない！　半人前に毛が生えた程度の候補生一人引っぱってきただけでなにができる!?」

　連隊長は不快そうに執しつ務む席の引き出しから煙草たばこを出し、マッチで火を点つけた。

「……。おまえには外がい壁へき周回警備の任務があっただろう、他人のことにかまけている場合か」

　ウルバス外壁に接近する《罠トラツプ》の存在を都市の内外から想念で監視する大事な役目だ。

　──といえば聞こえはいいが見張りは三年前を境に増員されているうえ機械の襲来なんて《災厄の日》を例外にそう滅多にあるものじゃないので、やらされてる当人はぶらぶら日がな一日散歩しているだけなみたいな退屈な任務だ。

（ようするに、どうあってもガルシア大尉を追って欲しくないんだな）

　連隊長にしてもぼくらに話を信用されていないことを自覚のうえでゴリ押ししてるんだ、これ以上の問答で建設的な展開を迎むかえることはない。

「くっ、ガルシア大尉の任務とは、そんなに我々が触ふれてはいけない禁きん忌きなのですか!?」

　壁かべ掛かけ時計の針が進み、大佐の指に挟はさまれた煙草の灰がどれだけ落ちようと──

　もう返答はなかった。

「……っ！」

　唇くちびるをわななかせる彼女を見て、ぼくは直感した。

（この娘こ、きっとガルシア大尉の居場所さえ掴めたら、あとは自分一人で《無窮領域》に乗りこむつもりだったんだ）

　ロイ大佐の許可をもらえようともらえまいと。

　かりに軍規違い反はんで重営倉入りになろうと、そんなことおかまいなしに。

　最初からぼくを《無窮領域》に連れていくつもりもなかったんだろう。

　チーム編成の話は、ロイ大佐からガルシア大尉の居場所に繋つながる情報を聞き出すための道具にしただけで、だってこんなやりかたで、まさか本気でぼくが《無窮領域》までついて来るだなんて彼女だって思ってなかっただろうし。

（でもどうして、この娘こはそこまで）

　自分の安全も顧かえりみず。過か酷こくな懲ちよう罰ばつも厭いとわずに。

「……。ね、アイリーシュ、なんでそうまでしてきみはガルシア大尉を捜さがしに行きたいの？　所属部隊も違ちがうのにさ、きみとガルシア大尉ってどんな関係？」

　尋たずねてみると、アイリーシュは間かん髪はつ入れずキッとぼくを睨にらみつけてきた。

「……。うるさい、おまえには関係のない話だ」

「か、関係なくはない、だろ!?　人をここまで巻きこんどいて」

　ぼくだってせめて、理由くらい聞かせて欲しいじゃないか。

　ところがアイリーシュは苛いら立だちをぼくにぶつけるみたいに、

「細かいことをごちゃごちゃ喚わめくな！　この程度のことで大げさに！」

「大げさって、そんな言いかたないじゃないか!?」

「ここから先はおまえみたいな《ハナタレ寝ね小しよう便べん小こ僧ぞう》が首を突っこむ問題ではない！」

「ハ、ハナタレ寝小便小僧!?」

　一いつ瞬しゆん、ふっと気が遠くなるほど聞くに耐たえない悪あつ口こうにぼくの精心こころが別世界へ解た離びしていると、

「──大たい佐さ、お邪じや魔ましました。今後はもう大佐のお手を煩わずらわせることもありませんから、心おきなくお好きな美女と一生戯たわむれていてください。そこの小僧にも迷めい惑わくかけたな！」

　捨てぜりふを残し、アイリーシュはバタンと扉とびらを閉め部屋を出ていってしまった。

　残されたぼくに、フーっと大きな煙けむりの固まりを吐はいて大佐がぼやく。

「やれやれ、あいつ顔は別べつ嬪ぴんなんだがな。難点は口が悪すぎるところだ」

　大佐は指折り数え、

「あとはすぐに頭ず突つきを出すところと、上官の言うことをてんで聞きやしないところと、──まあ個人的な好みをつけ加えるならガキ臭くさすぎる体型か」

　ガキ臭すぎる体型でマイナス二点追加したところで大佐の掌はグーの形となり、

「総じて、絶対、嫁よめさんにはしたくないタイプだな」

「えと、……はい、そうですね」

　ほかに言葉を交わしようがなく、ぼくはそう言った。

　それにしてもアイリーシュ、これからどうするつもりなんだろう。

　絶対おとなしく引き下がるタイプには見えなかったけど。

　……まさか、ガルシア大たい尉いの居場所もわからないのに本当に一人で《無窮領域》に特とつ攻こうしちゃう！　なんて無茶、しないとは思いたいけど。

（って、なんでぼくが、あんな娘この心配なんか……!?）

　あれだけ言われて。散々頭突きされて。足は踏ふまれるわ耳は引っぱられるわ。

　──だけど。

　どうして所属部隊も違う、第一〇連隊の彼女が……。

（……。あんなに必死でガルシア大尉のこと捜そうとしてたってことは、きっとなにか、深い事情があったんじゃないのかな）

　でも──。……。だからといっていまのぼくにはどうしてあげることもできない。

　特務部隊絡がらみの任務なんて、どんな危険に巻きこまれるかわかったものじゃないんだから。ぼくに万が一のことがあれば、

（──セレーナ）

「カイムも今夜のことは忘れろ。頭のいいおまえなら物事の分別はつくだろう」

　ぼくは鬱うつ々うつとした気分で頭を下げて大佐の部屋をあとにした。



　　　　※



「あ、お帰りなさいお兄ちゃん、さっきのお姉ちゃんとのお話はどうでしたか？」

　ぼくが帰宅するともうすっかり夜も更ふけきっているというのに、セレーナは頭にチャットの音声入力ヘッドフォンを付けて待っていた。

　パソコン画面には《わたしのお兄ちゃん、現在誘ゆう拐かい中！》《マジっすか!?》《超ちよう詳しよう細さい希望！》といった文字列が並んでいる。

「うん、ちょっとね。……それよりほらそろそろ寝ねないと夜更かしは身体に悪いから」

「はあい、わかったでありますよ」

　セレーナがチャットメンバーに挨あい拶さつしてパソコンの電源を落としたのを見てぼくは洗面所に歯は磨みがきに向かう。と、幾いくばくかの刻ときが過ぎて、ベッドに潜もぐって眠ねむったとばかり思っていた妹が声をかけてきた。

「お兄ちゃん、なにか気になることがあるですか？」

「え？　なんのこと？」

　知らんふりして歯を磨くぼくにセレーナはごそごそ毛布から顔だけ出し、

「お兄ちゃんは正直だから、すぐに顔に出ちゃうでありますよ」

「……知らないよあんな娘こ。怒おこりっぽくって乱暴で、偉えらそうで威い張ばってて」

　ぼくの顎あごは、歯ブラシを当ててるだけでまだひりひりと痛むんだ。

「セレーナべつに、《お姉ちゃんのこと》とは言ってないですよ？」

　エヘヘと妹は笑って、

「……ね、お兄ちゃん。お姉ちゃんとなにがあったか知らないですが、セレーナは行ってあげて欲しいと思うであります。お兄ちゃんがもやもやしているのを見るのは辛つらいでありますよ」

　そんなセレーナに、

「……セレーナ、ちょっと出かけてくる」

　ぼくはうがいをして、歯ブラシとコップを置いた。



    

  
    
      　　《無む窮きゆう領りよう域いき》
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「ったく、どこ行っちゃったんだよ、あの娘こ！」

　ぼくは怖おじ気づきそうになるのを我が慢まんしながら、夜の帳とばりの降りた《無窮領域》を歩いていた。歩いているのは昼間仕事でよく出かけるゴミ山タイプの延長でも、昼と夜とじゃまるで印象が違う。

　ウルバス外がい壁へきを護まもる衛兵の彼に聞いてみたら、案の定、アイリーシュが血相変えて外に飛び出していったって。

（夜の《無窮領域》は、昼間と比べ物にならないくらい危険だってのに！）

《想念士》といっても、ぼくたちの肉体は普ふ通つうの人間となんら変わりない。夜目にも限度があるから、暗くら闇やみではどうしたって敵との戦いが不利になってしまう。

　対して《掃そう討とう者》はその殆ほとんどが漆しつ黒こくの闇にあって真昼の明かりの下同様に活動できる。この差は埋うめ難がたいし、機械の《罠トラツプ》に気づかず引っかかって自じ爆ばくしてしまう危険性だってあるんだ。《罠トラツプ》というのはぼくたち《想念士》の想念が送りこまれて初めて安全な人間の武器となるのであって、それが無ければ奴やつらは人を無差別に襲おそうただの殺人兵器に過ぎないんだから。

（あーあ、照明装備だけでも持ってくればよかったな）

　急いでたからついうっかりしていた。

（……たくもう！　明日あしたは一限から出席点厳しい、機械学Ｂの講義もあったってのに）

　これで遅ち刻こくは確定的だ、ますます憂ゆう鬱うつになってくる。

　べつに優等生ぶりたいわけじゃないけど、留年しちゃったり万が一にも養成学校を退学になったりしちゃったらこっちは死活問題なんだから。

　ツイてないことに──。

　この日はマルクアルトゥスの夜空を彩いろどる《双子の月ルナ・マルダ》も片方が新月で片方が上じよう弦げんの月というあんばいでやっと確保できる程度の視界がぼくの神経をさらにすり減らした。生ぬるい風が吹ふいてゴミ山からまばらに生える機械樹木がわさわさと揺ゆれ、その金属枝がぽとりと一本足下に落ちぼくは飛び上がる。

「わ、びっくりした!?」

　まったくもう！　心臓に悪い！　最中、

（あ、いいもの見つけた）

　ぼくは足下に生おい茂しげる機械の茂みに《罠》を発見する。

《ヒトヨノミチシルベ》という群生する茸きのこみたいなその内の一本を引き抜ぬいてぼくが想念を送ると、笠かさの部分にポッと蛍ほたる火びのような灯あかりが灯ともった。

（よかった、これで灯りは確保できた。あとは彼女を見つけて街に帰るだけだ）

　ぼくがここまで来たのはアイリーシュに協力するためじゃない。

　彼女を安全なシェイクトエリアまで連れ帰るためだ。

　だからいつもなら《無窮領域》に入ってすぐに繋つなぐセレーナとの通信イヤリングも、いまは切ってある。

（セレーナの声を聞けたら、このおっかなさもずっとやわらぐんだけど）

　もう寝ちゃっているかもしれない妹をぼくのわがままで起こすのはどうしても気が引けた。そうしてしばらくさまよっているうちに、ぼくは前方の機械丘きゆう陵りようの谷間に星明かりとは異なる光源を見つける。

（あれは……？　……キャンプの灯りだ！）

　地面から伸のびた針金状の金属茂みを鬱うつ陶とうしく手で払いつつ近づいていってみると、キャンプの外装にはウルバス共通の《想念士》の紋もん章しよう──《歯車を貫つらぬく剣けん》が描えがかれていた。

（まさか、ガルシア大尉のものってわけじゃないだろうし……。きっとこのなかにアイリーシュがいるはずだ）

　役目を終えて消灯した《ヒトヨノミチシルベ》を胸ポケットにしまうぼくの耳に、キャンプのなかから話し声が聞こえてくる。

「案ずるな、──わ、わたしは並みの《想念士》ではない。研けん鑽さんを積み精せい鋭えいシェイクトエリア第一〇連隊に配属され、特務の連中にも引けを取らない実力を身につけた。だいじょうぶだ、な、なにも心配はいらないぞ」

（アイリーシュの声だ！　やっぱり彼女、ここにいたんだ）

「わたしはどうしてもあの人に逢あわねばならないのだ。だ、だからおまえも、怯おびえる心を棄すてて勇気を出せ」

（誰だれかと話してるみたいだ……一人じゃなかったのかな？）

　とにかく踏みこんでみようと外布を捲まくってぼくが中に入ると、予想通りアイリーシュがキャンプの床ゆかに横座りしていた。

「アイリーシュ！　やっと見つけた」

　ぼくが思わず大声を出すと、それ以上に大きくてびっくりしたような声が響ひびいた。



    

  
    
      「きゃあっ!?」

　アイリーシュは驚おどろきの顔でこちらを見ている。《きゃあ》って、えっ……!?

「いまの、きみの悲鳴……？」

「だ、だったら、なんだと言うのだ」

「あ、いや……」

　信じ、られない。だって、あのアイリーシュが……。

　あんなに狼狽うろたえた可愛かわいい女の子の声を出すなんて……。

「い、いきなり声をかけるからだ！　なんだ、きさま！　な、なにをしに来た!?」

　すぐに乱れた髪かみとよれた軍服を手で整え取り繕つくろう彼女は、なぜかグズグズと洟はなみずを啜すすっていて。心なし、目も赤く腫はれているような。

　よく見てみるとアイリーシュの座りかたはいつの間にか、驚いた拍ひよう子しに尻しり餅もちを着いたのか内うち股またの女の子座りになっている。

「いや、そのさ、一いつ緒しよに帰ろうと思って迎むかえに来たんだけど」

「迎え!?　な、なにをばかな、きさま寝ね惚ぼけているのか!?」

「でも──気を悪くするかもしれないけど、やっぱりきみだけで特務大たい尉いの捜そう索さくは荷が重いよ」

「なに!?」

「それはそうとさっきは誰と喋しやべってたの？　見たところ、一人みたいだけど」

「あ、よっ、よせっ！　勝手にずかずか入るな!?」

　動どう揺ようするアイリーシュの腕うでには彼女にはおよそ似つかわしくない、ウルバスでもう数年近く大流行中のマスコットキャラ《ぺぽろってぃ世》の巨きよ大だいヌイグルミがしっかりと抱だき締しめられていた。

《ぺぽろってぃ世》とは短足で大きな目がどこかひょうきんなデザインの、アニメ化や書しよ籍せき化までされていて熱ねつ狂きよう的ファンも多いぼくもセレーナにねだられて何度かグッズをショップに買いに行ったことがある空想上の生き物だ。

「……。もしかして、それ、きみの……？」

「!?」

　ふと見回せば本来殺さつ伐ばつとした迷めい彩さい柄がらなどが主流のキャンプ内に置かれている軽量カップやら軍用ナイフやら、どれもやたら少女趣しゆ味み全開のころころちまちまと可愛いイラストやプリントが施ほどこされたものばかりだ。

　ぼくの視線に勘かんづいたアイリーシュは大おお慌あわてでそれらを寄せ集め自分の背後に隠かくそうとするも、いまさらもう遅おそい。

「いや、なんていうかさ……びっくりしたよ」

「……なにがだ」

「だって……。……まさかきみが、こんなに《可愛い》オタク趣味の持ち主だったなんて……」

　途と端たん、怒いかりの形相でぼくににじり寄ってきたアイリーシュがつま先で床を三度踏ふんだ。

「オ、オタクだと……!?　き、きさま……！　このわたしをばかにしているのか!?」

「わ、ちょ、ちょっと待って……！　頭ず突つきは勘かん弁べん……！」

　とっさに顎を手でガードするぼくがよくよく見れば、アイリーシュが小こ脇わきに抱かかえている《ぺぽろってぃ世》の顔は湿しめっていて。彼女の頬ほおにも濡ぬれた痕こん跡せきがある。

「……。ひょっとしてきみ……さっきは一人で心細くって泣いていて、ヌイグルミに慰なぐさめてもらいながら自分を奮ふるい立たせていたんじゃないの？」

「──!?」

　その瞬しゆん間かん、アイリーシュの顔が臨界点を超こえて真っ赤になった。

「な、な、なにを言う!?　こ、このわたしが恐きよう怖ふで怖じ気づいて涙なみだしたりするものか!?」

　叫さけびはするものの、その声は完全に裏返っていた。

「……念のために聞くけどアイリーシュ、きみ、実戦経験は？」

　ため息混じりにぼくが尋たずねると、

「……。……こ、今回が初めてだ。なにか、文句があるか」

　バツが悪そうに口ごもるアイリーシュにぼくは突とつ発ぱつ性せい偏へん頭ず痛つうに見み舞まわれた。

　実戦経験初めての精鋭第一〇連隊なんて聞いたこともないよ……。

「な、なんだ、その人を見下したような態度は!?　せ、精鋭第一〇連隊といってもな！　将来的資質を買われての《研修段階》という立ち位置があるのだ!?　な、なんならいまこの場で、きさまにわたしの潜せん在ざい能力を思い知らせてやってもいいのだぞ!?」

　研修段階イコール、《見習い》ね。

「……そっか、そんなに頼たよりになるんならぼくなんて用無しだね。じゃあぼくはこれで帰っちゃうけど、……ほんとにいい？」

　ぼくが確認してみると、

「……。……。……」

　アイリーシュは唇くちびるを真一文字に結んで意地でも《一緒にいて欲しい》とは言わなかったけど、《ぺぽろってぃ世》の手をぎゅっと掴つかんで痩やせ我が慢まんするその顔はもう半泣きだ。

「……。やっぱりもう少しだけキャンプで休ませてもらおうかな。喉のども渇かわいちゃったし」

　ぼくが言い直してみると、

「ふ、ふん、そうだな、お茶くらい飲んでいけ。本当はきさまのようなヘタレ素人しろうとと一緒にいると足手まといでたまらんが、とっ、特別にお茶ちや請うけも出してやる！」

　毒舌を吐はきつつもアイリーシュはぼくに気が変わる間を与あたえずに、てきぱきとお茶の準備を始めた。
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「いいか、ここは非常に重要な点で確認しておくがな、わたしは決して臆おく病びよう風かぜに吹かれておまえを引き止めたわけではないからな。あくまで喉を渇かして哀あわれなおまえに茶を恵めぐんでやろうと慈じ悲ひの心で引き留めてやったまでだ。そこのところを重々勘かん違ちがいするなよ」

　キャンプの床にぼくを正座させ自分も向かい合わせに正座するアイリーシュとのあいだには、香こうばしい湯気を立ち昇のぼらせる湯飲みとカップが置いてある。

　例によって可愛いイラストつきで傍かたわらには《甘あま芋いも羊よう羹かん》味のバーもナイフで切り分けられ、ツールのプラスチック楊よう枝じと小皿に並んでいた。

　品よく両手で持った湯飲みでお茶をすするアイリーシュにぼくは適当に相づちを打つ。

「はいはい、感謝しています。おかげで助かりました」

「それともう一つ、さ、さっきはあのような醜しゆう態たいを不覚にも晒さらしてしまったが、この一件は断じて他言無用だぞ」

　カァッと恥はじらいつつも自分の威い厳げんを取り戻もどそうと必死の彼女に、

「えっと、きみが泣いていた件と、《可愛いものオタク》の趣味のことだね？」

「ひ、人が遠回しに表現していることを、い、いちいち口に出して言うな！」

　ぼくの頭を平手ではたいたアイリーシュは、

「あ、あんな醜態が公おおやけになればわたしの沽こ券けんに関わるのだ」

（醜態もなにもあんな可愛い白のフリフリドレスで堂々と街中を歩いてる時点で、《可愛いものオタク》趣味がバレるもなにもあったもんじゃないと思うんだけど）

　──そっか、彼女、ぼくにドレスの私服姿を見られてるって知らないんだ。

　趣味のことは知り合いにさえバレなければいいと思ってたんだね、だからわざわざぼくの家に訪れた時には軍服に着き替がえ直したりして。

「はいはい、よく心得ています。この一件はかたーくぼくだけの胸にしまっておきます。……これでいいかい？」

　投げやりな宣せん誓せいポーズを作って誓ちかいを立てるぼくの鼻先に、湯飲みを置いたアイリーシュはカチャリと傍らの信しん号ごう弾だんライフルの銃じゆう口こうを突つきつけてきた。

「……おまえ、どうもさっきから心のこもらない言いかただな。本当に、わかっているのか？　わたしを舐なめていると承知せんぞ？」

「な、舐めているだなんてそんな、そ、それよりアイリーシュ──きみはどうしてこんなところでキャンプを張ってたんだい？」

　人差し指でそーっとライフルの銃身を下げ代わりに湯飲みを持たせて話題を変えるぼくに、彼女は頷うなずき、

「ふむ、それはだな、第一五連隊に不ふ審しんな動きがあったからだ」

「特務部隊に不審な動き？」

　ぼくもカップを手に取り、小さじで砂糖を五杯はい入れてからお茶をかき回し一口飲む。

「本日夕刻のことだ。特務の一個小隊が《無む窮きゆう領域》に潜せん入にゆうしたとの情報を掴んだ」

「えっ？　掴んだって、どうやって掴んだの？」

「ふん、めぼしい外がい壁へきの衛兵どもには日ひ頃ごろから目め一いつ杯ぱい脅おどしをかけて手て懐なずけてあるからな」

「目一杯の脅しって……？」

「なんてことはない、顔を合わせるたびに《わたしの命令に逆らうな》《さもなくば頭を丸まる刈がりにして、ズボンとパンツを引きずり下ろしてウルバス外壁に逆さ吊づりして、一生トラウマになるようなさらし者にしてやる》と耳元で囁ささやいて洗脳教育してやってるまでだ」

（……衛兵の人たちも気の毒に）

「今回は、特務部隊が外壁を出るようなことがあったら即そくわたしの無線に連れん絡らくを入れろと命じておいた」

　すでに命令する主人と絶対服従する部下の主従関係ができあがっているのね。

「一足違ちがいでわたしは現場に間に合わなかったが、無線越ごしに指示を飛ばして衛兵どもに外壁から電子双そう眼がん鏡きようで目撃マーカーさせておいたのでな。方角だけはキャッチすることができたのだ。座標にして東経一二〇度、北ほく緯い四八度線、ちょうどこのラインだ」

　アイリーシュはテント隅すみに散らかしてあった地図を持ってきて拡げ、針がオリキャラ《タコラ星人》になっているコンパスでいま自分たちのいる地点を説明した。

「あ、それじゃぼくが学校帰りに見かけたアイリーシュは」

「あん？」

「あ、いや、なんでも」

　もしかして特務小隊を捜さがしてた……のかな？　彼女はきっと私服で過ごしている時に緊きん急きゆう連絡を受けて、だから現場まで着替える暇ひまもなく駆かけつけたんだ。

「わたしはこの一個小隊が、ガルシア大尉の任務に追加派は遣けんされた補ほ充じゆう部隊と踏んでいる。二日遅れの補充はタイミングとしては遅いが、特務部隊の新規の任務などそうはないからな」

　そうだね、特務部隊っていうのは重要度の高い任務を長期間に亘わたって集中的に遂すい行こうする性質の連隊だもの。

「これが補充部隊ではなくガルシア大たい尉いの捜索隊でもかまわん。いずれにせよこいつらに追いつけさえすれば、自おのずと大尉の元へは辿たどり着けるだろう」

「なるほど、一理あるね。つまり第一五連隊は連隊ぐるみで、ガルシア大尉の任務をサポートしてたってわけだ」

　アイリーシュはパシッと自分の掌に拳を当てぐりぐり押しこみ、

「これは絶好の機会なのだ。ガルシア大尉はそこらの《想念士》とはモノが違う、単身《無窮領域》に出向いたところでよもや不覚を取ることはあるまいが、──あの人がどんな任務を与えられているのか確かめるのはいましかないのだ」

　そっか、この娘こガルシア大尉の身の安全を心配してたっていうより、大尉の任務を知りたがっていたんだね。いまがその好機と。

「じゃあガルシア大尉は、きみに任務の内容を教えてくれなかったの？」

「すんなり教えてもらえていればこんな苦労はしていない！」

　教えてもらえていないって、そもそも彼女とガルシア大尉の関係ってどういうものなの……？

「まったく、あの《七色トサカの腹黒ナンパ野や郎ろう》もわたしにシラばかり切りおって！　どうしてわたしの周りの連中は皆みんな、本当のことを教えてくれないのか！」

　アイリーシュはテントの床ゆかに布しいてある絨じゆう毯たんを毟むしって憤ふん慨がいしている。一応彼女の大事な可愛いオリジナル品ではなく軍支給の標準装備なので心おきなくやれるらしい。

　というか。絨毯の繊せん維いのそこかしこが解ほつれてクシャクシャになっているのでわざわざこれ用に敷しき物ものだけは標準のものを持ってきたっぽい。

（《七色トサカの腹黒ナンパ野郎》って……）

「くそっ、……夕刻わたしが間に合っていれば、いま頃ごろ特務小隊に喰くらいついて逃にがさなかったものを！」

　彼女は悔くやしそうに湯飲みを握にぎり締しめたあげく、熱っ！　と叫んで落としかけた。

「そっか、これでやっと今日一日のきみの動きがわかったよ」

　小隊追つい跡せきに失敗した彼女はぼくのところにやって来て、今度はロイ大たい佐さのところでもガルシア大尉の居場所を聞き出せずに失敗して。

　最後の賭かけに出て大おお雑ざつ把ぱな座標を頼たのみに《無窮領域》に飛びこんだあげく小隊を完全に見失って夜こんな場所で一人取り残され、ついには途と方ほうに暮れて立ち往生してたって顛てん末まつだ。

「小隊が出立したのは夕刻だ、僅わずかでもまだ追いつける望みはあると思っていたのだが」

　歯は軋ぎしりするアイリーシュの判断ミスを、経験不足の勇み足と片づけてしまってはいけないと思う。彼女なりに無む謀ぼうは承知の上でそれでも行動せずにはいられなかったんだ。

　アイリーシュはやけ酒を呷あおるように熱あつ熱あつのお茶の残りをクイッと一気に飲み干している。

「──とにかく、さ。夜の《無窮領域》は危険なとこだから、もう二度とこんな無茶はしないでよ」

　アイリーシュの立場に若じやつ干かんの同情を覚えながらもぼくが諭さとすと、彼女は空となった湯飲みをタンッと床に置き、

「そんな弱気で人捜しができるか!?　おまえもぶら下げるものぶら下げてるなら、少しは《想念士》らしくシャンとしろ！」

　ぶ、ぶら下げるものって……。ふっくらと柔やわらかそうな唇から次から次へと平然と出てくる物もの凄すごい言葉。いつの間にか座りかたも、目のやり場に困るあぐら座りになってるし、眼は据すわってって、こ、これじゃあタチの悪い酔よっぱらいだよ。

　つくづく彼女の容姿と内面の落差ギヤツプにぼくは困こん惑わくしてしまう。

「だいたいらな、おまえは……らにを企たくらんでいるのら？」

　あれ、なんだかろれつが回らなくなってきた、ほんとに酔っぱらってる？

「た、企むって？　ぼ、ぼくはきみを連れ戻しにきただけなんだけど!?」

「なに!?　わらしは、おまえにはっきりと警告したはずらぞ、こ、この件に首を突っこむらと！」

　身体からだも左右にゆらゆらと揺ゆれ始めて。

「それを無視してここまで来るとは、き、きさまじつは、なにか陰いん謀ぼうを企くわだてているスパイらな!?　そうか、わかっらぞ……きさまあの七色トサカ野郎の差し金か!?」

　顔も真っ赤っかだし、原因は……お茶!?　まさかこの娘こお茶で酔っぱらっちゃうの!?

「えええっつ!?　差し金って!?」

「い、いいか、わらしを引き留めようとしても無む駄だらぞ！　わらしはどうあろうと、なにがあっても、絶対にガルシア大尉の任務を確かめにいくのらからな!?」

　だ、だめだ、酔っぱらいと議論しても勝ち目はない。

「わ、わかった、きみの固い決意はわかったからさ、ぼくがスパイなんかじゃないってことだけは信じてよ。と、とにかく一いつ旦たん横になろう？　の、呑のみすぎは身体に毒だから……ほらもう、こんなに酔っぱらっちゃって」

「らにおう!?　わ、わらしはぁ……全然酔っぱらってなろ、いなぁーい！」

　手脚をばたつかせて興奮し始めたアイリーシュをぼくはやっとの思いで取り押さえ、頭をゴチゴチ叩たたかれながらもおとなしくさせる。うー、い、息がお茶臭くさい。

　まったくもうっ、酒乱ならぬ《茶乱》なんて聞いたこともないよ、どんな体質してるんだ!?

「……たく、なーにが《無茶》ら。わらしはなにも怖こわくないしなんれも独りでやれる！　夜の《無窮領域》だろうと……《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》だろうと……どーんとかかってこい！　どーんとな」

（《紅き六瞳の獣》？）

　胸をどーんと叩きまくって気持ちが悪くなったのか、ウプと口元を押さえているアイリーシュをぼくはあやしつけ、なんとか毛布を被かぶせて横に寝ねかしつける。

　言うことは勇ましいんだけど、……はぁ。

　ぼくが来るまであんなに怯おびえてたじゃないか。

（……。ほんとはこの娘こ、頼たよれる仲間が欲しかったんじゃないのかな）

　だけど不器用な性格が仇となって誰だれにもまともにお願いできなくて。

　独りで強がってここまで来ちゃって。

　それがつい、ぼくが来てホッと気が緩ゆるんでお茶の勢いもあって心の底にしまっていた本音が洩もれちゃって……。

「とにかくさ、アイリーシュ。今夜はここを動かずにベースキャンプにしよう。へたに夜の《無窮領域》を動くのが危険ってのもあるけど、どうも風が出てきた気がするんだ」

　ぼくの耳はテントの外布に吹ふきつける風音が少しずつ変化しているのを聞き取っていた。微び弱じやくな風が徐じよ々じよに強く、猛たけ々だけしくなりつつある。

「まさかとは思うけど、《金属粉嵐あらし》になったら最悪だからさ」

「なにっ、金属粉嵐らと!?」

　アイリーシュは毛布をはね除のけむくっと起きあがろうとするも、

「あ、いやいや、きみは少し休んでて」

「……。しかし金属粉嵐がくるのなら、テントの補強をせねばならんらろ」

「ほ、補強ならぼく一人でやるからさ、きみはぼくの上官なんだからどーんとかまえててよ」

　酔っぱらいに手出しされたらかえって仕事が増えそうだ。

　するとアイリーシュもおとなしく寝ね床どこに戻もどってくれて、

「そうか、らったらさっさと作業に取りかかれ。わらしは無能と愚ぐ図ずは、下げ衆すと卑ひ怯きよう者ものと風ふ呂ろに入らない奴やつの次に嫌きらいらからな。よく覚えておけ」

　毛布にくるまると具合悪そうにぐったり寝てしまった。

（ふう、これで少しは作業しやすくなるかな）

　そのうち彼女の酔いも醒さめることを期待しよう。

　ぼくは作業の合間につまみ食いしようと、自分のお茶のカップとすっかり食べ忘れていたお茶ちや請うけの甘あま芋いも羊よう羹かんバーを持ってテントの外に出ようとする。と、

「──ひとこと先に断っておくが、その《まぐ助カップ》はわらしの一番のお気に入りら。割ったら《死し刑けい》らからな」

　わ、びっくりした！　寝てると思ったのに、目を瞑つぶったまま音だけで反応するなんて！　まったく、《可愛かわいいもの》に対する感度は最新式探知機レーダー並みだよ！

（しかも言った後こっちをチラ見した目が本気だった、気をつけよう）

　やれやれ、なんでこんなことに。

　ぼくはため息混じりに羊羹を一口楊よう枝じで頬ほお張ばり、

（あ、でもこの甘芋羊羹バーとても美お味いしいや）

　……。まあでも、物は考えようかな。作業は大変でも《掃そう討とう者しや》の襲しゆう撃げきは生体エネルギーの感知器が教えてくれるから奇き襲しゆうの心配はないし。夜の《無む窮きゆう領域》を突つっ切って特務小隊の追跡を継けい続ぞくするぞ！　とか言い出されないだけ、ずっとましかも。

　そんなこんなでしばらくぼくが、テントの四方の支柱にふーふー汗あせを掻かきつつロープをぐるぐる巻きにしていると、アイリーシュの酔いが少しはましになったのか、テントの奧から《二日酔い》ならぬ《数刻酔い》で頭が痛そうな声が聞こえてきた。

「……。おい、わたしはなにか、おまえによけいなことを喋しやべったか？」

「え、よけいなことって？」

「……。お茶であんな醜しゆう態たいを晒さらしたのは初めてだ。まさか記き憶おくがところどころ飛ぶとはな。戦場で酔っぱらうなど言語道断だが、……少量なら景気づけにちょうどいいと考えていた。しかし完全に分量を誤った」

　自己嫌けん悪おの声。裏を返せばそれだけ彼女にとって、──お茶で気分を高こう揚ようさせないと我が慢まんしきれないくらいに《無窮領域》の緊きん張ちよう感かんが耐たえ難がたいものだったんだ。

　ぼくの前で弱よわ腰ごしの姿なんて見せられないと、虚きよ勢せいを張るためにもよけいに呑みすぎちゃったんだね。

「酔いにまかせてどこまで喋ったかわからんが、とにかくみんな忘れろ。妙みような流れでおまえを引き留めてしまったが、風が収まったらすぐにウルバスに還かえるんだ。わかったな」

「え、どうして!?」

　ぼくが来るまであんなに心細そうに怯えていたアイリーシュは、

「わたしは誰も信じないし誰も仲間と思わない。──ガルシア大尉を除いて、な」

「そんな……」

　ぼくは哀かなしい気分になってしまい、

「あのさ、ぼくを本気で、ロイ大佐のスパイかなにかだと疑ってるの？」

「……。そうではない。わたしが信じられるのは《自分のみ》ということだ」

　仲間を拒きよ絶ぜつするなんて、そんな……。

　お茶とヌイグルミでやっと自分を保っていられるくらいの女の子が……。

「──とりあえずさ、その話は置いといてもっときみのことを聞かせてよ。ねえアイリーシュ、なんできみは《想念士》になったの？」

　仲間扱あつかいされないのはしかたがないとしても、せめて一いつ緒しよにいるあいだはもう少し仲良くしたい。喧けん嘩かだけじゃなくて。

「……ぼくを仲間と思えなくても、話し相手くらいにはなってくれるでしょ？」

　するとアイリーシュは思案してから、

「おまえこそ、どうして《想念士》になどなろうとしたのだ？　そんなひょろひょろで、見るからに軟なん弱じやく者もののくせして」

　……もう初っぱなから。

　ほんとに酔っぱらっていようといまいと、ひと言、多いんだから。

「……。あのさ、ずっと気になってたんだけどぼくにはカイムって名前があるんだから、《おまえ》じゃなくていいかげん名前で呼んでくれないかな？」

「ふん生意気だな、半人前のくせに。おまえはおまえだろう。──まあいい、気が向いた時だけおまえのことは名前で呼んでやる」

（気が向いた時、だけね……）

「で、質問は戻るがなぜカイムは《想念士》など志した？　並なみ大たい抵ていの人間なら請こわれても拒こばんで然しかるべき危険な仕事だぞ。だからこそウルバスではこれだけ《想念士》人材が不足しても徴ちよう兵へい制せい度どが布しかれておらん。戦意やるきのない者を無理に引っぱってきても戦力にはならんからな」

「うん、ぼくには目的があったから」

「目的？」

「──鉱化病にかかっている、妹のセレーナを助けたいんだ」

　その瞬しゆん間かん、テントの内側でアイリーシュが興奮気味に叫さけんだ。

「妹……！　あの、ヌイグルミみたいに可愛い妹のことか!?　彼女はセレーナというのか……！」

「よく、覚えていたね？　あの時きみ、すぐに家を出ていっちゃったから。妹の顔なんて記憶してないかと思ってたよ」

「なにを言うか！　髪かみの毛がふわっとしていて、目がこうくりくりっと大きくて……あんなに《可愛いもの》をこのわたしが見み逃のがすと思うか!?」

　あの一いつ瞬しゆんでそこまで……。じゃあセレーナを見た時には、無理に顔に出さないようにしてたのかな。熱く語るアイリーシュは、やはり可愛いものならとにかくなんでも大好きな女の子なんだ。

（この話題が、彼女の心を開く突とつ破ぱ口こうになるのかも）

「そ、そんなに可愛いかな？　あれで結構口やかましいところもあるんだよ？　髪かみ型がたには気を遣いなさいとか、部屋を散らかしたままにしちゃだめでありますよ、とか」

「わたしは、あんな感動を覚えたのはひさびさだ。おまえには贅ぜい沢たく過ぎる妹だぞ!?　なんならわたしが家に持ち帰って戸と棚だなにでも飾かざっておきたいくらいだ！」

「そ、そんなに気に入ってくれたんだ、セレーナも歓よろこぶと思うよ」

「……。そうか、おまえの妹は鉱化病なのだな」

　アイリーシュの声こわ音ねはぼくへのぞんざいな態度とは対照的に、セレーナのことは心底心配してくれているみたいだ。

（……はは、兄としては嬉うれしいけど、アイリーシュにまともに相手してもらえない身としては複雑な心境だなあ）

「しかしカイムは、セレーナの病気をどうやって治すつもりなんだ？」

「うん、《希望の園アーセルヴア》にまつわる《暁あかつきの人》伝説は、きみも知っているだろう？」

「《希望の園アーセルヴア》の《暁の人》伝説か、ウルバスでは子供でも知っている話だ」

　会話もなかばに、ぼくは自分の肌はだに異変を感じ始める。

「──ね、アイリーシュまずいよ。やっぱり風がどんどん強まってきているみたいだ、ほんとに金属粉嵐になるかも」

　金属粉嵐なんて、年に数回あるかないかなのに。

　よりによってこんな時に出くわすなんて、……ツイてない！

「そうか、いかんな」

　報告を受けアイリーシュはもうすっかり酔よいから回復したのか、テントの隙すき間まから顔を出し不ふ吉きつな空模様を見上げる。

「どうだ？　補強は、間に合いそうか」

「いま全力でやってるよ！」

「ならわたしも手伝うぞ、緊きん急きゆう事態だからな」

　気がつけば──。ぼくらの顔といわず身体からだといわず飛礫つぶてみたいな強きよう烈れつな金属の粉が、どしゃぶりの雨さながらに叩たたきつけていた。《無窮領域》の機械樹木たちは風にざわめき、キャンプに降りしきる金属粉も時を追うごとに勢いを増してゆく。

「こ、これはたまらん、目もろくに開けていられんぞ！」

「風が強すぎて、フックが地面に全然かからないんだ！」

　ぼくたちは歯を食いしばって協力し、二人してロープを引っぱったりキャンプを固定するフックに金かな槌づちを使って補強用の金属杭ペグをさらに打ちこんだりするも、このままだとキャンプ全体の強度が持たない。思っている間にも、

「うっ、うわあっ!?」

「どうした、何事だ!?」

　ぼくの眼前で、キャンプを固定していた頑がん丈じようなフックの一本が風でぼきりと折れ強風でいずこかへと転がっていってしまう。

　その際フックはぼくの顔面を掠かすめ、本当に危ないところだった。

「い、痛っだだだだだだっつ！　ま、まずいよ！　このままじゃ！」

「ちっ、一時撤てつ退たいだキャンプに入るぞ！　これではさすがに身が保たん！」

　全身の痛みが限界に達したぼくとアイリーシュは転がりこむようにキャンプのなかへと退たい避ひする。

　頼たよりない軋きしみを上げ始めた外装をアイリーシュは見上げ、

「キャンプの外布が吹っ飛ばされたら、二人揃そろって金属粉おろしだな！」

　この嵐あらしの恐おそろしさは《無窮領域》において《掃討者》や《罠トラツプ》の脅きよう威いにも匹ひつ敵てきするものなんだ。なにしろ生身の身体を金属の微び粒りゆう子しでじかに鑢やすりがけされるんだから、ひとたまりもない。このまま本格的な嵐が到とう来らいすればもっと、もっと風速が上がって、ぼくらは全身の皮ひ膚ふを果くだ物ものの皮みたいに剥はがされて絶命してしまうよ！

　キャンプの小窓から外を覗のぞけば星空まで嵐に隠かくれ、辺りは真っ暗となっていた。

「カイム、おまえ曲がりなりにも《特とく殊しゆ生存技能型》の能力者だろう!?　わたしを迎むかえに来ただのなんだの大口叩くくらいなら、こんな時こそ力を発揮してみせろ！」

　怒おこって怒ど鳴なっているんじゃない。嵐の音がうるさくって、声を張り上げないとぼくらはすぐ隣となりにいる相手ともまともに会話できないんだ。

「残念だけど、いまのままじゃ難しいよ!?　外の視界が利かなければ《罠》があること自体は感応できても、それがどんな種類のものなのかまでは識別できないから！」

「はん、肝かん心じんな時に猫ねこの手にもならん奴やつめ！　その程度の腕うで前まえで他ひ人との保護者面づらするな！」

「返す言葉もないよ！」

「まあいい、おまえの力など端はなから当てになどしておらん！　わたしがやるから、おまえはどいていろ！」

「なんとかできるの!?」

「わたしの《想念士》タイプは《依より代しろ操作型》だ、こんな状じよう況きよう下かではおまえよりも向いている！」

　アイリーシュはタイミングを見計らい外布を開け、自分の抱だいていた《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミをテント外に投げつける。同時に、

「精神接続！　機械外装、装着開始！」

　彼女が叫んだ刹せつ那な、宙を舞まっていたヌイグルミにキャンプ周辺の機械残ざん骸がいという機械残骸が猛もう然ぜんと吸いついてゆく。一帯に生えていた機械樹木の枝や幹を始め金属地面の塊かたまり、樹木の本体そのものなど、種類を問わずに次々と飛来して《ぺぽろってぃ世》の全身に無骨な機械の外骨格を形成する。数刻後、

「アイリーシュ、これがきみの能力なのか……！」

　ぼくたちのキャンプ上空には分厚い金属装そう甲こうに覆おおわれた、おおまかな形は元のものを踏とう襲しゆうしているけれど大きさがまるで違ちがう、エリア直属軍の戦せん闘とう車両も踏ふみ潰つぶせそうな厳いかめしい機械大巨きよ人じんが浮ふ遊ゆうしていた。

「紹しよう介かいしよう、我が依代──真《ぺぽろってぃ世》だ」

「真《ぺぽろってぃ世》……！」

「いけ真《ぺぽろってぃ世》！　主しゆ砲ほう発射準備！　目標キャンプ直上！　充じゆう填てんエネルギー最大出力の二〇分の一！　金属粉嵐を丸ごと吹ふき飛ばしてやる」

　アイリーシュが指示を出すと彼女の想念をキャッチしたのか、空中浮遊している真《ぺぽろってぃ世》の両眼が怪あやしく点てん滅めつする。重厚な稼か働どう音おんを伴ともない機械巨人が上を向いて大口を開けると、最大開口した顎がく関かん節せつの内側で巨大な一本の砲ほう塔とうが閃ひらめき、

「発射！」

　エネルギー充填の時間を待ってからアイリーシュが指を天に翳かざすと、真《ぺぽろってぃ世》の大口主砲から虹にじ色いろの閃せん光こうが迸ほとばしった。

（なんて凄すさまじい……エネルギーなんだ、あんなものの直ちよく撃げきを受けたら！）

　ロイ大たい佐さはアイリーシュをヒヨッ子呼ばわりしてたけど、とんでもない!?　あれは経験だけの話だ。

　彼女の潜せん在ざい的な戦闘能力は熟練の《想念士》にだって引けを取るものじゃない、見習いであろうと第一〇連隊の最精せい鋭えい部隊にアイリーシュが配属されていた理由も頷うなずける。

（──ただ、扱いは相当難しいだろうな。あの依代は攻こう撃げき力に特化してる分、反動の大きさが弱点になる）

　戦せん慄りつを禁じ得ないぼくの頭上で光の大瀑ばく布ふはキャンプ上空に厚く垂れこめていた金属粉を一気に吹き飛ばし、ウルバスの夜空を皓こう々こうと照らし出す。も、

「くそっ、すぐに次の金属粉が飛んでくる！　これではいくら嵐を吹き飛ばしても際限がないぞ!?」

　しかし真《ぺぽろってぃ世》のエネルギー光に相あい俟まって星空の薄うす明あかりが地上に降り注ぎ、視界は開けていた。

「だいじょうぶだよアイリーシュ！　これなら《罠トラツプ》を視し認にんして使用できる、今度はぼくの番だ！」

　ぼくは間を置かずに動く。次はぼくががんばらなきゃ、彼女に見直してもらうためにも！　幾いくつか存在する周辺の《罠トラツプ》をざっと目で確認し最も使えそうなものは、

（あれだ！　……あれだったら！）

《ケンゴナルハナビラ》──《無む窮きゆう領域》に比ひ較かく的多く分布しているこの《罠トラツプ》の特性くらいはセレーナに頼らずともぼくも知っている。即そく座ざに精神接続して命令を下す。

「《ケンゴナルハナビラ》起動！　その強固な花弁で、ぼくたちに力を貸せ！」

《罠トラツプ》はすぐに反応しぼくたちのいるキャンプから走って十数歩ほど、一〇マルテルの距きよ離りにあった《植物のつぼみ》型巨大機械残骸の根元が爆ばく発はつする。

　衝しよう撃げきでつぼみの部分が空中に飛び上がって、

「……!?　それは《掃そう討とう者しや》捕ほ獲かく用の《罠トラツプ》だろう！　そんなもの起動させて、どうするつもりだ！」

「いいから、まかせて！」

　真っ直ぐキャンプへと飛来した《罠トラツプ》がぼくたちにぶつかると思われた瞬しゆん間かん、

「開花！」

　空中の機械は瞬まばたきよりも速いスピードでつぼみを開き、その全開した金属花弁でキャンプに丸ごと覆い被かぶさってしまった。

　そのまま《ケンゴナルハナビラ》は花弁を閉じ、キャンプをぼくたちごと完全につぼみの内側へとくるんでしまう。……。やった！

「ふう……もうだいじょうぶだよ。これで金属粉嵐が収まるまでやり過ごせるはずさ」

「ふん、従来、敵の捕獲に使う《罠トラツプ》を護りに応用したのか」

　ぼくは闇やみの密室となってしまったキャンプ内で上着のポケットをまさぐり、そこにしまっておいた《ヒトヨノミチシルベ》を取り出す。すると目に優しい光がポッと灯ともり、ぼくと、ぼくのすぐ脇わきにいたアイリーシュの顔を照らし出した。

　つぼみに戻もどった《ケンゴナルハナビラ》のせいでキャンプは元の大きさの数分の一程度にまで圧縮され、そのためぼくと彼女は強制的に密着した体勢で仰あお向むけとなり、ガラクタの散乱する狭せまい空間に詰つめこまれているような状じよう況きようになっている。

　安全が確保され、軍服の胸ポケットから抗こう体たい錠じよう剤ざいのシートを出して一錠口に含ふくんだアイリーシュはぼくの胸ポケットからはみ出していたシートを見て、

「──おまえもそろそろ錠剤の効果が切れる頃ころだろう、いいのか？」

「え、なんでわかったの？」

　聞き返されて彼女は少し言い淀よどみ、

「……。そのシートはプラセータ・ルクオン・インダストリー社製だ」

「へぇ……」

「わたしがウルバスを飛び出してすぐにおまえが後を追ってきたのなら、おまえの性別、体格からいってもう作用時間が終わる頃合いだ」

「……シートだけで薬の見分けがつくんだ、凄すごいね。ぼくなんてどれも同じと気にしたこともなかったよ」

「……。プラセータ・ルクオン・インダストリーといえば業界一位の総合軍事企き業ぎようだからな。まして会社の創立者ルクオンは、《災さい厄やくの日》に前後して第一号の抗体錠剤を開発した功労者だ」

　へぇ……それもぼくには初耳だ。どっかの軍事企業が開発したってことくらいは聞いてたけど、じゃあそれがプラセータ・ルクオン・インダストリーだったんだね。

「ほかの会社の錠剤はどれもこれもルクオン社の物まねにすぎない。実戦の勉強だけでなく少しは歴史も学んでおけ」

「そ、そうするよ……」

　それにしてもアイリーシュ、詳くわしすぎない？

「……もうこの話はよそう、あまり気が乗らん」

　なぜか会話を切られてしまったので、ぼくは素直に従うことにした。

「じゃあさ、さっきの対処のことはどうかな？　少しはぼくのこと見直してくれた？」

　ぼくは期待して尋たずねてみるけど、

「金属粉嵐の対処か？　図に乗るな、わたしのサポートあってのことだろう」

　一言のもとに突つっぱねられてしまったあげく、

「わたしの大事な《ぺぽろってぃ世》も《ケンゴナルハナビラ》の外に置きっぱなしになってしまったではないか、もし泥どろ棒ぼうにでも盗ぬすまれたらどうしてくれる」

　墓ぼ穴けつを掘ほってしまった、ていうかあんなでっかい機械人形を盗む人なんていないよ。よしんば精神接続が切れてヌイグルミに戻ってても誰だれが《無窮領域》に泥棒に入るのさ。

「しかも詰めが甘いというかなんというか、もう少し離はなれられんのか？　これでは暑苦しくてかなわん」

　嫌いや味みでやっているのでもないだろうけどアイリーシュは暑そうに舌を出し、ボタンを緩ゆるめた胸むな元もとをばたつかせて空気を送りこんでいる。ちぇ、評価の厳しい上官だなあ。

「しかし、とはいえだ」

「え？」

「──カイム・クイント、おまえただの役立たずの候補生とは違うみたいだな。《仲間》と認めたわけではないが、先の《ハナタレ寝ね小しよう便べん小こ僧ぞう》発言だけは取り消してやる」

（アイリーシュ……）

　叱しかられっぱなしと思いきや最後の最後で彼女がくれたぎりぎり及きゆう第だい点に、ぼくはそれだけで報われた気持ちになった。

「まあ狭っ苦しくなっちゃったのは失敗だけど、夜明け前には金属粉嵐も収まるだろうからそれまで辛しん抱ぼうしてよ」

「しかたがない、なら適当にひまでも潰すとするか」

「じゃあさっきの話の続きだね。えと、どこまで話したっけ？」



    

  
    
      　するとアイリーシュは呆あきれたように、

「《暁あかつきの人》伝説だろう。自分で言い出した話くらい覚えておけ」

「そうだったね、ごめんよ」

《暁の人》伝説は──伝説とは言われてるけど、実在の記録がエリア統とう括かつ庁の中央図書館にも残っている歴史的真実なんだ。時代は、およそ一〇〇年前まで遡さかのぼる。

　まだ抗体錠剤もなかった時代、ウルバスで鉱化病が大流りゆう行こうしたことがあって、都市国家全体が滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしていた。そんな時、鉱化病を治ち療りようする奇き跡せきの技術を持った謎なぞの人物が《無窮領域》を越こえて、マルクアルトゥスの外世界からやってきたんだ。

　謎の人物はこの世界にはない未知の力で鉱化病に苦しむウルバスの民を治療したのち、再び外の世界へと帰っていった。

　太陽の昇のぼる方角から現れて同じ方角へと去っていったその者をウルバスの民は以後《暁の人》と呼ぶようになり。そしてその《暁の人》がやって来た、《無窮領域》を隔へだてた果てにあるという伝承の外世界こそが──

《希望の園アーセルヴア》なんだ。

「《暁の人》の来訪がぼくたちウルバスの民に《希望の園アーセルヴア》の存在を教え、文字通りの希望まで植えつけた。《希望の園アーセルヴア》に辿たどり着ければ、そこに鉱化病の治療法はきっとある。セレーナを治せるんだ。……アイリーシュ、きみは荒こう唐とう無む稽けいな計画と思うかい？」

　ぼくは彼女に一笑に付されてしまうかな、と思ったけど、

「──いや、どんなに望みが薄うすくとも、そこにほんの僅わずかでも希望がある限り全力をつくす者をわたしは笑いなどしない。やりもしないで諦あきらめてしまう輩やからより、おまえは何倍もましだ」

　初めて耳にしたかもしれない──

　アイリーシュの口から聞くことのできたぼくへの肯こう定てい的な発言。彼女は意外にも真しん摯しに賛同してくれた。

　あたかも自分自身のことと、置き換かえているかのように。

「しかしカイム、《希望の園アーセルヴア》というのはいったいどんな世界なのだろうな」

　アイリーシュはお腹なかの上で手を組んで、つぼみの天てん井じようを見上げている。

「正直、ぼくにも想像がつかないよ」

　彼女に寄より添そってごろんと寝ね転ころびながら、ぼくは答えた。

　なにしろ《暁の人》は《無窮領域》を越えてウルバスにやって来たけれど、反対にウルバスの側から《希望の園アーセルヴア》へと辿り着いた者は一人もいないんだから。

　なんのために《暁の人》は危険を冒おかしてまで《無窮領域》を抜ぬけ、マルクアルトゥスの民に救いをもたらしたのだろう。

　この世界と《希望の園アーセルヴア》とには、どんな繋つながりがあるんだろうか。

　正答こたえは、誰にもわからない。

「考えてみれば、わたしたちの世界はわからないことだらけだな。世界の成り立ちからしてはっきりしていないのだから、喜劇だ」

　アイリーシュはぼくが手近な窪くぼみに挿さした《ヒトヨノミチシルベ》を指でもてあそび、

「《無窮領域》に囲まれたこんな世界に、そもそも誰がどうやってウルバスを建国したのか。資材は？　人的資源は？　歴史の命脈はどこへと連なる？　たった一〇〇年とちょっとしか歴史記録を遡れないわたしたちの祖先は気がつけば、このマルクアルトゥス世界に暮らしていた。

　なにもかもが揃そろいながら、自由と安全だけは損そこなわれていた酷ひどく不自然なる世界マルクアルトゥス。

「ウルバスだけではない。絶対的な脅きよう威いであり我らが従僕でもある《無窮領域》の《生きた機械》どもは、どのようにして生まれたのか。また、その巣そう窟くつに住まうあの《掃討者》どもはなぜ生まれながらにして人間の天敵なのか。奴やつらの正体、目的、なに一つ不明だ。そんな限りなく不安定な世界に、わたしたちは生きている」

　彼女は手にした《ヒトヨノミチシルベ》に息を吹ふきかけて回すと、

「──それでもわたしたちは生きている。この機械と同じだ。どんな仕組みで灯あかりが灯ともるのか知らずとも、灯りが灯ることは知っていて我々は使っている」

「……。そしてもう一つ、ぼくらが知っていることがあるよ」

「うん？」

「《暁の人》がこっちの世界に来られたということは、必ずぼくたちマルクアルトゥス世界の側からも《希望の園アーセルヴア》へと辿り着くことができるということさ。だからぼくは、必ずそのやりかたを見つけてみせる」

　困難と不可能は同義語じゃない。

　ぼくはいままでずっと、自分自身にそう言い聞かせてきた。

「なあカイム、もしも本当に《希望の園アーセルヴア》が救いの世界であるのなら……。そこでは人が《機械》や《掃討者》の脅威に怯おびえて暮らすこともないのだろうな。いつか我々にも、こういったものを使わずに安あん寧ねいの日々を送れる日がくるのだろうか」

　アイリーシュは懐ふところにしまっていた抗体錠剤のシートを振ふってみせる。

「こさせるために、少なくともぼくは《想念士》を志したんだ。アイリーシュ、きみは違ちがうのかい？」

　彼女はしばらく考えてから、

「いや、違わない」

　同意してくれた。そして、言葉をつけ足す。

「違わないが、わたしの目的はそれだけではない」

「アイリーシュ？　……そういえばきみは、どうして《想念士》になろうと思ったの？」

　しかしいつまで待っても、彼女からの返事はなかった。

「きみに《ぺぽろってぃ世》の力を見せてもらったけど、《依より代しろ操作型》であそこまで自分の能力を高めた《想念士》をぼくは知らない。正直、ぼくはきみのことを誤解してたんだ。気を悪くしないでもらいたいんだけど、口ばかり先行して実力は伴ともなわないのだと」

「ふん、失敬な話だな。これでもわたしはおまえの一歳年上だぞ。おまえいま、一六だろう？　年なりの積んでるものはある」

　アイリーシュ、ぼくの一つ上だったんだ。

「その通りだよ。きみの能力はなまはんかな努力なんかで会え得とくできるものじゃなかった。もちろん才能だけでもだめだ」

　会得できるとしたら、要求されるのは才能に加えたなまはんか以上の努力。

　そしてそれを長時間継けい続ぞくするのに必要不可欠なものは、精神の怠たい惰だを許さない《強い動機》だ。ぼくがセレーナのためにいまの道を歩み始めたように。

　だとしたらアイリーシュの《強い動機》とは……。

　気にはなったものの、この話にあんまり固こ執しゆうするのもしつこいかなと思い、

「じゃあさ、あと、一つだけ聞いてもいい？」

「なんだ、特別にあと一つだけだぞ」

　許可を得たぼくはそろそろ眠ねむたそうになっていたアイリーシュの頬ほおを両手で包みこむ。

「なっ、……なんだ!?　いきなり、なにをする」

　驚おどろいて飛び起き頬を引きつらせる彼女に、

「動かないで、じっとしていて」

　ぼくはお願いして、アイリーシュの頬の形をゆっくりと指で変えてゆく。

「どういう、つもりだ？　な、なにをしている!?」

　激しく動どう揺ようしている彼女にぼくは顔を近づけて、ウンと頷うなずいた。

「やっぱり思った通りだ。もったいないなあ」

「な……に？　もったいない、だと？」

「そうさ、だってせっかくそんなに綺き麗れいなのにもったいないよ。もうちょっとなんていうのかな、いつもムスッとしてばかりじゃなくって肩かたの力を抜いて笑ってみたら？　そしたらもっと素す敵てきになれるよ」

　ぼくが指で作り替かえた彼女の笑顔は、最高の眩まぶしさを予感させる出で来き映ばえだった。

「な……!?」

　途と端たん、アイリーシュの頬が──。《ヒトヨノミチシルベ》の心許ない灯りの下でさえはっきりとわかるくらいに、薄うす桃もも色いろに染まる。

「綺麗……？　わたしが……？」

「うん、自覚なかったの？　きみより綺麗な女の子なんて、そうはいないと思うけど」

「ふ、ふざ、けるな……!?　人をからかうのも大たい概がいにしろ！」

　頬を押さえるぼくの手をはたきどけるアイリーシュに、

「ふざけてなんかいないよ、ぼくはいままできみよりも綺麗な娘こに出で逢あったことなんてないんだから！」

「う、嘘うそだ、わ、わたしは自分の可愛げのなさを誰だれより自覚している!?　暴力的だし、口は悪いし、人の言葉に耳を傾かたむけないし強ごう引いんで気も短い！」

（……それはぜんぶ見た目の問題じゃなくって、性格の話だってば）

「だ、だいたい、き、綺麗だとか素敵だとか男のくせにそういう言葉を軽々しく口にするな!?　は、恥はずかしいだろうが！」

「恥ずかしい？　どうしてさ、本当のことなのに」

「きさま……まだ言うか!?　そ、そもそも年上の上官であるこのわたしに対して、お、女の子呼ばわりなど不敬も甚はなはだしい！」

　噛かみ合わない会話に業ごうを煮にやしたのか、ついにアイリーシュは仰あお向むけの姿勢にも拘かかわらず正面に積み上がったガラクタ山をつま先で踏ふみつける。一、二、三と。

「わっ、ご、ごめんよ、だから頭ず突つきは勘かん弁べんしてよ！」

「──だったらその軽口をいますぐ封ふう印いんしろ。いますぐにだ」

「わ、わかったよ、わかったからさ！」

　どうしてアイリーシュは、こんなに怒おこるんだろう？　褒ほめただけなのに。

　でもそれを聞いたらまた怒られてしまいそうだったので、ぼくは口にしなかった。





　結局ぼくらを閉じこめていた金属粉嵐あらしが過ぎ去ったのは夜が明けてからのことだった。　嵐の音が止やんだのを耳で確かめてぼくは想念を送り、《ケンゴナルハナビラ》のつぼみを開く。すると眩まぶしい朝日がぼくたちの目を焼いた。

「よかった、無事やり過ごせて。さ、セレーナも心配してるしそろそろ帰ろう」

　狭せまい穴あな蔵ぐらからようやく脱だつ出しゆつできた開放感に浸ひたりお日様の陽光ひかりを一いつ杯ぱいに浴びてぼくが大きく伸のびをすると。

《罠トラツプ》が開くなり外に飛び出して《ぺぽろってぃ世》の安否確認に向かったアイリーシュが、機械巨きよ人じんのまま空中待機していた依代を見つけてホッと精神接続を解除する。

　がらがらと外装機械が剥はがれ落ちてヌイグルミに戻もどったそれを地面の残ざん骸がいから拾い上げ、

「そうだな、このまま当あてもなく《無む窮きゆう領域》をさまよっていても小隊には追いつけんだろうしな。一いつ旦たん帰き還かんして睡すい眠みんを取って身体からだを休めてから戦略の練り直しだ」

　アイリーシュはヌイグルミをパッパとはたいて金属粉の汚よごれを落としてやりながら、

「おまえをウルバスに送り届けたら、わたしも心おきなく特務小隊の捜そう索さくに戻れるしな」

「ええっ、まだ捜索を続ける気なの!?　一人で！」

　しかもぼくを送り届けるって、話が逆になってるじゃないか!?

　仰ぎよう天てんするぼくに彼女は胸ぐらを掴つかんで食ってかかる。

「当然だ！　きさま、寝ね惚ぼけて頭に血が巡めぐっていないのか!?」

「寝惚けてって、もう充分じゃないの!?　金属粉嵐に巻きこまれて夜の《無窮領域》で怖い目にも遭って!?」

「寝言を言うな！　わたしは大たい尉いに逢あうまでは絶対に諦めたりしないからな！」

　やれやれ、この執しゆう念ねんにはほんと頭が下がるよ……。

　こういうのも、言いかたを換えれば《一いち途ず》ってことなんだよね、きっと。

「了わ解かったよ、もうこうなったらとことんきみにつき合うよ」

「誰がきさまにそんなこと頼たのんだ？　わたしは一人で行くと言ってるのだ。今回のこともわたしが頼んだのではなく、きさまが勝手にのこのこと迎むかえに来ただけの話だからな？」

　そりゃあ、頼まれもしないのに来たのは事実だけど……。

「……。だいたい善人ぶって仲間面して近づいてくる奴らに限って、ぎりぎりのところで人を見捨てたり、裏切ったりするものだ。……おまえもいざ出立の段になれば絶対に腰こしが引けて、約束をすっぽかすに決まっている」

　ぼくにくるりと背を向けたアイリーシュはガルシア大尉を抜ぬかせばたぶん人間以外のたった一つのお友だち、ヌイグルミの《ぺぽろってぃ世》を両手でぎゅっと抱だき締しめた。

（なにがあったか知らないけどなんだかこの娘こ、人間不信になっちゃってるみたいだ）

　ぼくはなんとか信じてもらおうと彼女の正面に廻まわりこみ、

「そんなことないよアイリーシュ、ぼくは絶対にきみとの約束をすっぽかしたりしないから」

「ふん、どうだか、当てにはできんな」

　目も合わせてくれないアイリーシュに、

「きみを見捨ても裏切りもしない。だからきみもぼくを信じて、シェイクトエリア外がい壁へき通用門で待っていてよ。ぼくを置いて勝手に出かけたりしないでね？」

　そこまで言ってやっと目を合わせてくれた彼女でも、眼まな差ざしは不信感ありありでぼくを見上げるだけで、

「仮か眠みんあけに必ず行くからさ。時間は午前《寝坊の風かざ見み鶏どりの目覚め》の時間、待ち合わせる門は補助外壁の通用門、一番養成学校寄りのやつだね。きっとだよ？」

　むすっと口元を結んだままアイリーシュはとうとう確約してくれなかったけど、ぼくは約束が成立したと信じるほかなかった。

「それと今度からはさ、《無窮領域》に来るときには水すい筒とうの中身を《お茶》じゃなくって水にしよう。きみがお茶なんかの力を借りなくっても少しは心強く思ってもらえるよう、ぼくもなるたけ努力するからさ」

　頼たよりがいのある人間になれるよう。

「なにが《少しは心強く思ってもらえるよう》だ。おまえなんかがいっぱしの口をきくのは一〇〇年早い」

　やっと口をきいてくれたと思ったらすぐこれだ。

《一〇〇年》って、……じゃあぼくがきみに認めてもらうには《暁あかつきの人》の時代まで遡さかのぼらなくっちゃいけないの？

　この約束も彼女が聞いてくれるかわからなかったけど、ぼくは信じる以外なかった。

　そして心のなかでぼんやり考えてたんだ。

（あーあ、明日あしたは一日自主休校だな。……学事部に、朝仮け病びようの連れん絡らく入れとかなきゃ）
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　そうして帰宅後。徹てつ夜や疲づかれでふらふらのぼくがそろり、そろりと足音を忍しのばせて自分の寝しん室しつに向かっていると、その微かすかな物音さえ聞き逃のがさずセレーナの声が届く。

「お兄ちゃん、エヘヘ！　お帰りなさいです」

「や、やあセレーナ、起きていた……のかい？」

　早起きにもほどがあるってくらいの時間帯なのに、わざわざ目覚ましチャット大会を開かい催さいしてまで待ちかまえているなんて。それもこんな楽しそうに。

　パソコン画面には《二人はデキてると思う人、挙手！》《賛同！》《激しく同意！》《超ちよう詳しよう細さい希望！》などの文字列が並んでいる。

「いきなりの朝帰りでありますか？　昨日一晩、アイリーシュお姉ちゃんとなにがあったですか？」

「う……」

　そらきた。

「年とし頃ごろの男の子と娘さんが一晩中ふたりきりだなんて、普ふ通つうじゃないでありますよー？　微びに入いり細に亘わたって詳くわしく話を聞かせて欲しいであります。わくわくわく」

　セレーナは恥じらってベッドに寝ねそべりつつも、瞳ひとみにお星様をいっぱい浮うかべている。

「く、詳しくって、べっ、べつにセレーナが想像してるみたいな特別なことはなんにもなかったよ」

「ふふーん、そうでありますか～？　ムキになって否定するところが怪あやしいでありますね～？」

　シーツにパフッとダイブしたセレーナは鼻歌に合わせてスリッパの脚あしをパタパタさせるも、

「う、嘘じゃないよ？　た、ただ普通にお仕事してきただけだって」

「じゃあそのお仕事って、なんでありますか？」

（特務部隊絡がらみの消息不明事件に巻きこまれてるなんて、言えるわけないじゃないか）

「ほら、口ごもってしまうでありましょう？　正直になにもかも喋しやべっちゃうですよ」

　セレーナはご満まん悦えつに手をマイク替がわりに、ぼくへと向けてきた。

　妹は家に閉じこもりきりだから娯ご楽らくとかごく限られていて、その分好こう奇き心しん旺おう盛せいでやたらいろんなことに興味を持ちたがるんだ。とりわけぼくに関することならなんでも聞いてきて、その熱心さといったらぼくもたまにたじろいでしまうほどだ。

「だから本当になんにもなかったんだって。アイリーシュはセレーナが思ってるみたいな対象じゃないよ」

　そりゃぼくだって最初に会った時には、……なんの間ま違ちがいかアイリーシュに見とれたり彼女を素敵と言いもしたけど。あ、あれはまだ、彼女の性ほん格しようを知る前だったし素直な感想を口にしただけで!?

　乱暴だわ口のききかたは凄すごすぎるわついでにお茶で酔よっぱらっちゃう《茶乱》だわで、見た目と真逆すぎる言動を知っちゃったらとてもとても腰が引けちゃうっていうか、ぼくには敷しき居いが高すぎるというか……。

「ふーん、お兄ちゃんってあんがい鈍に感ぶいところがあるですから。自分で自分の気持ちによく気づいてないだけなんてこと、結構あると思うですが？」

「そ、そうかな？　セ、セレーナ、やけに今日はぐいぐいくるね？」

　すると妹は少しだけ神しん妙みような面おももちとなってベッドに内うち股また座りとなる。

「だってセレーナは、お兄ちゃんとアイリーシュお姉ちゃんの仲がうまくいけばいいと思っているですから」

「ぼくと、アイリーシュが？　どうして？」

「──お兄ちゃん、お父さんたちの代わりにずっとセレーナの面めん倒どうを見てくれてきたでありましょう？　お兄ちゃんいままで忙いそがしくて彼女さんをつくる暇ひまもありませんでしたから、セレーナとしてはそろそろお兄ちゃんにも身を固めてもらって安心させて欲しいでありますよ。その点、アイリーシュお姉ちゃんみたいな素敵な人でしたらセレーナも大賛成ですし」

　妹は無む邪じや気きに提案してくるけど、

「セレーナはアイリーシュのこと、よく知らないからそんな気軽に言えるんだよ。そうは言うけど彼女とつき合うのって、凄く大変なんだよ？」

「え、お兄ちゃんは、アイリーシュお姉ちゃんが嫌きらいなのでありますか？」

「好きとか嫌いとかじゃなくってなんていうのかな、気難しいし機き嫌げんを損そこねるとすぐ頭突きが飛んでくるし、おまけにちょっとこう、なにかよくわからないんだけど人間不信みたいなところがあって。だいたいぼくがその気になったところで、アイリーシュのほうがなんとも思ってないよ」

《ハナタレ寝ね小しよう便べん小こ僧ぞう》の軟なん弱じやく者もの、じゃあね。

　するとセレーナはつまらなそうに上うわ唇くちびるを尖とがらせ、

「それは残念であります……。お兄ちゃんは優しいし、お料理は上手で家庭的でありますし、ナヨッとしているところはあるですがそこそこお顔もよくて、モテる要素は充じゆう分ぶん満まん載さいですのに」

「ナヨッとと、そこそこはよけいだよ……。とにかく仮眠したらすぐにまた彼女のところに戻らなくちゃいけないから、もう寝るよ」

　ぼくは逃にげだすようにそそくさと寝室に向かい、ベッドに入って毛布にくるまった。

（でも、恋こい人びとか）

　考えてみたら──。この数年《想念士》になることに必死で、とにかく勉強と仕事と訓練漬づけの毎日で、誰だれかとつき合うなんてことには目もくれなかった。

（実際アイリーシュのこと、ぼくはどう思ってるんだろう）

　ちらりとだけ妄想かんがえてはみるものの、

（……。ないないない、ははっ、やっぱりありえないよ）

　すぐに浮かんできたのがあのムッとしたしかめっ面。だってだよ？

　ぼくとアイリーシュは水と油みたいに性格もまるっきり違ちがい過ぎるし、たぶんぼくらがセレーナの言うみたいな《特別な関係》になるなんて一生、金輪際、それこそ太陽が西から昇のぼって《双子の月ルナ・マルダ》が真っ昼間にウルバスに落っこちてくるくらい……ありえないんじゃないかな？

（そもそも、するだけ無意味な空想か）

　だってぼくとアイリーシュはあくまで、あの娘こがガルシア特務大たい尉いの任務を突つき止とめるまでの短いつき合いなんだから。ぼくは苦笑して毛布を頭から被かぶる。けど──

　……。ぼくが《素敵》だって褒ほめた時のアイリーシュの、あの狼狽うろたえまくっていた顔。

（──あれは、可愛かわいかったかも）

　思った直後、ぼくは自分で自分の考えにびっくりして何度も首を横に振ふる。

　ぶるぶるぶる、な、なに考えてるんだよ、あのアイリーシュだよ!?

　どうかしちゃったのかな、ぼくは。

　そうか、きっと、つ、疲つかれてるんだ、はは、ははは。

　セレーナに変なこと言われて。妙みように、意識しちゃっただけで。

（──少しでも眠ねむらなくちゃ）

　ぼくは寝ね返がえりを打って、すっかり冴さえてしまった目を無理矢理に閉じた。
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　そして午前中もなかば過ぎ短い睡すい眠みんのあとぼくは軽くシャワーでひと汗あせ流して新しい軍服に着き替かえる。

　本当はもう少し眠っていたかったんだけど、アイリーシュに少しでも心を開いてもらうために早起きして彼女に《ある物》を作っていってあげたかったんだ。

　すべての準備を終え、

「じゃあセレーナ、悪いけどまた行ってくるよ。一人で留守番、だいじょうぶだよね？」

　万が一の際、ぼくの家の各所には総合病院メデイカルセンター直通の緊きん急きゆうスイッチもついてるから非常の備えはあるんだけど、長時間家を空ける際にはどうしても心配になってしまうんだ。

「エヘヘ過保護でありますねお兄ちゃんは、平気でありますよ。セレーナお邪じや魔まはしないから、ゆっくり《デート》を楽しんでくるです」

　デートをやたら強調して手を振り見送ってくるセレーナに、

「だから、遊びに行ってくるんじゃないんだってば……。もしなにかあったらすぐに通信機で呼ぶんだよ、いいね？」

　ぼくが自分のイヤリングをつまんでみせると、

「んもう、セレーナはもう中等部ですから自分の体調管理くらい自分でできるですよ。それよりほら、お姉ちゃんを待たせてしまうですから」

　セレーナに壁かべ掛かけ時計を指差され、いけない、もうこんな時間だ！

　もしも遅おくれていったりしたら彼女にやっぱり約束をすっぽかしたって思われちゃうよ！

（……。だけどアイリーシュ、外がい壁へきでちゃんと待っててくれるかな。最初から置いていかれちゃったら、元も子もないんだけど）

《無む窮きゆう領域》での別れ際、あの不信感丸出しの様子じゃ……。彼女が待ち合わせの場所に顔を出していてくれる可能性はせいぜい五分五分以下といったところかな……。

　慌あわてて荷物をぎゅうぎゅうに詰つめこんだバックパックを背負ったぼくが家を飛び出して、ぜーこら言って外壁まで走ると、

（……？　あっ、いた！　アイリーシュだ、ぼくが来るって信じてくれてたんだ！）

　安あん堵どがこみ上げてくる。自分の荷物類を道みち端ばたに置いた彼女は、憮ぶ然ぜんと腕うで組ぐみをしながらもきちんとぼくを待っていてくれた。

「待たせちゃったかい？　ごめんごめん遅おそくなっちゃって──」

　ところが謝あやまった矢先、トン、トン、トン、と三度の足あし踏ぶみ。

（……まさか……？　でも、どうして……!?）

　わけもわからないまま──身構える間もなく──がっっっつつつん！

「ぐっあ!?　っだああああっつ!?」

　目から火花が飛び散って、脳に直下型大おお地じ震しんが直ちよく撃げきして、頸く椎びがムチウチとなるくらい──ぼくの顎あごにこれまでで最強クラスの頭ず突つきが炸さく裂れつする。おかげでぼくの上半身は大きく仰のけ反り、そのままバックパックの重みでカタツムリみたいにひっくり返ってしまうかと思ったほどだ。

「……な、なにするんだよ！　いっ、いきなり!?」

　なんとか脚を踏ん張って転ぶのを堪こらえたぼくに、頭突きを受ける心当たりなんてさっぱり無い。約束だってちゃんと守ったし、まさか……多少の遅ち刻こくくらいで!?

　するとアイリーシュはすっと《ある物》を突き出してきた。

「……。なに、それ」

「よく見てみろ」

　ただでさえ不ふ機き嫌げん顔が基本デフオルトのアイリーシュが輪をかけて低気圧真っ直中みたいな顔をしている。嵐あらしの前の静けさみたいで物もの凄すごく怖こわい。えっと、どれどれ？

　彼女の手に収められていたのは無む惨ざんに真っ二つに割れたカップだ。

　うーんと、どこかで見覚えがあるような……。と、ぼくの背筋に寒いものが走った。

（げっ、アイリーシュが割ったら《死し刑けい》とか言ってたあの《まぐ助カップ》だ！）

「思い出したか？　うん？」

　アイリーシュは下から手招きで、ちょいちょいとぼくに前まえ屈かがみになるよう指示する。

「な、なに？」

「いいから荷物を置いて頭をわたしの胸の高さまで落とせ」

　ぼくは拒きよ絶ぜつする勇気も無く、バックパックを後ろに降ろして身長の低い彼女の胸の高さまで腰こしを直角にして頭を下げる。

　するとそんなぼくの頭頂部にアイリーシュはぽんと手を乗せ、

「この《まぐ助カップ》がわたしの一番のお気に入りであることは、固く言っておいたはずだが。さて、どうしてこうなったかわかるか？　うん？」

「さ、さあ、どうして、かな？」

　ぼくの頭に乗せられた彼女の手が、ぼくを撫なでるためのものであるはずもなく──

　アイリーシュの掌はぎゅっと締しまり、ぼくの頭を強きよう烈れつな握あく力りよくで締めあげた。

「痛、っだだだだだだだ!?」

　腕わん力りよくというより喧けん嘩か馴なれしているといった、どこをどうしたら相手が痛がるかツボを知りつくした絞しめ技わざだ。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の全身から氷の殺意と怒いかりの炎ほのおとが混合オーラとなって立ち昇る。

「金属粉嵐に見み舞まわれた際、きさまが《ケンゴナルハナビラ》で加減もなにも考えずキャンプを圧縮したせいでこうなったのだ！　家に帰って確かめてみて初めて、わたしもこのことを知って仰ぎよう天てんした次し第だいだ！」

（そうだ、いいところを見せようと思ってつい張り切りすぎて《罠トラツプ》を締めすぎちゃったんだ、大失敗だったなあ）

　ぎりぎりと頭皮に食いこむアイリーシュの指先は厳密には絞め技ではなく、ぼくの頭を固定しておくためのものだった。

　頭部をがっちり掴つかんで動けなくしておいて、そこにニーソックスを穿はいたアイリーシュの白い太ももが持ち上がりいきなり膝ひざ蹴けりが飛んでくる。

「う、うわっ!?　っだ!?　っちょっ！」

　ボスン！

「避よけたら、頭の代わりにきさまの股こ間かんが蹴り潰つぶされると思え！」

　どがっ！　がすっ！　がすっ！　どすん！

「そ、そんな!?　っだ、痛……っぐあ!?」

　ぼくの顎や顔面をところ構わず狙ねらってくるアイリーシュの膝蹴りは彼女が軽量級かつソックスのクッションもありなんとかダメージは緩かん和わされているが、それでもピンポイントを心得た攻こう撃げきはなまじな殴おう打だより何倍も痛い。

（この娘こ、なんでこんなに喧嘩馴れしてるんだ!?）

　それでも急所蹴りよりはましとひたすら堪たえ忍しのんでいると、

「あの《まぐ助》カップはな、限定生産でもう二度と手に入らない超ちよう・稀少プレミア品なんだぞ！　あれを手に入れるために！　わたしは三日間！　寝ね袋ぶくろ持参で徹てつ夜やで店に並び！　開店直後には並みいるライバルたちを頭突きで突き飛ばし！　突き飛ばし！　あれを入手するのにどれだけ苦労したか!?」

　言葉の区切りのたびに膝蹴り、そしてトドメとばかりに最後に最大限に後ろに身を退ひいて力を蓄たくわえたアイリーシュが、完全にグロッキー状態で白目を剥むきかけていたぼくの前屈みの脳天目がけ、今世紀最大──

　ウルバス史上初、シェイクトエリア局地的大地震級、最大最悪の超、超、超、超、特大頭突きをぶちかまそうとした直後、

（う、う、う、うわあああぁぁぁああっつ!?　……って、え、……え？）

　すっと──

　弓なりの身体からだを戻もどした彼女はぼくの上体を起こして解放してくれた。

「アイリーシュ、……どうして？」

　ぽかんとしているぼくを放してくれたどころか。

　彼女は膝蹴りで舞い上がってぼくの身体に付つ着いた土つち埃ぼこりや布埃を、軍服のスカートから出した高価そうな刺し繍しゆう柄がらの、汚よごれを拭ふいちゃうのがもったいないくらいの真っさらのハンカチで綺き麗れいにはたき落としてくれた。

「とはいえ、だ」

　彼女はあいかわらずの不機嫌顔ながらもぼくから視線を逸そらしてハンカチをしまい、

（……？）

「ま、まあ、──お、おまえもわたしとの約束を守って結局こうして来てくれたわけだからな、──そ、その点を考こう慮りよしてこの辺にしておいてやる」

「アイリーシュ……」

　彼女は紅潮した顔でフンと怒りながら、ぼくの軍服の皺しわやよれまで正してシャンと立たせてくれ、

「か、勘かん違ちがいするなよ！　わ、わたしはおまえがっ、のっ、のこのこお人好しにもわたしとの約束を守ってここに来るかどうか、その間ま抜ぬけっぷりを人間観察してやるつもりでここまで来ただけだ！　おまえが来るのを期待していたとか！　信じて待ってたとか！　そんなのは全然ないのだからな!?」

　言うわりには彼女の背後のゴミ箱には、まるでぼくがこの場に現れるまでテコでもここを動くまいとがんばっていたみたいに《可愛いイラストつきのジュースの紙コップ》がなだれを起こしそうなほどこんもり積み上がっていた。

　おまけに石いし畳だたみの路上から外れた道端の盛り土には、ストローで書いていたと思われる二〇近くの《来る》《来ない》のあみだくじがあり、それを大おお慌あわてで盛り土を蹴飛ばして消したアイリーシュは、

「よ、よしんばだ！　わたしがほんのす、少しだけ、おまえが来るのを期待して待っていたとしてもだ!?　そっ、それはただ単におまえをブン殴なぐってやるために待ちかまえていただけだからな！　一いつ緒しよに《無窮領域》を探たん索さくしてもらいたいとか！　二人で行ければ心強いとか！　そんなこと全然思ってなどいなかったのだからな!?」

　……。なんだかうっかり全部本音を洩もらしてしまっているような気がする彼女は、ふてくされた顔をしつつも上着のポケットから小さな丸い入れ物を出してくれた。

「アイリーシュ、これは？」

「──塗ぬり薬だ。ふ、ふん、一つでおまえの半月分の給料はするおまえにはもったいないくらいの高い薬だがな！　……よく効くと評判だから、おまえにくれてやる」

「アイリーシュ……」

　そうして彼女は次の瞬間、ぼくが耳を疑う言葉を口にしたんだ。

　脇わき見みをしたままにぼくの袖そでを引っぱって。そう、それは喩たとえるなら転校したての女の子がいままで口をきいたことがなかった初めてのお友だちに、躊ちゆう躇ちよして、恥はずかしそうにして、だけど勇気を振ふり絞しぼってまるで初めて遊びに誘さそうみたいに。

　本当に聞こえるか聞こえないかくらいの、小さな声で一言、

「ほら、な、なにをしている、──さっさと行くぞ」

（アイリーシュ……！）

「とっ、特務小隊は、ま、待ってくれないのだからな！　ぼやっとするな！」

　初めてアイリーシュのほうから、ぼくを誘ってくれた。

　その胸がじんわり温かくなるみたいな感動が、塗り薬なんて使わなくてももう。

　ぼくの頭突きや膝蹴りの痛さなんて、完治させていたんだ。



　　　　※



　そして。

「ところでアイリーシュ、向かう先はどうするの？」

　お互たがい自分の装具が納まったバックパックを担かつぎ、信号弾入りのライフル一式を肩かた紐ひもでかけたぼくたちは抗こう体たい錠じよう剤ざいを飲みつつ、外がい壁へきを抜けて《無む窮きゆう領域》へと潜せん入にゆうする。

　外壁の衛兵に通用門を開けてもらう際にはロイ大佐の手が廻ってるんじゃないかとヒヤヒヤしたけれど、まだぼくらの独断行動は連隊長の耳に届いていなかったらしくぼくたちはなんとか平穏無事に通れたんだ……ただし帰りが怖い。

　アイリーシュは《ぺぽろってぃ世》の手でブイサインを作り、

「その点なら案ずるな、新たな発見があった」

「新たな発見？」

「ものは試ためしと帰宅後、ここ何日間かの《無窮領域》に侵しん入にゆうした全想念士団連隊の動きをパソコンを使って整理してみたのだ。外壁の衛兵連中の情報をもとにな。すると興味深い偏かたよりが見られた」

「興味深い偏り？」

「結論だけ言うぞ。方位でいくと北西部プラセータ方面からの帰き還かん兵へいは比ひ較かく的多かったが、もう一方の国境線、南東部カラルモ方面には任務で派兵されていた部隊が《皆かい無む》の状じよう況きようだったのだ」

「……！　ってことはカラルモ方面が、情報の空洞化エアポケツトになってるってことか！」

　アイリーシュはしたり顔で頷うなずく。

「正解だ。もし特務小隊がプラセータ側に向かったのだとすれば、ほかの帰還部隊から《遭そう遇ぐうした》情報くらい入ってきてもいい。それがないなら必然的に、特務小隊はカラルモ方面へと向かったと考えるのが妥だ当とうだろう」

「よし、方針は決まったね！　進むべき方位が定まるだけでも大収しゆう穫かくだよ」

　カラルモと聞いて、ぼくはなんとなく頷けるものがあった。

　ウルバスにはシェイクトエリア、プラセータエリア、カラルモエリア、エイズナエリア、アッダルエリアと全部で五つのエリアがあって、そのうちプラセータとカラルモがシェイクトエリアと隣接してるんだけどなかでもカラルモは特異な存在で、どう言ったらいいのかな、鎖さ国こく性が強いんだ。

　ほかの四大エリアみたいに戸こ籍せきや情報の交流も認められていないし、国境だって自由に行き来できない。

　当然カラルモの内部でなにが行われているかなんて、外部にはほぼ漏もれてこない。

　そんななかでも厳しい情報統制をかいくぐってジャーナリストたちが命いのち懸がけで手に入れてきた情報によれば──

　どうもこのエリアは、強大な軍事政権に支配された《軍事国家》らしいんだ。

　示じ威い行こう為いかなんだか知らないけど、よく他エリアとの国境付近で大規模な軍事調練とかやっているのだけはニュースで見かける。

　もう一つ。ぼくの限られた知識にあるのは、カラルモ軍事政権が《継けい承しよう者しや》と呼ばれる《謎なぞの指導者一族》によって代々治められてきたってことだ。

　以ま前えに一度だけスクープ映像が出まわったことがあるんだけど、当代の《継承者》が超望遠レンズで激写されて。

　性別も年ねん齢れいもわからない、《翡ひ翠すいの仮面》を被かぶってたのが印象的だった。

（あんなわけのわからないエリアなら、なにか任務があってガルシア特務大たい尉いたちが赴おもむいているって線は充じゆう分ぶんありえるかも）

「どうだ、得体の知れない連中だけに、出向いてみる価値はあるだろう？」

　意見の合がつ致ちをみたぼくたちは、ひたすら《無窮領域》を南東へと下る。

　ふと空を見上げればかんかん照りの太陽が昇のぼっていて、容よう赦しやない直射日光でぼくらを蒸し焼きにしていった。

　いまは金属粉の放出時期が《乾かん季き》だからもろに日射しが地上に届くんだ。

　歩いているうちにいつしか《無窮領域》の地形はウルバス近きん傍ぼうでよく見かける標準的なゴミ山から、尖とがってたり配線屑くずみたいな機械類も多少は混じっているもののその大半が平べったいタイルを敷しき詰つめたみたいになっている《金属板大平原タイプ》へと変へん貌ぼうを遂とげる。

　地平線には陽炎かげろうが立ち上り、とにかくもう暑くって暑くって……っていうのも金属地面の熱吸収が半はん端ぱじゃないから、まるでフライパンの上を歩いてるみたいなんだ。

「《無窮領域》でこんなに遠出したの初めてだよ、照り返しも酷ひどいね、目がチカチカ痛くなってきた。大翼鶏クツクチキンの卵を落としたら一いつ瞬しゆんで目玉焼きとかできそう」

　転んでうっかり素手や顔を地面につけでもしたら大ごとだ。自然と歩きかたも摺すり足あし気味になりその分どうしても行軍速度が犠ぎ牲せいとなってしまう。

　足の裏だって底の分厚い軍ぐん靴かを履いていなければ大火傷やけどするところだ。もっともそのために《想念士》の靴くつ底ぞこには、標準装備で防熱素材が仕こまれているんだけど。

　その防熱素材越ごしにも熱さが伝わってくるくらいなんだから、《無窮領域》の長期間の行軍がいかに想像を絶する作業かわかる。食料は生ものならすぐに腐くさり、水の消費も激しい。ぼくらだって持ってこれた水と食料は節約して三日半分がいいところだ。

《暁あかつきの人》が現れてから一〇〇余年──

　なのにこういった障害からまだウルバスのほんの周辺しか各エリア直属軍による探索と作図マツピングが完成してないって聞くけど、それも頷けるし、だいたい《暁の人》はどうやってこんな過か酷こくな《無窮領域》を越こえて《希望の園アーセルヴア》からやって来たんだろう。

「泣き言を言うな、よけいに暑くなる」

　そういうさすがのアイリーシュもバテバテみたいで、さっきから水すい筒とうの水をガブ飲みしっぱなしだ。こんなペースじゃ三日保もたないかも。

「水……。あ、じゃあ、水筒の中身を水に換かえてってぼくのお願い聞いてくれたんだね」

　気づいたぼくに、

「！」

　アイリーシュはビクッと驚おどろき、げほげほと水に咽むせ、

「た、たまたまだ!?　そ、そう、たまたまお茶のストックが切れてたから、水筒を全部水にせざるをえなかっただけだ!?」

　喉のどにエサを詰まらせ目を白黒させる小鳥みたいにまだ咽せ、バックパックからぶら下がる手つかずの水筒数本をジャラジャラ揺ゆさぶる彼女に、

「ふーん、けどべつに買いに行こうと思えば出がけに買ってこれたんじゃない？」

　勇気の素のお茶をアイリーシュが置いてきたってことは、ぼくを頼たよれる仲間と認めてくれたってことだ。ぼくが待ち合わせの場所に来ることもよっぽど期待してくれてたってことだし。

（もう、いっそアイリーシュ・ツンデレーナ・シエラールとでもミドルネームをつけて改名すればいいのに）

「……。おい」

（なんだい、ツンデレーナ）

「……。きさま、なにを考えている？　またよからぬことを企たくらんでいるだろう」

　カチャリ、と野生の勘かんでぼくに信号弾ライフルの銃じゆう口こうを突つきつけてくる彼女に、

「ま、まあまあ、それよりさ」

　ぼくはアセアセと人差し指でライフルの銃口を降ろしつつ、

「きみのバックパックやライフルだけでもぼくが持つよ。さすがに大荷物すぎるでしょ」

　さっきから気にはなってたんだ。アイリーシュは汗あせだくになりつつも、愚ぐ痴ち一つ零こぼさないから。

　彼女は持ち前の負けん気で自分の体格と同じくらいの重装備を亀かめの甲こう羅らみたいに背負っていたんだけど、もともと背が低くって体力的に不利なだけにこれじゃあ負担が大きすぎるよ。

「ぼくなら全然平気だからさ、これでも一応男だから。それなりには鍛きたえてあるし、見かけは軟なん弱じやくでもね」

　ぼくが差し延べた掌をしかしアイリーシュはぴしゃりと叩たたく。

「よけいなお世話だ、自分の世話くらい自分で焼く。いいか？　おまえの同行は許したが馴なれ合いとは別だ、戦場では自分のことは自分で処理するのが原則だろう」

（もう、ほんとに頑がん固こなんだから）

　そうまで言われてしまえば、ぼくだって手伝ってあげたくても手伝えないじゃないか。

　ならせめて気晴らしの話題でも振ってみようと、

「それにしてもアイリーシュってほんとに《可愛いもの好き》だよね。子供の頃ころからずっとそうなの？」

　ぼくの目線が彼女の手にするヌイグルミに注がれていることに気づいたアイリーシュは、疲つかれて気け怠だるそうにしつつも、

「《ぺぽろってぃ世》のことを言っているのか？」

　そうなんだ。彼女はどんなに大荷物に苦しんでいても《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミだけは別格扱あつかいで、自分の手でしっかり持っていたんだ。

　ぞんざいにバックパックに詰めこんだりせず、まるでこの人形だけは手放すまいと意地になっているみたく。

「きみってたしかその、あんまり《可愛いものオタク》趣しゆ味みのこととか人には知られたくないんだよね？」

「……。誰だれが《可愛いものオタク》だ」

「そのわりには《ぺぽろってぃ世》だけはどこでも持ち歩いてるじゃない」

　ぼくは、こんな話を養成学校で習ったことがある。《依より代しろ操作型》の依代は機械が装着する核かくとさえなれればいいのだからどんな素材でもかまわないって。だったらもうちょっとかさばらないものとか、持ち運びに便利なものを選べばいいのに。指し摘てきすると、

「《依代操作型》の依代にはもう一つの特性があると習っただろう」

「もう一つの特性？」

　ぼくの選せん択たく科目は《特とく殊しゆ生存技能型》の講義中心だから聞き洩もらしもあるかもしれない。

「《依代操作型》の依代には、その《想念士》にとって最も思い入れの深いものを選ぶのがベストなのだ。より想念を集中できるぶんな」

「そうだったんだ」

　じゃあ……。アイリーシュにとってこのヌイグルミは、自分の人生で最も大切な宝物ってこと……？

　彼女は訥とつ々とつと自らの生い立ちを語りだす。

「《ぺぽろってぃ》だけではない、子供の頃はなんだって好きなものを買ってもらえたぞ。ほかの人形、可愛い小物、洋服、なんでもな」

「ひょっとしてアイリーシュの家って、すっごいお金持ちだったの？」

　何気なく使っていた高そうなハンカチといい。一朝一夕では到とう底てい身につかなそうな洗練されたドレスの着こなしとか、そこかしこにあった片へん鱗りんを思い出しつつぼくが尋たずねると、

「自じ慢まんになるが金持ちだったぞ」

（わ、言い切っちゃった）

「なにせわたしの父親はエリアで一、二を争う名士だったからな。執しつ事じが五人、わたし専属のメイドだけで十数人、家には大きな犬が何匹びきもいて、屋や敷しきの広さなどきっとおまえが見たら腰こしを抜かしてひっくり返るくらいだったろうな」

（それは言い切っても、誰も文句は言えないかも）

　威い張ばるとかじゃなく事実をありのままに話す彼女の言葉には真実味があった。

　じゃあアイリーシュって、正しよう真しん正しよう銘めいの《お嬢じよう様さま》だったんだ……。

　それも話からして、庶しよ民みんがイメージするみたいな小金持ちを軽く越えちゃってるくらいの、ウルバス長者番付に顔を連ねちゃってるくらいの。

（けどそれがなんで、《想念士》なんかやってるんだろ）

《想念士》なんかに、って言いかたはよくないかもしれないけど、やっぱりこの仕事は命懸けで誰もがなりたがる職業じゃないんだ。

　給料はそこそこだけど命を対価に考えればいくらお金を積まれたって微び々びたるものだし、ましてお嬢様基準じゃ。少なくとも安全で生しよう涯がい食いっぱぐれずちやほやされていられる暮らしがあるなら、迷わず誰もがそっちを選ぶと思う。

　するとついうっかり口を滑すべらせてしまったらしい彼女ははたと我に返り、

「──よ、よけいなことを喋しやべりすぎた」

　彼女はずんずん荷物を背負ってぼくを置いていってしまった。

「あ、アイリーシュ、ちょっと待ってよ！」

「きっ、きさまがつまらんことを聞くからだぞ！」

　それ以降しばらく、彼女は口をきいてくれなくなってしまった。

　忍にん耐たいと重苦しい無言の行軍が続き、アイリーシュはさっきからもう水を飲むとき以外は口を開けっ放しで、滝たきの汗を流してぜーぜー言っている。

　同じに、ぼくも水筒から口を離せない。

　なのに飲んでも飲んでもすぐに口が渇かわいてしまうんだ。

　とめどなく滴したたる汗が加熱された金属地面に落ちると、ジュッと音を立てて蒸発する。

「……ね、アイリーシュ、やっぱりぼくに荷物を持たせてくれないかな」

　さすがに限界だった。彼女の気持ちを尊重するのも。

「きみのがんばりを否定するわけじゃないけど、もしきみがここで倒たおれちゃったらそれこそ小隊の追つい跡せきなんてできなくなっちゃうでしょ？」

　黙もく々もくと考えこむアイリーシュに、

「軍隊だって射しや撃げきが得意な者、肉にく弾だん戦が得意な者、会計係に弾た薬まの計算をする者、いろんな得意分野がある。なにもかも一人でこなそうとするのは違ちがうんじゃないかな」

　ここで自分が熱射病や過労で倒れれば、ぼくにまで迷めい惑わくをかけてしまう──

　そう悟さとったのかアイリーシュは唇くちびるを噛かんで立ち止まり、バックパックを地面に降ろして信しん号ごう弾だんライフルをその上に置いてくれた。

「アイリーシュ……」

「……おまえの言う通りだ。一人の足手まといは部隊全体を危機に晒さらす。わたし個人のわがままでおまえを巻まき添ぞえにする資格はない」

　ぼくは熱された金属地面で彼女の荷物の底が焼けてしまう前に荷物を担かつぎ上げ、自分の荷物と一いつ緒しよに背負った。

「ぼくはきみが足手まといだなんて全然思わないよ。だってきみにはきみにしかできない活かつ躍やくの場が必ずあるんだから。きみの得意分野の順番が、まだ巡めぐってきていないだけだとぼくは思うな」

「カイム……」

　ぼくはアイリーシュの荷物を受け取りつつも、これだけは自分の手で持っていたいだろうと《ぺぽろってぃ世》を彼女に渡わたしてあげる。彼女はお辞じ儀ぎをしてそれを受け取った。

「それはそうと──」

　話しているあいだに、ぼくもアイリーシュも一本目の水筒をすっかり空にしてしまっていた。もう逆さに振ふっても水すい滴てき一つ落ちてこない。

「そろそろどこかで休きゆう憩けいにしない？　もうすぐ正午だ、そしたらぼくらは干上がっちゃうよ」

　シェイクトエリア直属軍の軍隊マニュアルだと、炎えん天てん下かの《無む窮きゆう領域》──特に金属粉が乾かん季きの場合の行軍では正午に気温がピークとなってその後は高温状態が数時間続くから、その間はベースキャンプを張ってやり過ごすべしというのが鉄則になっているんだ。

「そうだな、水筒の残り本数も心こころ許もとない。もう少し歩を進めておきたかったが残念だ」

　荷物をぼくに持たせてしまっている負い目もあってか、彼女も強固に反対したりはしなかった。

「決まりだね。だったらぼく、いいものを持ってきたよ」

「いいもの？」

「お弁当を二人分作ってきたんだ」

　ぼくは背負った二つのバックパックのうち自分の荷物のほうを手で揺ゆすって見せる。

　ぼくが早起きしてまでアイリーシュと打ち解けるために手作りしていたのはこれなんだ。

「なんだ、おまえ、そんなもの持ってきていたのか!?　食料なんてナッツル・バーや、カンヅメの携けい帯たい食しよくで充じゆう分ぶんだろう!?　だいたいこの炎天下で生ものなんて持ってきてたら腐くさってしまうぞ？」

「そこはだいじょうぶ、わざわざ保冷材まで持ってきたんだから。いくら行軍中だからって携帯食料ばかりじゃ味気ないじゃない？　インスタントってどうしても好きになれないんだ」

　ぼくの用よう意い周しゆう到とうさに口をあんぐり開けて呆あきれているアイリーシュは、

「しかし、おまえが料理が得意だったとはな意外だ」

「得意ってほどじゃないけど、レパートリーは多いほうかも。クイント家の家事全ぜん般ぱんはずっとぼくが引き受けてたからね、料理をする男なんてだめかい？」

　また軟弱者とか言われちゃうかなと思ったけど、

「そんなくだらん偏へん見けんなど、持っておらん。料理の腕うで前まえと軟弱さとになんの関係がある。おまえの言うそれが《得意分野》ってやつなのだろう」

　アイリーシュは公平に認めてくれた。

「ならさっそく、おまえの用意してきたメシとやらを食うとするか」

（……《メシ》とか《食う》とか、その辺の言こと葉ば遣づかいはやっぱり慣れないなあ）

　お嬢様っぽいかと思ったら、一転して野や卑ひな言葉遣いをしたりして。

　どういう生い立ちが彼女をこんな風に育てたんだろ。

　話のまとまったぼくらはさっそく二人してキャンプを設営し、食事を摂とることにした。



　　　　※



　そうしてキャンプに入ったぼくらだけど、

「はい、どうぞ。たくさん作ってきたから遠えん慮りよなしにどんどん食べてよ」

　小皿にずらっと取り分けられた料理を前に、前まえ屈かがみに正座したアイリーシュは唖あ然ぜんとしている。

　料理に顔を近づけすぎて彼女の真碧色サフアイアブルーの瞳ひとみはきゅっと寄ってしまっていた。

「……。な、なあカイム、念のために聞いておくがこれは食事なのだな？　おやつではなく」

　ちなみにぼくが用意してきた料理のメニューを列挙すると。

　前菜に、焼きチョコプリンの濃のう厚こうキャラメルソースがけ。

　前菜その二に、ミニサイズフルーツケーキの各種盛り合わせ。

　メインディッシュには豪ごう華か二段重ねパウンドケーキのサワーカスタードクリーム和え。

　さらにデザートは、ぼくの大好物のローズベリーパイだ。

「あ、……やっぱり……変かな？　言われるんじゃないかな、とは思ってたんだけど」

　ぼくの普ふ段だんの食事を見ると、大たい抵ていの人はアイリーシュと同じ反応を示すんだ。

「……。なあカイム、おまえひょっとして……もの凄すごい甘党か？」

　こめかみに冷ひや汗あせを垂らしているアイリーシュに、ぼくは乾かわいた笑いで頷うなずく。

　そうなんだ、ぼくはどうも相当な甘党らしい。

　自分ではこれくらい普通と昔は思ってたんだけど、最初に《人と違う》と自覚したのは世間一いつ般ぱんの人はパウンドケーキを丸々三個一気に食べたりはしないと初等部の頃ころ、同級生たちに指摘されてからだ。

「ほ、ほかの食べ物は、普段食べんのか？」

「基本、ケーキとデザートがあればほかになにもいらないかな。砂糖たっぷりのロイヤルクリームミルクティーがあればなおいいけど」

「……。個人の嗜し好こうに口を挟はさむ気はないが、もう少し栄養バランスには気を遣つかったほうがいいと思うぞ。それとケーキはデザートだ」

　指し摘てきされたぼくは苦笑して頭を掻かき、

「じつはセレーナにも偏へん食しよくについては直したほうがいいってかねがね言われてるんだよ。でもこれで意外と健康だったりするんだ、滅めつ多たに風か邪ぜもひかないし」

「ふーん……特異体質というやつか」

　アイリーシュのぼくを見る眼差しは、まるで動物園の珍ちん獣じゆうを眺ながめるそれだ。

「──あ、だけどだいじょうぶ、心配しないで。きみの料理はちゃんと別に作ってあるからさ。甘党の人用じゃないのをね」

　ぼくは持ってきていた別料理をさらにバックパックから出して並べる。ことこと甘く煮にた野菜スープに、大角山羊ホールン・ゴートのチーズ焼き、フレッシュチキンサラダに黒麦パンだ。

「ぼくは、きみのもぼくと同じメニューでいいんじゃないかって思ったんだけど、セレーナに強く《アイリーシュお姉ちゃんには別メニューを用意してあげないとだめです》って言われちゃってさ」

　それを聞いたアイリーシュはこう言った。

「……おまえの聡そう明めいな妹に、よくよく礼を言っておいてくれ」



　　　　※



　そうして始まった食事なんだけど。

　ここで新たな発見があった。念のため色々な食器をアイリーシュのために用意しておいたんだけど、彼女はナイフとフォークとスプーンを料理に応じて上品に使い分けて、料理を食べる際にも全然物を食べる音とか食器の音とか立てなくて。

　最後には口の周りをきちんとナプキンで拭ふいて食べ終えた皿にはナイフとフォークを並べて置いてって、それはもう完かん璧ぺきなマナーを身につけていた。

　比べてぼくはといえば下品な食べかたとは言いたくないけど、軍服のそこかしこに結構ケーキのスポンジとか落としちゃってて気品や見た目の美しさという点ではアイリーシュに遠くおよばない。

　ぼくがわざわざ持ってきた手料理だからアイリーシュも礼節を重んじて本気のマナーで食べてくれたんだろうけど、こんな姿を見せつけられちゃうと彼女が本当に大金持ちのお嬢じよう様さまだったんだなって思えてくるよ。

（だったらますます気になるな……アイリーシュが《想念士》になった理由）

《大金持ちのお嬢様》と血ち腥なまぐさい戦場を駆かけ巡る《想念士》──

　ある意味正反対の世界だ。

　そんな真逆の世界にあえて彼女が身を投じた経けい緯い──

　優ゆう雅がに食後の水のグラスを傾かたむける彼女の姿からは窺うかがい知ることができなかった。



　　　　５



　そうしてキャンプで涼すずんだぼくたちは、外の気温がだいぶ下がった頃ころ合あいを見計らって外に出る。念のため指でチョンと金属地面を触さわって確かめてみると、うん、もう素手で触っても平気なくらいに温度は下がっていた。

「これならだいじょうぶ、じゃあ出発しようか」

　キャンプを畳たたみ自分の分とアイリーシュの分の荷物を背負って歩み出そうとするぼくの肘ひじを、ツンと下から引っぱる感かん触しよくがある。見ればアイリーシュが摘つまんで呼び止めていた。

　何事かと思っていると彼女は緊きん張ちようにひっくり返った声で、

「あ、あのな」

「なに？」

「さ、さっき食べた、お、おまえのメシだが、わ、悪くはなかったぞ」

「！」

「ま、まあそうは言っても昔うちで雇やとっていたウルバス七つ星お抱かかえシェフの味には俄が然ぜん、お、劣おとるがな！　そっ、それでもこれなら元気が出て、何時間でもぶっ通しで小隊を追いかけられそうだ」

　わざわざその一言を言ってくれるために……。

　ぼくを呼び止めてくれた彼女の気持ちがなんだか無性に嬉うれしくて、早起きした甲か斐いがあったなって思う。

（ツンデレーナ……）

　アイリーシュはぼくのお尻しりをぴしゃりと叩たたき、

「ふ、ふん、さっさと行くぞ！　なにをしまりのない顔をしている！」

　早歩きですたすた追い抜ぬいていってしまった。

「あ、ま、待ってよアイリーシュ！　荷物持ちはぼくがやってるんだから、歩くペースはぼくに合わせてくれないと！」

　士気満点のぼくたちがこれからやることは、あとはひたすらカラルモ方面に向かって歩くことだけだ。その際、なにか小隊の手がかりを示すものが道中にないか気をつけることだけを忘れずに。そうこうして数刻ほど歩き進めた頃、

「ん、カイム、あれはなんだ？」

　アイリーシュがふと立ち止まり、《無窮領域》の一角を指差した。

　ぼくが目を凝こらすと金属大地でなにかが動いている。どうやら小動物みたいだ。

（えっ小動物……？　そんなはずは）

　そばまで寄ってみると手乗りサイズの小さな生き物が首輪をつけられて機械タイルの地面と連結した紐ひもでくくられていた。白くてもっさりの体毛。全体的に丸っこい身体からだつき。鼻をキュンキュン鳴らしてなにかを訴うつたえかけるようなつぶらな瞳で、こっちを見つめている。

（……！　ま、まずいかも……こ、これは!?）

　あっ、と思いぼくが脇わきを見下ろした時には、もう遅おそかった。

「……！　……。……」

　アイリーシュの瞳は完全に小動物を照準完了ロツクオンしてしまっていた。

　彼女のストライクゾーンど真ん中であるだろう、その動物に。

「な、な……な！」

　一目見るなり彼女の目はきらきらと輝かがやき、恍こう惚こつと身体を震ふるわせている。

　いまの状態はお茶を飲んで泥でい酔すい状態のそれに等しく、アイリーシュの理性はどこかに消し飛んでしまっているはずだ。催さい眠みん術じゆつさながらにふらふらと動物に近づいてゆく彼女の背中を、ぼくは必死に抱だき留とめた。

「ま、待ってアイリーシュ、い、いくらなんでもこんなところに不自然だよ!?」

「ふ、不自然とは？　というか、な、なにを焦っている？」

「だっていま、動物のところに行こうとしてたじゃないか!?」

「くっ、こ、こんな可愛いやつだぞ!?　く、黒目がいっぱいで、め、眼をうるうるさせてるんだぞ!?　そんなやつが助けて欲しそうにこっちを見てるのに、おまえは放置しろというのか!?」

　本性を露あらわしたアイリーシュはほとんど半はん狂きよう乱らんでぼくをずりずり引きずりついには匍ほ匐ふく前進していく。

　も、物もの凄すごい力だ、や、やはり《愛》の力には敵かなわないのか!?

「き、聞いてよアイリーシュ！　ここは《無窮領域》なんだよ!?　け、携けい帯たい錠じよう剤ざいがなければあっという間に鉱化病にかかってしまう不毛の機械世界なんだ！」

　凶きよう暴ぼうな《掃そう討とう者しや》だってごまんといる。

　そんな場所になんの変へん哲てつもない小動物が、生きていられるはずないじゃないか！

　ぼくがアイリーシュを羽は交がい締じめしつつ精神を集中させてみると、……。ほら、やっぱりだ、小動物を中心に《罠トラツプ》の気配が精神感応ではっきりと感知できる。

　しかし彼女も《罠トラツプ》の感知ができないはずないのに、

「ほ、ほらほら怖こわがることはないぞ、もうだいじょうぶだ、いま助けてやるからな」

　不ふ屈くつの闘とう志しでとうとう小動物の元まで到とう達たつしてしまったアイリーシュは、そうっと両手を伸のばした。だめだ、か、完全に正常な判断能力を失っちゃってる！

「い、いけないよアイリーシュ、きみがその動物に触ふれたら《罠トラツプ》は作動するんだ！　思うにその《罠トラツプ》は近くの人間の想念を感じ取って、その人の《大好きなもの》を囮おとりに造るんだよ！」

　これだけ言ってもおかまいなしに、ついにアイリーシュは小動物に触ってしまった。

「おーよしよし怖かったな。だがもう心配はいらないぞ、このわたしが来たからにはな」

　彼女は縛いましめの首輪を外してその身体を《ぺぽろってぃ》でくるむように抱だき上げて、幸せの絶頂でモコモコの体毛に頬ほおを擦すり寄せる。

「アイリーシュ！」

　次の瞬しゆん間かん、



　ガコン。



　──!?



「ア、アイリ……う……うわああああああああっつ!?」

「っ……!?」

　いままでぼくたちが立っていた金属地面が、あろうことかほぼ垂直の奧傾けい斜しやに底抜けして倒たおれ、ぼくらはその急斜面をずるずると滑すべり落ちていった。

「うっ……わああああああああああっつ!?」

「ぐっ……!?　ちいっ……！」

　ぼくとアイリーシュは前転、横転、側転、後ろ回りと重力の赴おもむくまま滅め茶ちや苦く茶ちやに転がされ、それでも手近な機械残ざん骸がいの蔓つるになんとか腕を引っかけて、辛かろうじて宙ちゆう吊づりの状じよう況きようで落下を食い止める。

　が、ようやく体勢を安定させたところで下を見れば、パラパラと機械屑くずの落ちてゆく斜面の底は二〇〇マルテルは彼方かなたという断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき、落ちれば問答無用で命がない。

　しかも元が大平原タイプのタイル型金属地面なのでよく蔓に絡まれたと幸運に思えるくらい掴まれる支点が殆ほとんどない。

「!?　ハッ、いっ、いままでわたしは一体なにをしていたのだ!?」

　ようやく正気に戻もどったアイリーシュは自分の置かれた現状を見て愕がく然ぜんとする。

　……。この期ごにおよんであれだけの勢いで転落しながら、なおかつ崖がけに片手でぶらさがりつつも、いまだ《ぺぽろってぃ》ごと小動物を手放していない執しゆう念ねんはじつに立派だ。

「アイリーシュ……」

「……た、確かに怖ろしい《罠トラツプ》だった、あの小動物を見た途と端たん自分でもわけがわからなくなって、あ、あそこまで的確に人の弱点をついてくるとは、わたしはあんなに卑ひ劣れつで凶きよう悪あくで強力な精神操作属の罠を見たことがない」

「……。アイリーシュ」

「と、ともかくだ!?　い、いまはこのような事態におちいった責任が誰だれにあるのか、などといった不毛な追及は置いといて、い、一いつ致ち団結しての脱だつ出しゆつが先決だ！」

（……。こんな事態におちいったのは、一〇〇パーセントきみの責任だと思うけど）

　こんな宙ぶらりんの体勢で罵ののしり合っていてもしかたがない。ぼくはやれやれと打開策を考える。いまさら想念で《罠トラツプ》を停止したところで、物理的に縦になってしまった地面が元に戻るわけじゃなし……。どうしたものだろう。

（そうだ、ぼくの持っているバックパックを使えば）

　考えている最中にも、またもアイリーシュの悲鳴が聞こえてくる。

「うわわ、カイム、下だ！　見ろ、なにかが登のぼってくるぞ！」

「え？　今度はなに!?」

　普ふ段だんの超ちよう然ぜんとしている彼女らしからぬ取り乱した絶ぜつ叫きようにぼくが下を見て目を眇すがめると、無数の蠢うごめく《なにか》が機械残骸の壁かべを這はい登ってきていた。

　同時にぼくの《特とく殊しゆ生体エネルギー》感知器が細動する。

「まさか《掃討者》が……!?」

「なにをいまさら！　現にわたしの感知器も反応してる！」

「そうか……わかった！　この《罠トラツプ》はいまよじ登ってきている《掃討者》とセットになっていたんだ。《罠トラツプ》にかかって動けない相手を共生関係にある《掃討者》が仕留める、こんな珍めずらしいタイプの《罠トラツプ》もあったんだね」

「感心している場合か!?」

　アイリーシュをこれほど狼ろう狽ばいさせている原因は《掃討者》の《見た目》にあった。

《掃討者》の一いつ匹ぴき一いつ匹ぴきは、ぼくたちの掌くらいの大きさでたいした迫はく力りよくもないんだけど。その外形は手も足もないイモムシみたいで、つるりと生白い体表は気味悪い粘ねん液えきに覆おおわれている。

　奴やつらが這い進んだ痕あとには粘ねばついた道ができ、身体の前面には感覚器らしき斑はん点てんが幾いくつかあってそれでぼくらの位置を察知しているみたいだ。

　そんな奴らが数百、へたをしたら数千匹びき単位でぼくら目がけて一心不乱に大行列してくるんだから堪たまらない。

　効果音で喩たとえるなら、まさに、うぞぞぞぞ、うぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ──って感じだ。

「……。カイム、い、言ってなかったがわたしは、無能と、愚ぐ図ずと、下げ衆すと、卑ひ怯きよう者ものと、風ふ呂ろに入らない奴のほかにも同じくらい、脚あしの無い生や物つと脚のたくさんある生や物つが大嫌いなのだ」

「……。そんなの好きなの、あんまりいないと思うよ」

《仄ほの白じろき行軍者》──ぼくが即そつ興きようで名づけた《掃討者》の粘液はどうやら強酸性らしく、奴らの進軍ルートの機械残骸はどんどん眼めに染しみる煙けむりを発して溶とけてゆく。

　が、そんな実害よりもなによりも奴らのヌメヌメうにょうにょとした生理的嫌けん悪お感かんがアイリーシュにはどうにも耐たえ難がたいらしく、彼女はぞくぞくと身体を震わせて全身に鳥とり肌はだを立てていた。

「た、頼たのむカイム……！《罠トラツプ》を作動させてしまったのはわたしが悪かった、あ、謝あやまるから奴らをなんとかしてくれ!?」

　アイリーシュはツインテールをぶるぶる揺ゆらして、下をなるたけ見ないように身み震ぶるいしている。

　あの負けん気の強い彼女がこんなに素直に謝るなんて。ちょっと、意外かも。

　アイリーシュをここまでしおらしくできる弱点ならこれはなにかの時に使えるかも、などと不ふ遜そんな考えが閃ひらめいてしまったぼくが、

「わあ……あんなのに全身まとわりつかれたら、酸とか関係なく失神しちゃいそうだね」

　ちょっと意地悪で言ってみると、

「そ、そ、想像してしまったではないか馬ば鹿か者もの……！　た、頼むから、怖ろしいことを言わないでくれ」

　もはや半べそで懇こん願がんしてくるアイリーシュがさすがにかわいそうに思えてしまったぼくは、彼女を助けてあげることにした。

「じゃあ、とにかくなんとかしてみるよ。とりあえずぼくのバックパックにエアガンとワイヤーフックが入ってるから、それを取れるかい？」

「そ、そうか、これを使って崖をよじ登るのだな、こ、この状況を打開できるのならどんなことでも死ぬ気でやってみせよう」

《ぺぽろってぃ世》を肩当ての金具に引っかけ小動物を肩かたに移しスンと洟はなみずを啜すすったアイリーシュは。ぼくと呼吸を合わせ、懸けん垂すいの要領で僅わずかばかりの手がかりを利用しつつ機械残骸の崖を横に進みお互たがいの距きよ離りを狭せばめてゆく。やっと二人の肩がぴったりついたところで、

「よし、いまから取るぞ！　待っていろ」

　アイリーシュは片手で自分の体重を支えながら、素早くもう一方の手をぼくの背負うバックパックに突つっこみ無事エアガンとワイヤーフックを取り出した。

　彼女はフックを口にくわえて器用にエアガンにはめこみ、

「よし、装そう填てんしたぞ」

「じゃあ今度はフックを崖の上のどこか適当な出っ張りに発射して、ワイヤーを結びつけてよ」

「まかせろ、射しや撃げきは得意だ。昔はよく父や屋や敷しきの者たちと狩しゆ猟りように勤いそしんだものだからな」

　片目を眇すがめ狙ねらいを絞しぼってアイリーシュはエアガンを撃うつも、

「……!?　ちいっ、届かんぞ！　ここからではワイヤーの射程外だ」

「じゃあぼくが支えになるから、ぼくを踏ふみ台に使って。遠えん慮りよはいらないからさ」

「なるほど、それはいいアイデアだ」

　背が低い分アイリーシュは体重も軽い、ぼくの腕わん力りよくでも充じゆう分ぶん支えきれる。

「では、遠慮なしにいかせてもらうぞ」

　ぼくの両肩に軽やかに軍ぐん靴かを乗せる彼女だったけど、

「ぐ、だめだ……カイム！　やはりまだあと少しだけ高さが足りん、どうする!?」

　ワイヤーフックを射出してはウィンチで巻き戻し回収するを繰くり返かえしても、どうしてもフックが崖の上に届くまであと僅かに距離がある。ぐずぐずしている間にも、《仄白き行軍者》の恐きよう怖ふの大集団はぼくたちのすぐ足下にまで迫せまっていた。

　我が慢まんの限界に達したアイリーシュはもはやパニック状態で、

「ぐっ、せ、背に腹は代えられん！　こうなったら最終手段だ、じっとしていろ！」

「え、アイリーシュ、なにするつもり──ふんぎゅ……!?」



    

  
    
      　……。彼女は肩の上からさらにぼくの頭にまでよじ登り、ぼくの顔面を情なさけ容よう赦しやなく靴くつの踵かかとで踏んづけて踏み台にする。……酷ひどい。

（……。そりゃあ遠慮なくとは言ったけどさ、せめて踏んづけるのは頭くらいに）

　抗こう議ぎするつもりでぼくが視線を上げると、

「え、わっ、わっ!?」

「なっ……!?　き、きさま!?」

　ひらついていたアイリーシュの軍服スカートの中身が偶ぐう然ぜん目に飛びこんできてしまう。高級下着の純白のお尻しりのクロッチ上、前方には単純シンプルだけど可愛いワンポイントのひらひらリボンがくっついていた。

（う、うわわわっつ!?　……で、でもアイリーシュらしい柄がらかも）

「ば、な、なにをどさくさ紛まぎれに見ている!?　きさまはきちんと下を向いて台座になってろ！」

「わ、ちょ、わざとじゃないって！　落ちる！　お、落ちちゃうってば!?」

　アイリーシュは両手が塞ふさがっているものだからぼくの顔面に、容赦なく踵かか蹴とげりの連打を浴びせてくる。

「ええい、ぐらぐら揺れるな！　あとちょっとの辛しん抱ぼうだから男なら根性を見せんか！」

（……。《少しは心強く思ってもらえるよう、ぼくもなるたけ努力するから》なんて言ったの早まったかな）

　数刻後──

「よし、やったぞ！　歓よろこべカイム……フックが引っかかった！」

「……それはどうも、おめでとうございます」

　歓かん喜きのアイリーシュとへとへとになったぼくは金属の出っ張りにしっかり絡からんだワイヤーをウィンチで巻き上げつつ、順番にエレベータ方式で崖の上へと脱出してゆく。

　でも当面の転落の危険は免れても、まだすべての危機が去ったわけじゃないんだ。

「カイム、奴らもう崖のすぐそこまで迫っているぞ。どうやって食い止める!?」

　洪こう水ずいのごとき大集団をどう阻そ止しするか、しかしぼくには考えがあった。

「アイリーシュ、きみの肩にいるその小動物を貸してくれないか？」

「どうするつもりだ？」

　ぼくはもらいうけると、

（ごめんよ）

　罪悪感を感じつつも《仄白き行軍者》の群へとそっと落とす。

「あっ!?　な、なにを……!?」

　悲鳴を上げるアイリーシュだが、

「あれは、──生き物じゃない。あくまで《罠トラツプ》の一部品、周囲の存在の想念を感知してその《好物》に化けるものなんだ。だったら──」

　崖がけ下したの闇やみに落ちてゆくもと小動物がなにに変身したのかは確かめようもないが、《掃そう討とう者》の群は一いつ斉せいにこれを追いかけて一いつ匹ぴき残らず岸がん壁ぺきより投身自殺していった。

　かりに墜つい落らく死を免まぬかれたとしても、奴らは未み来らい永えい劫ごう崖の底で変身した《なにか》にまとわりつき続けるだろう。その命、衰すい弱じやくして涸かれ果てるまで。

（にしても、今回は本当に酷い目に遭あったよ）

　あの《掃討者》を一匹くらい、お守り代わりとしてポケットにでも忍しのばせておいたほうがよかったかな？

　その後もしばらくはアイリーシュはがくりと地面に四よつん這ばいになり、崖下を覗のぞきこんで消え去った小動物の面おも影かげを追っていた。
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「アイリーシュ、やっぱり漠ばく然ぜんとカラルモ方面に進むだけじゃ無理があるんだよ。捜そう索さく範はん囲いが広すぎるんだ」

　崖での失敗を教訓にぼくが進言すると、

「そうだな、もっと特務小隊を見つける効率的な方法はないものだろうか」

「こういうのはどうだろ？　原点に立ち返って《罠トラツプ》を使うんだよ」

「《罠トラツプ》か、悪くないな。《想念士》の本領はそこにあるのだからな」

　意見の合がつ致ちをみたぼくたちはとりあえず荷物をその場に置き、さっそく下準備に取りかかる。《罠トラツプ》を本格的に使う以上セレーナの助力は欠かせない。

　イヤリングの通信回線を開くと、すぐに妹の声が聞こえてきた。

『あ、お兄ちゃん！　なんのご用ですか？』

「うん、またセレーナの《知識》を借りたいと思ってね。手伝ってくれるかい？」

『もちろん歓よろこんでお手伝いするでありますよ。それより、どうですか？』

「どうって？」

　するとセレーナはエヘヘと意味深に含ふくみ笑いをして、

『アイリーシュお姉ちゃんとの仲ですよ。なにか、進展はあったでありますか？』

「ば、ばか、なにいきなり言い出すんだよ!?」

　アイリーシュは幸いにして地面にあぐら座りで銃床ストツクを固定した信号弾ライフルを、安全装置をかけて銃じゆう身しんを覗きこんでの点検作業中だ。

　いまの通信回線のやり取りは聞かれていないけれど、内心ぼくは冷や冷やものだ。

「どうしたカイム？　なにをぶつくさ言っている？　独り言の癖くせでもあるのか？」

「あ、いや、べ、べつになんでもないんだ、作業を続けてて」

　ぼくは適当にお茶を濁にごしながら、こっそりイヤリングの集音マイクに口を近づけセレーナに小声で話しかける。

「──い、いまのところ、そ、そこそこ順調かな」

『あれ、《彼女とはそんな関係じゃない》ってもう否定しないですか？』

「い、いいじゃないか！　それより早いとこ仕事を頼むよ」

『はいはい、わかったでありますよ。で、セレーナはなにをすればいいですか？』

　そうしてぼくは荷物置き場にアイリーシュを残し、《タカノボリノキ》という地面から円柱状に露ろ出しゆつした《罠トラツプ》の上に足を乗せる。すると《タカノボリノキ》は昇しよう降こう機さながらにぐんぐん天へと向かって延びて地上のアイリーシュが豆まめ粒つぶみたいに見える高度にまで達した。

　ここからなら一帯にどんな《罠トラツプ》があるのかセレーナにチェックしてもらいやすい。

　高所恐きよう怖ふ症しようの人間ならずともすくみ上がってしまいそうな、風だって地上とは比べものにならないくらいビュウビュウ吹ふきつけてくる高さにぼくもさすがに怖こわいと感じ、《罠トラツプ》にしゃがみこんで掴つかまりながら耳みみ飾かざりを通じて妹に尋たずねた。

「どうだい？　使えそうな《罠トラツプ》はあるかい？」

『そうでありますね、とりあえず見た感じですと──』

　そうこうして役立ちそうな《罠トラツプ》を一通りセレーナに教えてもらったぼくは、有事に備えて特務小隊を探すのとは別の《罠トラツプ》も用意しようと、これを仕し掛かけるのに最適な地形も調査する。

　ぼくの目に留まったのは機械屑くずがぎゅうぎゅうに積み重なった高台で、麓ふもとにはカラルモ方面にかけてジャングルタイプの機械密林が無辺際に地平の彼方かなたまで延びていた。

　下見を終えたぼくはセレーナとの通信を切り、その頃ころには点検作業を終えていたアイリーシュの元へと還かえる。

「お待たせ、だいたいの目星はついたよ。いけそうだと思う」

　すると、

「あっ!?　は、早かったな！」

　がさこそっとアイリーシュは、慌あわてて後ろ手になにかを隠かくしたみたいだった。

（なんだろ？）

「も、もう戻もどってきたのか？　な、ならば今度はこっちの作業に移ろう」

　彼女は背に隠していた紙みたいなものを今度はサッと折りたたんで上着のポケットへとしまう。気にはなったけど見せたくないものを詮せん索さくするのもどうかと思い、ぼくはあえて深くは追及しなかった。

（なんだかアイリーシュ、物思いに耽ふけっていたようにも見えたんだけど）

「では始めるぞ」

　気を取り直して立ち上がったアイリーシュは、ヌイグルミを天高く放り投げて人差し指を突つき上げる。

「──真《ぺぽろってぃ世》起動！」

　彼女の叫さけびに応じて周辺の機械屑がどんどん飛来してきて、瞬またたく間に空中に巨きよ大だい依より代しろを造り出す。この辺の材料は平面的な機械タイルが中心なので出来あがってゆく《ぺぽろってぃ》の外形もところどころちょっぴり角張っていたりして不ぶ恰かつ好こうなんだけど、それでもあり合わせの材料で概おおむね同じような機体を創りだしてしまうアイリーシュの《ぺぽろってぃ》への愛というか想念イメージ能力は見事だ。

　完成に至った機械人形に、彼女は肉体労働を命じた。

「いけ真《ぺぽろってぃ世》！　おまえの力を存分に見せつけろ」

　身み振ぶり手振りを交えて指揮するご主人様の前でズズーンズズーンと地じ響ひびきがこだまし、機械大巨人は人間の何倍もの力で人力では到とう底てい持ち上げられない《罠トラツプ》をどんどん運うん搬ぱんしてゆく。

　数十人力の重労働にも一切不平を漏もらさず従事する依代に、ぼくは頼たのもしく思えた。

「助かるよアイリーシュ、ぼく一人なら《罠トラツプ》の使い道が極きよく端たんに制限されちゃうから」

《特とく殊しゆ生存技能型》の《想念士》であるぼくは、その場にある《罠トラツプ》をあるがままに利用することしかできない。しかしアイリーシュという《依代操作型》が加われば、《罠トラツプ》の配置を自在に変えたり《罠トラツプ》自体を持ち歩けたりと格段に戦術の幅はばが拡がる。

《想念士》はこうやって仲間同士の連れん携けいで力を何倍にもできるものなんだ。

（ぼくとアイリーシュの気持ちが一つになればもっともっと連携力を高められるのにな）

　しばらくして。高台まで移動して作業を終えたアイリーシュが満足げに周辺を見み渡わたし、

「こんなものか？　だいたいよかろう」

「上出来だね、あとは時がくるのを待つだけだ」

　ぼくらは軍隊式《休め！》の姿勢で待機させた真《ぺぽろってぃ世》の股また下したスペースに日除けよろしく潜もぐりこんで、地面に腰こしを降ろし骨休めする。

　今後の計画を実行するには本来危険である夜を待たなくてはいけないからだ。

　と、どうしたのか、ぼくの隣となりに横座りで陣じん取どったアイリーシュは軍服の二にの腕うでを持ち上げたりして自分の匂においを嗅かぎ始めた。

「なに、しているの？」

「いや、その、なにかこう気になってな」

「気になるって、なにが？」

　首を捻ひねるぼくの脳天を、アイリーシュは平手ではたく。

「黙だまれっ……とっ、年とし頃ごろの娘こがこんな風に言えば、匂いのエチケットに決まってるだろうが!?　この鈍どん感かん男が！」

　ぼくはジンジンする頭を抱かかえ、

「ご、ごめんよ、気が回らなくって」

　そういえばお嬢じよう様さまなんだもん、軍属の身だからいろんなことに我が慢まんをしているけど本音を言えば人一倍汚きたないこととか不潔なことが大だい嫌きらいなはずだ。

（考えてみれば日中のあの暑い最中、二人して汗あせだくで行軍もしてたしね）

　実はキャンプでもぼくらは二人して、食事の前にお互たがい背中を向け合って汗あせ拭ふきシートで身体からだを拭いてたりしたんだ。彼女にいたってはごそごそ音がしてたから、下着類も換かえてたんだろうけど。でも試ためしにぼくが、

「な、なんだおまえ、なにをする……つもりだ？」

　アイリーシュの首筋辺りに顔を近づけてみると、うん、全然──。

　汗あせ臭くさいどころかむしろ、上等な制せい汗かんスプレーのやんわりと心地ここちよい香かおりが漂ただよってくる。

「うん、まったくだいじょうぶだよ、っていうかとてもいい匂いがする。例によってまた超ちよう高級品？」

　ぼくが安心させてあげるつもりで教えると、

「だ、誰だれがそんなに顔を近づけて嗅かげと言った!?　は、離はなれんかきさま！」

　真っ赤になった彼女に、ぐいっと肘ひじで顔を押おし戻されてしまった。

「あ、ごめん、ちゃ、ちゃんと確かめようと思っただけなんだけど」

「……まったく、なんというデリカシーのない男だ」

　憤ふん慨がいしながらも安心したのか、表情を和らげたアイリーシュは宵よいの刻にあと少しで差しかかろうかという藍あいなかばの空を仰あおぎ見みた。

「──美しい、眺ながめだな」

　美しい……？　ぼくの目に映るのは金属粉という常とこ闇やみのカーテンに煙けむる、濁ったマルクアルトゥスの空だけだ。

「金属粉にいつだって霞かすんでいる、お世辞にも褒ほめられた色合いではない空だが、わたしはあのくすんだ空にこそ人間の気き概がいがこめられている気がしてならないのだ」



    

  
    
      　彼女の眼差しの先には、遠くウルバスの都市が幻う影つっているのかもしれない。

「人間が人工的に送風装置エアダクトで造りだしている、《自然》という観点からすればこれを冒ぼう涜とくしているとも取られかねない反骨的で不自然極まりない空だが。そこにはこの過か酷こくなマルクアルトゥス世界でどんなことをしてでも生き延びてやるという、不ふ遇ぐうの運命に屈くつしない《人の矜きよう持じ》が垣かい間ま見みえるのだ。だからわたしは、どんなに見栄えが悪くともあの空が好きだ」

　そう言われてもう一度空を眺めてみれば、

「──うん、そうだね。ぼくもきみの言う通りだと思うよ」

　ぼくの目にも、あの空がとても美しく尊いもののように感じられた。

「……。ね、アイリーシュ、さっきはなにを見ていたの？」

　いまならなんとなく教えてもらえるかもしれない──

　なんとなしに、そんな風に感じたぼくが聞いてみると、

「おまえが戻ってきた時に見ていたやつか？」

　アイリーシュは少し逡しゆん巡じゆんしてからふっと肩かたの力を抜ぬき、

「そうだな、たしかに隠すものではないな。おまえはこんな場所まで、……こんなわたしにつき合ってくれているのだからな」

（アイリーシュ……）

　微笑ほほえみ……？

　たぶんウルバス中を探しても数えるほどの人間くらいしか目もく撃げきしていないであろう──

　彼女がいま、この場でぼくにだけ見せてくれた控ひかえ目で、でもとっても素敵な笑顔が、ぼくにはほかのどんな物品や金銭よりも価値のある報ほう酬しゆうに感じられた。

　それだけでもうぼくの胸は一いつ杯ぱいになってしまって。

　彼女は上着にしまっていた紙を取りだし、どうもそれは封ふう筒とうみたいだ。

　なかには折りたたまれたさらにもう一枚の紙が入っていて、そこには知性と細やかさを感じさせる丁てい寧ねいな文字が透すけて見える。

（手紙……？）

　滑なめらかで少し厚みのある上質紙、差出人の繊せん細さいな心配りなのか一ひと振ふりの香こう水すいが振りかけられている。なんだか嗅いでいるだけで心安らぐ、そんな優しい香りだ。

「──ゴールドマリー、この香水の原料となっている花の名前だ」

「ゴールドマリー？」

「花言葉は、……。《あなたの未来に両手で抱えきれないほどの幸せを》」

　しばらく間を置いてから、アイリーシュは教えてくれた。

「あなたの未来に、両手で抱えきれないほどの幸せを……」

　差出人の、アイリーシュに対する深い愛情が感じられる。

　ただそこまで彼女を気き遣づかっていながら、どういうわけか手紙には差出人名が記されていない。

「ね、誰がこの手紙をきみに送ったの？」

「ガルシア・ウィンフォード」

「！」

「──かもしれないが、そうでないかもしれない」

　これまでぼくが見たことのない切ない眼差しで、アイリーシュは手紙を見つめている。

「かもしれないが、そうでないかもしれないって……」

　両りよう膝ひざを抱えたアイリーシュは自分の顔を膝の谷間に埋うめ、

「……。わたしにもわからないのだ。だからこそわたしは知りたい、あの人に会って直接確かめたい」

　深い想おもいほど軽はずみに声にはならず──

　それ以上なにも語ろうとしないアイリーシュを見て、ぼくはウルバスに古くから継つ承たわる伝統の言葉をふと思い出していた。



　──《想念士》は誰もが人の世の《重き荷》を背負っている──



　それはぼくたち《想念士》の宿命とも言うべきものだ。

　ぼくたち《想念士》に老いた者はいない。《想念士》の《罠トラツプ》を操る能力は、成長期に分ぶん泌ぴつされるホルモンバランスと密接な関わりがあるからだ。

　だから想念士団は一〇代前半から遅おそくとも二〇代後半まで、若者だけによる最前線部隊なんだ。

　そんな明あ日すをも知れない戦場に若くして身を投じる者たちはみな、なにかしらの深い業ごうを背負っている。

　それまでの人生を全否定し、《想念士》を志した、ならざるを得なかった深い理由を。

　ぼくがセレーナのために、この世界に飛びこんだように。





　夜は静かに更ふけていった。
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「そろそろ頃ころ合あいだ、始めるぞ」

　機械屑組み重なる《無む窮きゆう領域》の高台に立ったアイリーシュは星空を見上げると、気合いの表れかツインテールの髪かみをすっと払はらう。

「よし、いこう」

　ぼくと視線を交わした彼女は軍服のスカートをはためかせ、手旗信号の要領で腕を動かし真《ぺぽろってぃ世》に大口を開けるよう想念指示を送る。

　その口内主しゆ砲ほうにはぼくがあらかじめ用意していた特とく殊しゆ砲ほう弾だん、《無窮領域》で探した《ヒトヨノミチシルベ》のまだ萌ほう芽がしていない苗なえ床どこが塊かたまりのまま装そう填てんされていた。

「射出！」

　天頂を指差したアイリーシュの裂れつ帛ぱくの声と同時に、顔を上向け口こう蓋がいを全開させた真《ぺぽろってぃ世》が砲弾を発射する。

　すると大気に螺ら旋せんの煙けむりを描えがいて打ち上がった《ヒトヨノミチシルベ》は夜空高くで花火さながらに爆ばく裂れつし漆しつ黒こくの世界に大輪の華はなを咲さかせた。

　広こう範はん囲いに降り注ぐ機械片はぼくらがいま高台から見下ろしている《無窮領域》の深しん淵えんにまで行き届き、やがていたるところで特有の淡あわい光が立ち上る。網あみの目状に光の帯が生まれたそれらはさながら常とこ闇やみの世界に浮ふ上じようする死者たちの送り火だ。

「アイリーシュ、うまくいったみたいだね」

《ヒトヨノミチシルベ》は本来、ただの灯あかり代わりじゃなくてあらゆる生命体の生体エネルギーを感知して《発光》の形で報しらせる感応探知属の《罠トラツプ》なんだ。

　しかも都合のいいことに生命体固有のエネルギーをきちんと分別して、光の波長を換えてくれる。人間は白、《掃そう討とう者しや》の光は蒼あおといった具合に。

　かく言う破片を浴びたぼくやアイリーシュの身体もまた白の微び光こうに包まれ、暗くら闇やみに自分たちの輪りん郭かくを浮き立たせていた。

「つまりあの光の一つ一つが、なんらかの生命体反応であることを示しているわけか」

「そうだよ、そして光の強さは生体エネルギーの大きさに比例する」

　残念ながら人間のもの──特務小隊を示す《白の光》はぼくらの見み渡わたす限かぎり見当たらなかったが、

「……見ろカイム、あそこを！　特出して明るい光を放っている場所があるぞ！」

　アイリーシュが指し摘てきした《無窮領域》の一角は、まばゆい光が燦さん然ぜんと輝かがやいていた。

　それは《掃討者》を暗示する《蒼の光》だったけど、あたかも小型の太陽が地上に出現したのかと見み紛まがうほど異様の気配を漂わせている。

「あの大きさは並みの《掃討者》じゃない……あまりにも巨きよ大だいすぎる」

　ほかの薄うすぼけた光に比べて鮮せん明めいにして超ちよう大だい、普ふ通つうの《掃討者》でさえぼくらが相対すればみな生死を賭とした戦いを強しいられることを考えれば、

（あそこに潜ひそむのは、どれほどの……化け物なんだ!?）

　普通ならこの時点で脇わき目めもふらずに逃にげる。危うきには近寄らない。場合によっては全装備を遺い棄きしてでも、速力最優先での総退たい却きやくが正しい。しかし、

「カイム！　もしかしたらあの《光の奴やつ》に、ガルシア大たい尉いや特務小隊が襲おそわれた可能性はないのか!?」

「！」

　あの光を見た瞬しゆん間かん、ぼくの頭にも真っ先に浮かび──最も怖おそれていたこと。

　ぼくが返答しあぐねていると、歯は噛がみしたアイリーシュは上着に手を入れ、──カサリと音がしたからあの《手紙》を握にぎり締しめたのだろう、

「……わたしは行くぞ！　確かめねば、ならないのだ！」

　彼女は巨大光源目がけ走りだしていた。

「アイリーシュ!?」

（どんな危険が待ち受けてるか、わからないんだよ!?）

　特務小隊がやられちゃったかもしれない、相手なのに!?

（いつもいつも無茶ばかりして！　……。でも、だからといって）

　きみ一人を、……。行かせられるわけないじゃないか。

「待ってよアイリーシュ、ぼくも一いつ緒しよに行くよ！」

　息を乱れさせて追いつくぼくに彼女は感謝するように、

「案ずるな、わたしとてそう無茶ばかりしない。あくまで目的は《偵てい察さつ》だ」

「光の正体を確かめに行く、だけなんだね？」

「そうだ、まだ奴に大尉たちがやられたとは限らないのだからな」

「だったら危なくなったらすぐに退却するって、約束してよ!?」

　頷うなずき合うぼくとアイリーシュは機械屑の急きゆう斜しや面めんを一気に駆かけ下り、僅わずかに後方を前進する真《ぺぽろってぃ世》を従えて《無窮領域》をひた走る。

（だいじょうぶ、自分を信じるんだ。こんなケースも想定してたじゃないか）

　ぼくは自分に言い聞かせる。なんのために《有事の準備》もしておいたんだ。

　敵を倒たおすためではなく、少なくとも無事戦場から離り脱だつするための。

　ぼくにとって《生せい還かん》はあらゆる局面において《勝利》以上に最優先されるべきもの。たとえそれが傍はた目めにはどんな惨みじめに映る敗走劇になろうとも、ぼくの帰りを待つ、たった一人のぼくの家族のために。

　崖がけの麓ふもとの機械密林へと突とつ入にゆうし金属の枝葉を掻かき分けつつ走破するアイリーシュに、唐とう突とつにその変化は訪れた。

「うっ!?」

　突とつ如じよ顔を歪ゆがめた彼女は疼うずいたように胸の中心を手で押さえ、一いつ瞬しゆん走っている体勢が乱れて身体からだがくの字に折れ曲がる。

「アイリーシュ、どうしたの？　痛むのかい!?」

「なん……でもない、ちょっと違い和わ感かんを感じただけだ」

　すぐにまた走り出す彼女が発した次の呟つぶやきをぼくは聞き逃のがさなかった。

「まさか、──あいつが」

（あいつ……？）

　そうしてぼくたちは密林から垂れ下がった最後の機械蔦づたを払い、そこで目にした。

　異形の怪かい物ぶつを。



「！」

「！」



　特とく殊しゆ生体エネルギーの感知器が振動し、《ヒトヨノミチシルベ》の蛍ほたる火びをまとい《闇やみ》の奥おくから三対の《深紅の瞳ひとみ》が現れる。

《闇》とは夜の暗部に同化せし黒き体毛。地じ獄ごくの釜かま底ぞこから生者を招かんとするようなおぞましい唸うなり声が聞こえ、魔ま毛もうと立った尾おは炎ほのおさながらにざわめいていた。

　細く引き締まった四し肢しには《無窮領域》の超ちよう硬こう質しつの《罠トラツプ》さえ易やす々やすと引き裂さいてしまいそうな鋭えい利りな爪つめが生え揃そろい、持って生まれた嗜し虐ぎやく性せいを予感させる長く尖とがった口には屠ほふるべき血以外のなにものをも求めないであろう凶きよう悪あくな牙きばが乱立している。

　家か畜ちくの象牛ヌーウーなど一噛かみにしてしまいそうな巨きよ躯くを持ちながら、ひとたび駆う動ごけば疾しつ風ぷうと化すこと想像にたやすい鋼の筋肉が体毛越ごしでも見てとれた。

《掃討者》の王と呼ぶことさえ疑念の余地がない堂々たる風ふう貌ぼう、六つ眼の闇の狼おおかみ。

「《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》……」

　立ちつくすアイリーシュが、愕がく然ぜんと呻うめいた。

「《紅き六瞳の獣》!?」

　アイリーシュがお茶に酔よっているとき、口走っていた名前だ──。

　知ってるのか!?　奴を！

「そうか、これでわかった……ガルシア特務大尉の任務が……。あの人はこいつを、この獣を追うために《無窮領域》に派は遣けんされていたのか……」

　とにかく一目見て──

　普通の奴じゃないってことはわかる。最初の予定通り、ここは逃げるしかない！

　しかしアイリーシュは魂たましいの虚きよ脱だつから一転、激しく武む者しや震ぶるいし、

「う……わ……ああああああああああっっつ！」

　髪を激しく振ふり乱みだしながら怒ど声せいを発し、憤ふん怒ぬの形相で黒の獣目がけ突とつ進しんしていってしまった。

「アイリーシュ!?」

　約束が、違ちがう!?

「殺してやる！　この手で……いますぐに！　おまえを殺す日を……殺せる日だけを！　わたしは待ち望んでいた！」

（なんて殺意だ、奴とアイリーシュとのあいだに……なにが）

　碧みどりの瞳に狂きよう乱らんの光を宿すアイリーシュは想念で《ぺぽろってぃ世》に前進命令を発し、主の指令を受信した機械巨人は鬱うつ然ぜんと茂しげる機械樹林を踏ふみ倒し猛もう進しんしてゆく。

「だめだアイリーシュ、いま向かっていってもそいつは倒せない！」

　無む謀ぼうを諫いさめるぼくの声は彼女の耳には届かない。

（なんてことだ、アイリーシュの《ぺぽろってぃ》には重大な弱点があるのに……！）

「やれ！　奴を滅めつ殺さつしろ！　この世から！　世界から！　完全にだ！」

　真《ぺぽろってぃ世》の口こう腔こうに網もう膜まくを焼く充じゆう填てんエネルギーの光が集束してゆく。

　と、主砲の発射が成るより先に《紅き六瞳の獣》の六眼がすっと細まり、

（笑った!?）

　一瞬後、

（！）

《掃討者》は俊しゆん敏びんにアイリーシュたちの遥はるか頭上に跳はねていた。

　入れ違いざま真《ぺぽろってぃ世》の主砲が火を噴ふき、莫ばく大だいな光量の閃せん光こうが《無窮領域》を水平に突とつ貫かんしてゆくも──。

　軌き道どう上のあらゆるものを薙なぎ倒し金属の地形を超高熱で沸ふつ騰とうさせつつも、肝かん心じんの《紅き六瞳の獣》の姿はすでにそこにはなく完全に見当違いの方向を破は壊かいしている。その愚ぐ行こうを邪じや悪あくなる獣は上空から嘲あざけり、いまにもアイリーシュに咬かみかからんとしていた。

（ぐっ、こうなるのはわかってたのに！）

　初めて金属粉嵐あらしの時に《ぺぽろってぃ》の攻こう撃げきを見たときから気がついていた。真《ぺぽろってぃ世》の主砲は命あ中たれば強力無比でも、一いつ旦たん外してしまえばエネルギーの再充填にどうしても時間がかかる。一撃必中でなければならなかったからこそ、ぼくは入念に《罠トラツプ》を準備して主しゆ砲ほう攻撃の前に敵の動きを封ふう殺さつしておくつもりだったんだ！

「逃げるんだアイリーシュ！」

　いまとなっては後の祭りだ、初しよ弾だんを外された時点でこちらの戦術は崩ほう壊かいしている。

　あとは退却に全力を注ぐべき──なのに、我を忘れた彼女にはどうしてもぼくの言葉が聞こえない。

　そしてそんなチームワークの乱れを見み抜ぬいたがごとく《紅き六瞳の獣》は悪あく魔まじみた奸かん知ちをもって、アイリーシュたちのさらなるもう一つの弱点を攻せめ立てようとしていた。

「怯ひるむな！　真《ぺぽろってぃ世》……奴を仕留めろ！」

　アイリーシュたちの抱かかえるもう一つの弱点──。それは真《ぺぽろってぃ世》の戦せん闘とう能力がいかに優れていても、制せい御ぎよ者しやを失った時点で無力な木で偶くと化すということだ。

《紅き六瞳の獣》は依より代しろに比べて遥はるかに脆ぜい弱じやくな、生身の彼女に完全に狙ねらいを絞しぼっていた。

「アイリーシュ！」

「くっ！」

　主砲が間に合わないと判断したアイリーシュは攻撃を中断して真《ぺぽろってぃ世》の頑がん健けんな両りよう腕うでを可う動ごかし、これで《掃討者》の猛もう攻こうを防ごうとするも。

　判断の切り替かえが遅おくれたために敵を捕つかまえきることができず、かえってその腕うでを踏み台に獣にいま一度の跳ちよう躍やくを許してしまう。

　ぐっ、もう一刻の猶ゆう予よもない！　ぼくは動いた。

「《ジュバクノイマシメ》起動！」

　ぼくが念を送ると全方位に狙いをつけられるよう前もって高台に配置しておいた長ちよう距きよ離り射程の《罠トラツプ》から、尖せん端たんに碇いかり状じようの金属がついた太い鎖くさり型の機械が十数本、高速で伸のびてくる。それらが飛来するのと、真《ぺぽろってぃ世》の防ぼう御ぎよ線をかいくぐった《掃そう討とう者しや》の大顎あぎとがアイリーシュに迫せまるのとがほぼ同時だった。

「伏ふせるんだアイリーシュ！」

「ぐっ……!?」

　ようやく彼女がぼくの声に反応し間かん一いつ髪ぱつ。《紅き六瞳の獣》の全身に《ジュバクノイマシメ》の鎖が幾いく重えにも巻きついて大地に伏したアイリーシュから引き離はなし、鎖の尖端の碇が《無む窮きゆう領域》の金属大地に次々と突つき刺さって敵をがんじ絡がらめに縛しばり上げる。が、

（嘘うそ、だろ!?）

　あろうことか、大気をびりびり震ふるわせて咆ほう哮こうした獣が全身を力ませて身体を捩ねじっただけで瞬しゆん時じに鎖全体に亀き裂れつが走る。

（砕くだける!?）

　咄とつ嗟さに飛び出したぼくが地面に倒れるアイリーシュを庇かばって背中に覆おおい被かぶさった直後、

「ぐっ……！　っあっ！」

　背筋に感じる鋭痛、それでもぼくは《罠トラツプ》の制御に全神経を集中させる。

　ここで意識を乱したら、一巻の……終わりだ……！

「《ジュバクノイマシメ》……再起動！　全弾……射出！」

　ぼくはありったけの鎖を高台から飛ばし、これを《紅き六瞳の獣》にぶつけてやった。

　再起動した《ジュバクノイマシメ》は縦に、横に、斜ななめにと《掃討者》が見えなくなってしまうほどその身体に絡みつき、呪じゆ縛ばくの鎖に包装された獣は内部で激しく吠ほえたてている。

「いまだアイリーシュ！　一時退たい却きやくしよう、体勢を……立て直すんだ！」

　隙すきを見て呼びかけるも反応がない。

（アイリーシュ？）

　ぼくが地面に伏せる彼女を仰あお向むけにすると、顔色は真っ青で唇くちびるまで紫むらさきになり気を失っていた。傍かたわらでは可動停止してしまった真《ぺぽろってぃ世》の全身から機械残ざん骸がいが剥はがれ落ち、依代はただのヌイグルミへと戻もどってゆく。

　それは、主あるじの精神制御が完全に途と絶ぜつしたことを物語っていた。

（能力の使いすぎで、精神疲ひ労ろうの限界がきたんだ）

　とにかく急いでこの場を離れないと。いつまでも《罠トラツプ》は保もちはしない。

（アイリーシュの宝物……《ぺぽろってぃ》もちゃんと持っていかなきゃ！）

　ぼくは意識のない彼女をヌイグルミと一いつ緒しよに両腕で抱だきかかえると混迷の逃とう走そうに入る。

　背後から《紅き六瞳の獣》の身の毛もよだつ遠吠えが、いつまでも聞こえていた。

　取り逃にがした獲え物ものに怨えん嗟さの報復を誓ちかうように。
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「──ここは？」

　毛布を被って横たわっていたアイリーシュが、意識を取り戻す。

　自分の心臓がまだ脈打っていることに気づき目を見開く彼女に、

「だいじょうぶ、ここに奴やつはいないから。体調はどう？」

　ぼくは安心させてあげるためまず真っ先に《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミを返してあげて、缶かんタイプの携けい帯たい燃料に三さん脚きやくで吊つるして温めていた水すい筒とうのお湯をアルミカップに注いで渡わたした。

「はい、落ち着くからこれを飲んで」

「おまえが、わたしを運んでくれたのか？　ヌイグルミも」

　上半身を起こしたアイリーシュは片時も離れたくないであろう《ぺぽろってぃ》を傍らに寄より添そわせると、ぼくから受け取ったお湯に口をつけ周囲を見回す。

　ぼくらがいま身を置いているのは機械密林で見つけた名もない機械洞どう窟くつだ。

　金属の残骸がごちゃまぜに絡み合う内ない壁へきの天てん井じようからうねった電線が幾いく本ほんも垂れ下がり、断線したそれらの先ではジジジッと不定期に暗紅色のショート光が揺ゆらいでいる。

「ごめんよ快適な場所とは言い難がたいけど……。目立つキャンプを張っちゃうと、いつまたさっきの奴に発見されるかわからなかったから。安全なウルバスまできみを連れ帰るには距きよ離りがあり過ぎたし」

「いや充じゆう分ぶん上等だ。──いろいろと迷めい惑わくをかけたみたいだな、すまなかった」

　お湯をコトリと地面に置いたアイリーシュはぼくが驚おどろくほど素直に謝あやまった。

「迷惑だなんて、そんな」

　壁かべに挿さした《ヒトヨノミチシルベ》の薄うす灯あかりの下もと、彼女はもうだいぶ血色がよくなったみたいに見える。それでも元気がないのは、やはり《紅き六瞳の獣》のことが胸につかえているからだろうか。

　携帯燃料の炎が爆はぜる音が時を刻み、しばらくしてアイリーシュは言った。

「わたしと奴の関係が、気になっているのだろう」

「……。そうだね、……あの時のきみは普ふ通つうの様子じゃなかった」

　するとアイリーシュは目線でぼくを呼び、自ら軍服の上着とシャツを脱ぬいで下着だけの上半身となる。そうして彼女が片手で胸を隠かくしもう一方の手でツインテールの髪かみを掻かき上げ身を捩ると、ほっそりとしたうなじの下に贅ぜい肉にくなど一切ない引き締しまった背中が露ろ出しゆつした。そのなめらかな美白の肌はだには、

（これは！）

　純白に穿うがたれた一点の《血の染しみ》のごとく、抉えぐれた古傷が痛々しく刻まれていた。

「酷ひどい傷だ！　なにか盲もう管かん銃じゆう創そうの痕あとみたいな……。……もしかして」

《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》に……？

　アイリーシュは胸むな元もとを手で隠したまま肩かたを震わせ、

「わたしが《想念士》になったのは、わたしにこの傷を刻みつけた《紅き六瞳の獣》をマルクアルトゥス世界から抹まつ殺さつするためだ。奴はわたしからすべてを奪った仇かたきなのだ」

「すべてを奪った仇……」

「わたしがこの傷を負ったのは、三年前だ」

「三年前……。まさか！　……。きみも《災さい厄やくの日》の犠ぎ牲せい者しやなのか!?」

　彼女は過去に想おもいを馳はせるように、《ヒトヨノミチシルベ》の光揺らめく無機質な機械洞窟の天井を仰あおいだ。

「わたしはもともとシェイクトエリアの生まれではなく、プラセータエリアに暮らしていた」

「そう、だったの？」

「プラセータ・ルクオン・インダストリー前総そう帥すい──《ルクオン・シエラール》が、わたしの父の名だ」

「ルクオン!?　きみが教えてくれた、抗こう体たい錠じよう剤ざいの生みの親の!?」

　ぼくは腰こしを抜ぬかすほど驚き、アイリーシュの話に耳を傾かたむける。

「プラセータ最大の総合軍事企き業ぎよう、総帥の娘むすめとして、また次期総帥候補の役員として、わたしはどんな不自由もなく暮らしていた。母親は早くに病で亡なくなっていたが、そのためか父はわたしをなにより可愛かわいがり望むものならなんでも与あたえてくれた。そんな父が、わたしも大好きだった」

　彼女は自ら固い心の鍵かぎをこじ開けて、──たぶんそれは、危険な目に遭あわせてしまったぼくへの礼れい儀ぎで──だからぼくもできうる限り真しん剣けんにアイリーシュの話を聞く。

「《災厄の日》、わたしが暮らしていたプラセータエリアの外がい壁へきもまた、シェイクトエリアと同じに機械どもの侵しん食しよくで破られた。その混乱に乗じて奴は、《紅き六瞳の獣》は街に侵入してきたのだ。奴はまさしく魔ま獣じゆうのごとき振ふる舞まいで次々と人間を殺あやめていった。父ルクオンは当時研究開発の最終段階に入っていた《抗体錠剤》の実用テストを行うため、見学で同行していたわたしと共に、実験対象の数人のプラセータ軍《想念士》を引き連れて外壁へと足を運んでいた。そして」

　アイリーシュの声が詰つまる。無力感と屈くつ辱じよくに嘖さいなまれて。

（悔くやし涙なみだ……？）

　涕てい泣きゆうの声をあげるでも、涙を零こぼすでもない、ただ目を腫はらして堪たえ忍しのぶだけの声なき嗚お咽えつ。──でもかえってぼくには彼女の怒いかりと哀かなしみが伝つ播たわって胸が痛んだ。

「一いつ瞬しゆんの出来事だった。ほんの数刻のあいだに奴は奪えるだけの命を奪い虐ぎやく殺さつを楽しんでいった。同行したプラセータ想念士団の者たちも歯が立たず、噛かみ砕き、爪つめで抉えぐり、辺り一面血の海となり吐はき気を催もよおす死し臭しゆうが充じゆう満まんし、語るもおぞましい損そん壊かいした人間の死体が散乱し、──そのなかに、わたしの父もいた」

　アイリーシュの悲ひ壮そうは一転、ぎらりと殺気立つ冷厳の少女へと変へん貌ぼうする。

　弔とむらいよりも復ふく讐しゆうを。慰なぐさめよりも血の代だい償しようを。

　沸ふつ騰とうの血流に身をまかせ彼女が上着から滑すべり落ちていた軍用ナイフを機械洞窟の壁へと投げつけると、ナイフは寸分の狂くるいもなく金属壁へきから突き出していた一本の機械枝に命あ中たって撥はね返り、──そこを彼女が獣の喉のど笛ぶえに見立てているのは明白だった。

「わたしは散らばった肉片の山から、着衣と社員証でただ一人の肉親を識別するほかなかった。そしてわたしには悲ひ嘆たんに暮れている時間すら与えられなかった。狂い叫さけぶわたしを《紅き六瞳の獣》が見つけ、襲おそいかかってきたからだ」

「じゃあ、その時の傷が背中の」

　ぼくはこれ以上晒さらしている必要もないだろうと彼女の肩に彼女の軍服をかけてあげる。　アイリーシュは感謝の気持ちをこめるように、ぼくの手にそっと自分の手を重ねた。

「でも、……そんな極限状態にあってよくきみだけが助かったね」

　きみだけでも命が助かってくれて本当によかったと、心の底から思う。

　するとアイリーシュは、ぼくが何度も耳にしたあの人の名前を出したんだ。

「わたしを救ってくれた恩ひ人とがいたからだ。その時には名乗りもせず、あとになって知った名前だがな。──ガルシア・ウィンフォード特務大たい尉いだ」

「ガルシア大尉が!?」

「偶ぐう然ぜん任務でプラセータを訪れていた大尉は、背に獣の攻こう撃げきを浴び意識の薄うすれかけていたわたしの前に風のように現れた。わたしは気を失いつつも地面に爪を立て、最後まで見届けたのだ、あの人が魔獣に立ち向かう姿を」

　虚こ空くうを見つめる彼女の眼まな差ざしは、憧あこ憬がれの人を遠くから崇すう敬けいするそれだ。

「プラセータ想念士団の者たちさえ赤子同然に全ぜん滅めつさせた獣に、ガルシア大尉は一歩も怯ひるまず戦いを挑いどんだ。そこで深手を負いながらも、あの人はたった一人で獣を撃げき退たいしウルバス外壁の外に追いやってしまったのだ。わたしは同じ人間として、あれほど尊敬の念を抱いだいたことはなかった。あの時初めてわたしは《想念士》の勇ゆう敢かんさ、頼たのもしさ、偉い大だいさを学んだのだ」

　アイリーシュは当時の温ぬくもりを反はん芻すうするよう自分で自分の肩を抱き締め、

「わたしが気絶する直前、ガルシア大尉は自分の怪け我がも顧かえりみずわたしを抱き上げてくれた。なによりもまずわたしの手当てを優先してくれ、その時あの人が口数少なにかけてくれた言葉を生しよう涯がい忘れない。たとえようもない哀あい切せつの顔でたった一言──すまないと」

「どうして、きみを助けてくれたガルシア大尉が謝ったの？」

「わたしと哀しみを共有してくれたのだ。勝利の歓喜よろこびよりわたしの父を護まもれなかったことへの悔くい。わたしにも傷を負わせてしまったことへの慚ざん愧き──思えばあの瞬しゆん間かんから、ガルシア・ウィンフォードという人はわたしにとって理想の《想念士》となったのかもしれない」

　まさに──。

　ガルシアという人は、心技体兼かね備えた《想念士》の手本のような人だったんだろう。

　ぼくはまだ出で逢あったことがなくても、そんな人のもとで一緒に戦えたらなって心から思えた。

　背を丸め携帯燃料の炎ほのおを瞳に照り返させるアイリーシュは、

「次に意識を取り戻もどした時、わたしの生活は一変していた。数日間生死の境をさまよい、なんとか命を取り留め病院のベッドで目覚めたわたしのもとに届けられたもの。それは、わたしの持つすべての役員権限を剥はく奪だつするという、プラセータ・ルクオン・インダストリーからの一方的な通達文だった」

「ええっ!?　役員を、解任されちゃったの!?」

　彼女は自じ虐ぎやく的な笑みを浮うかべ、

「お笑い種ぐさだ、死んだ父とわたしの不在をいいことに緊きん急きゆう役員会議が招集されていたのだ。かねてから創設者ルクオンへの権力集中を疎うとましく思っていた幹部連中の陰いん謀ぼうだった。会社は乗っ取られ、同時にシエラール家の財産もまた残らずルクオン社の抵てい当とうとして幹部どもに差し押おさえられた。わたしは意識のないうちに帰る家すらない一文無しとなっていたのだ」

　彼女は羽織っているだけだった軍服のシャツと上着のボタンをきちんと留めて着直す。

「あれだけ大勢いた使用人、執しつ事じ、メイドに庭師に運転手、なにもかも暇ひまを出した。その日を境にそれまで父の威い光こうにへりくだっていた会社の連中は、皆掌てのひらを返したように冷たくなった。奴やつらは新しい会社幹部に取り入ることばかり考え、病院のベッドでチューブだらけで動けないわたしの見み舞まいにすら誰だれも訪れなかったのだ」

　絶望と一言で呼ぶにはあまりにも過か酷こくすぎる現実が、連れん鎖さしてアイリーシュに襲いかかったんだ。

　……。なにか言ってあげたくて、力づけたくって、でも──。

　ぼくには安っぽい同情の言葉をかけることがかえって彼女の誇ほこりを傷つける気がして、黙だまって彼女の境きよう遇ぐうに想いを馳せることしかできなかった。

（一番身近な人たちに最悪の形で裏切られて、そんな目に遭えば誰だって……）

　人を信しん頼らいできなくなるに決まってる。

　ぼくと初めて出逢った時どうしてあんなにもアイリーシュが頑かたくなに他人を不ふ審しんの目で見ていたのか、ぼくはやっと理解してあげられた気がした。

「わたしは生ける屍しかばねとなり、ただ真っ白な病室の天井をぼんやりと見上げるだけの毎日だった。ある日、看護士たちの風の噂うわさで父が埋まい葬そうされた場所を知った。雑草生おい茂しげり、石ころだらけで荒あれ放ほう題だいの、縁えん者じやも弔とむらい人もない浮ふ浪ろう者しやや身元不明の死体がゴミ同然に棄すてられるエリア直営の共同墓地だった」

「ゴミ同然って……」

「誰もやり遂とげたことのない抗体錠剤の開発、世にどれだけ貢こう献けんするかわからない父は当然それなりの場所に葬ほうむられていると思っていた。しかし社の連中も薬を共同開発していたプラセータ軍部も他人顔で、すぐにわたしは全身のチューブを外して、動かない身体からだを引きずって病室を抜け出した」

　アイリーシュが袖そでを捲まくって無意識にさする細ほそ腕うでには、その時強ごう引いんにチューブを引き抜いた名残なごりとおぼしき傷きず痕あとがうっすらと残っていた。

　三年経ってもまだ残ってるなんて、どれだけの勢いで引きちぎったんだろう……。

「──わたしはせめて自分の手で、人間らしく父を弔ってやりたかったのだ。だからわたしは一面覆おおいつくすほど生えていた墓地の草をすべて一人で毟むしり、手を泥どろと血豆だらけにして石をどかし、倒たおれていた墓石を戻し、やり遂げたわたしは気を失ってそれから十日あまりもまた生死の境をさまよった。無理が祟たたっただけではなく、わたしの身体にはわたしを蝕むしばむ死のたがねが埋うもれていたからだ」

「きみを蝕む、死のたがね……？」

「わたしの心臓には、《紅き六瞳の獣》の邪じや悪あくな爪がいまもなお突つき刺ささっている」

（！）

　彼女は背中の傷のちょうど対角線、自分の胸に手をあてがい、

「病院の精密検査で判明したことだ。当時は痛みがあったがいまでは多少の異物感がある程度だ。医者の話では獣の爪が徐じよ々じよにわたしの組織と同化していってる証あかしらしい。そして爪は獣の生体エネルギーを糧かてにわたしの心臓を蝕み続け、いずれはわたしを死に至らしめるそうだ。ただしその寿じゆ命みようつきる日がいつになるのかは、神のみぞ知る、といったところだがな」

　他ひ人と事ごとみたいに自じ嘲ちようするアイリーシュの態度はいまの彼女の気持ちではなく。

　たぶん三年前、自らが死の宣告を受けた際抱いていた心の再現だ。

「そんな!?　助かる手段はないのかい!?」

　たとえば手術で爪を取り除くとか！

「手術による除去は医者がさじを投げたが、ようは《紅き六瞳の獣》を倒せばいい。それで獣の特とく殊しゆ生体エネルギーの流入は止まり爪は自然に剥はく離りする。確証はないが、試す価値は充じゆう分ぶんにあるだろう」

「それじゃあ……！」

「しかしあの頃ころのわたしには、生きる気力そのものが欠落していた。裏切られ、運命に抗あらがうことを忘れ、疲つかれ果て、もう自分がどうなってもいいとまで自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。──あの手紙が送られてくるまでは」

「あの手紙……？」

　アイリーシュが軍服の上着から取り出したのは、あのガルシア大尉からもらったかもしれないという手紙だった。

「絶望に沈しずむ病室のわたしのもとに、突とつ然ぜん届けられた手紙にはこう書かれていた」

　彼女はおもむろに手紙を開いて読み上げる。



　──粛しゆく啓けい、アイリーシュ・シエラール嬢じよう。



　いまあなたは人生において最も苦しく困難な状じよう況きように直面していることだろう。

　こんな手紙を軽々しく、あなたに対して書き記すのが憚はばかられるほどに。

　それでもわたしはあなたに生きて欲しい。

　生いき抜ぬいてもらいたい。

　運命とは受け入れるものではない。

　自分の手で切り開くものだから。

　流されるのではなく。立ち向かうものだから。

　わたしもまたあなたと共に、自分の運命に殉じゆんじて戦っている。

　だからこそあなたにもまた、どうか無限の可能性を秘めたあなただけの未来を勝ち取って欲しいのだ。

　願わくば、この贈おくり物があなたにとって生きる希か望てとならんことを──



　アイリーシュが両手で持ち上げたのは、彼女に寄りかかっていた《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミだった。

「手紙と一いつ緒しよに送られてきたのがこれだ」

「《ぺぽろってぃ世》が……」

「《災さい厄やくの日》、わたしが《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》に襲われた際どこかで落として無くしていたものだった。そのヌイグルミに触ふれた途と端たんわたしの身体中の血液が沸ふつ騰とうして、髪かみが逆立ったのだ」

「アイリーシュ……」

　彼女は《ぺぽろってぃ世》を両手に抱だき締しめ、愛いとおしむように何度も撫なで、

「父を失う前のあの幸せだった日々が、走そう馬ま燈とうのように甦よみがえった。なにも怯おびえず、なにも憎にくまず、幸せだったあの日の残のこり香ががこのちっぽけなヌイグルミには詰つまっていた。柔やわらかで日なたの匂においがして、腕うでに心地ここちよく残る重み、なにもかも失なくしたわたしに残された、たった一つの過ぎ去りし日の想い出」

　粗あらを探せば縫ぬい目めが解ほつれて古ぼけている、色もあせている、しかしなにものにも代え難い宝物だからこそきっと彼女自身の手で何度も修しゆう繕ぜんした形けい跡せきがあった。

　ヌイグルミに口づけたアイリーシュは次の瞬間、感傷に浸ひたる少女から血潮荒あらぶる面おも輪わに一転、

「そして忘れてはならないのが、このヌイグルミには、わたしの父の無念の想いもまた染しみこんでいるということだ。あの日無む惨ざんに殺されてしまった、父の哀かなしみが」

　機械洞どう窟くつに一いち陣じんの風が吹ふきこみ、携けい帯たい燃料の炎を掻かき消さんばかりに揺ゆらす。

「だからわたしは決意した。この先なにがあろうと生き延びてやると。絶対に挫くじけず、諦あきらめず、わたしの幸せを奪うばった者たちからわたしの幸せを取り返すまでは……決して敗ま北けてやるものかとな。父の仇かたきを討ち、心臓を癒いやし、わたしを待っているはずの無限の未来を手にするためには、わたしは《紅き六瞳の獣》を殺さなければならない。そのためにわたしは《想念士》となったのだ」

《ぺぽろってぃ世》と重なるアイリーシュの手紙。

　そこからほの香かおるゴールドマリーの芳ほう香こう──



《あなたの未来に両手で抱かかえきれないほどの幸せを》



　一見穏おだやかで、優しい励はげましに読めるあの花言葉に、こんな苛か烈れつな暗あん喩ゆがこめられていたなんて。

　自分の未来は自分で勝ち取るもの。

　自らの手で過去を清算したその先にこそ幸福は待っている。まず試練ありきの希望。

　アイリーシュが幸せを手にするには先に武器を取り、闘たたかって、運命の障しよう壁へきを排はい除じよしなければならないんだ。

　そうしてこそ初めていつの日にか、彼女は武器を棄てて戦いくさ乙女おとめの仮面を外し、本当の昔の自分に戻れる。

　だからこそいまはアイリーシュは強くならねばならないと──

　この手紙の送り主は彼女の成長を促うながしたんだ。

　安易に援えん助じよしたりせず、ただ遠くから見守ることで。

　手紙の送り主の表面的ではない厳しさと温かさ、深い思い入れを感じたぼくは、その想いを正面から受け止めたであろうアイリーシュが万謝を捧ささげる表か情おで手紙を懐ふところにしまうのを見つめていた。

「その後、わたしは奨しよう学がく金きん制度を利用してプラセータの想念士養成学校に入学した。幸運にも《想念士》の遺伝適性がわたしに認められたからな。父の埋葬にも協力しなかったプラセータ軍の世話になどなるものかという思いもあったが、《想念士》にならねばならない気持ちのほうが強かった。多額の入院費の弁済も含ふくめ大きなマイナスからの再出発だったが、ゼロ以下の出発というのもかえってわたしの闘とう志しを掻き立てたのだ」

　プラセータ軍から、自分の運命から逃にげたくなかったんだね。

　ぼくも思い出す。

　セレーナと再出発したあの日のことを。ぼくたち兄妹きようだいも二人力を合わせて、これからどんな困難にも負けないでいこうと誓ちかい合ったんだ。

「養成学校でもわたしは敵に囲まれた。権力の座から凋ちよう落らくしたルクオン総そう帥すいの跡あと取とり娘むすめは恰好の嫉しつ妬とと嘲ちよう笑しようの餌え食じきだったからな。元金持ちの小娘になにができると同期生たちは徒党を組んで毎日のようにわたしに嫌いやがらせを繰くり返した。備品の窃せつ盗とう、教官への根も葉もない密告、やがては集団暴力へと発展し、わたしの頭ず突つきも口の悪さもこの頃ころ磨みがかれたものだ。クズどもを黙らせるには実力行使でねじ伏ふせるほかないとこの時学んだ」

　さらりと言ってのける。《想念士》となることに命いのち懸がけだったアイリーシュにしてみれば、所しよ詮せん中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで嫌がらせをしていたに過ぎない同期生なんて相手にもならなかったんだ。

「街でのバイトにも精を出し、おかげでいつしか借金も返し終わりわたしは父ルクオンが健在だった時分の洋服や小物を一つずつ買い直していった。想念士団員となったいまも裕福ではないが、使った分はまた稼かせげばいい。それより稼げる自分であることがわたしにとっては重要なのだ。やせ我が慢まんでも安物に譲じよう歩ほせず、最高のものを買い求める、そのための努力が自然と《想念士》としての自分の価値を高めやがては《紅き六瞳の獣》を倒す日につながるとわたしはずっと信じてきた」

　だからアイリーシュは《お嬢様時代》とは比べるべくもない経済力となったいまでも、当時と同じ最高級品にこだわっていたんだ。

「こんな風に前向きに考えられるようになったのも、すべてはこの手紙のおかげだ」

　アイリーシュは軍服越ごしに胸の谷間の手紙を触さわり、そこまで聞いてぼくは思う。

「でもどうして、《手紙の主》はそこまでアイリーシュに親身にしてくれたんだろうね」

「わたしも同じに思い、日増しに手紙の主に会いたいという想いが募つのっていった。まして手紙の主にはおおよその目星もついていたのだからな」

「ガルシア大たい尉いだね」

　ぼくにも《手紙の主》の目星はついていた。

「《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミを拾ってわたしに送れたのはあの人だけだからな。ならばなおのこと直接もう一度逢あってきちんと礼を言いたかった。わたしの命を救ってくれたことと、わたしに生きる力をもう一度与あたえてくれたことを」

　彼女の眼差しは憧あこがれを通り越こして恋こいする女の子がなにものも怖おそれずに夢中に飛びこんでいってしまうくらいにひたむきで、

（……。アイリーシュ、ガルシア大尉のことが好きなのかな）

　彼女のあまりの一いち途ずさに──

　ぼくはなんとなく胸がもやもやしてしまったんだけれど、でもその考えを振ふり払はらい、ましていま口にするべきではないと思った。

「で、どうやってきみは、ガルシア特務大尉の所在を見つけたの？」

　アイリーシュの回こ答たえは明快だった。

「ローラー作戦だ。養成学校のデータベースに授業の合間をみてはアクセスしていた。そこで各エリアの《想念士》登録データを片かたっ端ぱしから調べあげていったのだ。調べられない人数ではないからな」

（調べられない人数ではないって、カラルモを抜かした四大エリアだけでも何千人といるのに！）

　それだけ《手紙の主》への想いが強かったのだろう。

「そしてやっとの思いでシェイクトエリア想念士団に、《ガルシア・ウィンフォード》の名前を発見したのだ」

　……。本当に、やっとの思いだっただろうね。

「データベースの顔写真はまさにあの獣けものを倒たおした《想念士》そのもので、登録書に記されていたサインもわたしの手紙と筆ひつ跡せきが同一だった」

「それじゃ、決定的な証しよう拠こじゃないか!?」

　しかしアイリーシュは意外にも首を横に振る。

「ところが晴れて《想念士》となり、養成学校卒業後ガルシア大尉に逢うためわざわざ奨学金を返納してまでプラセータからシェイクトエリアに移住し、シェイクトエリア直属軍に入隊したわたしに、ようやく再会を果たしたあの人は《知らない》と言ったのだ」

「知らない？」

「わたしのことも、手紙のことも、一切関わってないと」

「そんな!?　どういうこと!?」

「わたしが知りたいくらいだ」

　しばらく沈ちん黙もくしてから、アイリーシュは重い口を開いた。

「──いや、いまにして思えば理由はあった気がする。大尉がわたしに素す性じようを隠かくしていたのは、今回の大尉の任務と関わりがあったのだ」

「今回の任務と？」

「《無む窮きゆう領域》で《紅き六瞳の獣》を見つけてすべてがはっきりした。ガルシア特務大尉が命ぜられていたのは、《紅き六瞳の獣》を討とう伐ばつする任務だったのだ」

「！」

　確かに。ガルシア大尉は一度《紅き六瞳の獣》を倒しているんだから、魔ま獣じゆう退治のエキスパートとして招しよう聘へいされたとしてもおかしくない。

　プラセータに甚じん大だいな被ひ害がいをもたらした獣がまた出しゆつ没ぼつしているとなればウルバス市民がパニックになる、この任務を極ごく秘ひ扱あつかいする件にも頷うなずける。

「もしわたしが《紅き六瞳の獣》のことを知れば、万ばん難なんを排はいしてでもその作戦に参加しようとしただろう」

　うん、……きみならきっとそうしただろうね。

「だから大尉はわたしに任務と素性を隠したのだ。わたしが今回の件に関わらないようにするために。──いまのわたしの実力ではまだ、獣と戦うには早すぎる。少なくとも大尉はそう判断されたのだ」

　悔くやしくも認めるアイリーシュの話は筋が通っているとぼくも思えた。

（ということは、《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》を追えば自然とぼくらはガルシア大尉の元へと辿たどり着つけるんじゃないのか？）

「わたしはガルシア大尉やロイ大たい佐さたちがなぜこんな手のこんだ真ま似ねをしてまで、わたしを《無窮領域》に行かせまいとしたのかいまならわかる気がする。養成学校に入学して以降、わたしはがむしゃらに訓練に励み、二度とかつてのような不覚を取らないため腕うでを磨みがき、己の心を強くするべく努力してきたつもりだった。しかし」

　アイリーシュがぞくり、と身み震ぶるいしたのが気配で伝わった。

「《紅き六瞳の獣》に植えつけられたわたしの恐きよう怖ふ心しんは、わたしの想像以上にわたしの心に深く巣くっていたのだ」

　忌いむべき呪じゆ縛ばくに彼女の瞳どう孔こうが拡大する。

「必死の訓練でようやく克こく服ふくできたと思っていた。だが《無窮領域》に初めて一人で足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、獣のあの奈な落らくの業ごう火かに導かれるような《紅い眼》が鮮せん明めいに甦よみがえったのだ。それでも信じたかった。もうわたしは昔の自分ではないのだと。しかし《紅き六瞳の獣》と相まみえ、わたしが培つちかってきたと思っていたすべての幻げん想そうは崩ほう壊かいした」

　永い静せい寂じやくがあり、それでも、とアイリーシュの唇くちびるが動く。

「──なおわたしは、《紅き六瞳の獣》に立ち向かわねばならない」

　アイリーシュはいまも不安定な鼓こ動どうを刻む心臓を両手で押さえる。

　獣への恐きよう怖ふ。獣に植えつけられた死の爪つめ。二つの理由から。

「やると決めた以上もう後あと戻もどりはしない。かりにどうしても、どうあっても敵かなわない敵であったとしても、わたしは全力を出しつくしてから死にたいのだ。──そしてわたしはまだ、とことんやりつくしていない」

　未来をまるで絶望視しない決然たる顔で彼女は、

「そして今度はわたしが、ガルシア大尉を助ける番だ。《紅き六瞳の獣》は並みの《掃そう討とう者しや》ではない。いくら大尉といえどあの獣相手に苦戦は免まぬかれまい」

　決意を吐と露ろしたアイリーシュはぼくをじっと見つめた。

　誠実で、真まっ直すぐな眼まなこで。

「カイム、おまえにはここまでつき合ってもらって本当に感謝している。おまえがいてくれてどれだけ心強かったか、どれだけ感謝してもしたりない」

（アイリーシュ……こんなにはっきりと、ぼくに感謝の言葉を）

「他人に裏切られ、意固地となり、人を信じることを忘れてしまった、──人を信じるのが怖こわかったわたしにおまえはどこまでも寛かん容ように尽つくしてくれた。──おまえは、ガルシア特務大尉以外にわたしが心を開いた二人目の《仲間》だ」

「二人目の仲間……ぼくが、アイリーシュの」

　まさか彼女の口から、こんな言葉が聞けるなんて。

「──だがそれもここまでだ。ここから先はわたし一人で行く、おまえはウルバスに帰れ」

「えっ!?」

「敵の正体を知ったいま、おまえを連れていくわけにはいかない。相手はあの恐おそるべき《紅き六瞳の獣》だ。おまえになにかあればわたしはセレーナに顔向けができない」

「そんな、無む謀ぼうだよ!?　ガルシア大尉でも苦戦する相手なんだろ!?　きみだってぼくがいて心強いって言ってくれたじゃないか!?」

「そうだ！　だからだ！　おまえが邪じや魔まなのではない！　もうおまえを疑っているのではないのだ！　おまえに……！」

　アイリーシュは叫さけび、言いい淀よどみ、そして告白した。

「──おまえに死んで欲ほしくないから、帰れと願っているのだ」

「！」

「おまえが隣となりにいてくれたらどんなに頼たのもしいか、そんなことはわかりきっているのだ。しかし心臓に爪を穿うがたれているのはわたしだ。健康でなにをせずとも生きていけるおまえが生死の戦いに首を突つっこむ必要はない」

　耳が痛くなるほどの重い沈黙の時間が過ぎ──

　携けい帯たい燃料の火が弱まり、燃えつきて消えかけた頃ころ。

　ぼくは考え、悩なやみに悩み抜ぬいてから口を開いた。

「だったらなおのこと、ぼくはついて行くよアイリーシュ」

「!?」

「ぼくが行ったくらいで、どのくらいの戦力になるかなんてわからない。でも一人よりも二人のほうが絶対に生きて還かえれる確率は高まるから」

「……!?　な、なにを言い出す、言っただろう！　おまえになにかあればセレーナはどうする!?　あの可愛かわいい妹をおまえは苦しめる気か!?」

「ぼくがここで別れたら！」

　ぼくは大きな声でアイリーシュの言葉を遮さえぎり、

「──かえってセレーナは怒おこると思うよ。だから一いつ緒しよに《紅き六瞳の獣》を倒して一緒にウルバスに帰か還えろう」

　ぼくは自然とアイリーシュを抱だき締しめていた。

「きみが自分一人で未来を切り開くんじゃなくって、もし誰だれか寄りかかれる支えを求めたいなら、──ぼくはその寄りかかってもらえる相手になりたいんだ。たとえきみが、……ガルシア大たい尉いのことが好きだったとしてもね」

　静かに伝えた途と端たん、

「な……！」

　放心して固まっていたアイリーシュの頬ほおが、薄うす桃もも色いろにほんのりと染まっていった。

「カイム、おまえ……」

「ぼくはね、昔、一番大切な人たちを目の前で失っているんだ」

　アイリーシュの耳元で囁ささやく。イーサ父さんとルイズ母さんを──。

「あの時のなにもできなかった自分が悔しくて、いまでも後こう悔かいし続けている。だからもう二度とあんな気持ちは味わいたくないんだ」

　そしてここから先は口にしなかったけど、ぼくは心で思っていた。

　なによりもアイリーシュに死んで欲しくないのだと。

　彼女がぼくに死んで欲しくないと思ってくれたように。

　ぼくの克こつ己きはたぶん、クイント家の血を受うけ継ついだぼくにとっての小さな小さな誇ほこりで。

　ぼくはきっと、そんな血を与えてくれた父さんと母さんに感謝してるんだ。

　護まもるべき人を護りたいってちゃんと言える自分に、育ててくれたことを。

「おまえ……」

　呟つぶやいたアイリーシュはゆっくりと、抱き締めるぼくの胸むな板いたに頭をもたれるように身を寄せてきて。

　ぼくは拒きよ否ひするでもなく、ことさらにそれ以上抱き寄せるでもなく、あるがままに身をまかせていて。

　直後、アイリーシュはハッと我に返ったように、

「な、なんだきさま……い、いまのそのクサい台詞せりふは！」

　彼女は慌あわててぼくを両手で突き飛ばした。

「アイリーシュ……」

「き、聞いてるこっちのほうが、思わず赤面してしまったではないか!?　す、少しはその恥はずかしい性格をなんとかしろ！」

「え、ご、ごめんよ、だけどそんなに恥ずかしいことと思わなくて……」

　動どう揺ようしまだ赤らみの抜けきっていない顔をアイリーシュは隠すようにそっぽを向き、

「充じゆう分ぶん恥ずかしい！　と、とにかくだ！　とどのつまり、お、おまえはわたしに力を貸してくれるということで問題ないのだな!?」

「うん、問題ないよ」

「危険を承知で！　後悔しても……知らんぞ!?」

　一いつ瞬しゆんだけ横目を使いぼくをじろっと上うわ目め遣づかいに睨にらんでくる彼女に、

「後悔はしない。──むしろ一緒に行かないほうが、絶対に後悔するよ」

　イーサ・クイントとルイズ・クイントの息子むすことして。

　するとせっかく赤味の和やわらいできていたアイリーシュの顔が、さっきよりも数段紅色にのぼせ上がって。

　彼女は怒ったように完全にあさっての方角を向いてしまった。

「ふ、ふん、そうか、だったら勝手についてこい。まったく強ごう情じような奴やつだ」

「ぼくもそう思う。クイント家の人間ってさ意外とそういうところ譲ゆずらないみたいだよ。きみと同じでね」

　語りかけるぼくにアイリーシュは目を逸そらしたまま、フン！　と鼻息で返事をしながらも教えてくれたんだ。

「──おまえ、なにか勘かん違ちがいしてるみたいだから教えておいてやる。ガルシア・ウィンフォード特務大尉は女性だ」



　　　　２



「ところでアイリーシュ、問題は《紅き六瞳の獣》をどうやって見つけるかだよね。もう一度《ヒトヨノミチシルベ》を使っても、きっと同じ手は二度通用しないと思うし」

　携帯燃料の残り火を蓋ふたを閉めて消し、立ち上がったぼくとアイリーシュは思案する。

　かりに発見できても警けい戒かいされてすぐに逃にげられてしまっては元も子もない。

　危き惧ぐしているとアイリーシュは自らの胸を親指で示した。

「そこは心配無用だ、わたしの心臓を使えばいい」

「きみの心臓？」

「《紅き六瞳の獣》に近づいた時妙みような違い和わ感かんがあった。たぶん奴の生体エネルギーと直結しているのが原因だろうが、ならばその感覚の大きくなるほうへと進んでいけばいい」

「危険過ぎないかい？　それってもしかしたらきみの心臓に負担がかかるんじゃ──って、……制と止めて聞く顔じゃないね」

　戦意やるき満々のアイリーシュを見て、ぼくは説得を諦あきらめた。

「おまえもようやくわたしの性格が掴つかめてきたようだな。案ずるな、いまのところ痛みも負担もない。おまえにだけ危ない橋を渡わたらせて自分だけ楽をするつもりはないからな」

　いまさらながらにぼくは彼女の芯しんの強さを思う。

　手負いの心臓を逆手にとって相手を追おい詰つめるなんて、誰がそんな発想思い浮うかぶ？

「それより懸け念ねんされるべきは──」

　彼女は顎あごの下に手を当て、

「抗こう体たい錠じよう剤ざいの作用時間だな。わたしはもうしばらく保つが、おまえは男で、しかもわたしより体重がある。薬の切れるのも早いぞ」

　抗体錠剤は便利なんだけど、飲み溜だめが利きかないのが厄やつ介かいなんだ。

　薬の効果が切れる寸前くらいまで次の服用を控ひかえないと、血中の薬品濃のう度どが上がりすぎてかえって劇薬になってしまう。

「そこはぼくも思うけど、なんとか服用のタイミングを見つけるよ。いまは一刻も早くガルシア大尉を追わないと大尉の身が心配だからね」

「そうか、おまえが言うならそうしよう」

　錠剤の話題でぼくはふと思う。

「にしてもアイリーシュは、わだかまりはないの？」

「なにがだ？」

「だって、いまきみが使ってるのもルクオン社製の抗体錠剤でしょ？　きみを会社から追放した、……あの幹部連中の販はん売ばいしてる」

　しかし彼女は平然と、

「なにを言う、わたしが他社製品に乗り換かえればそれこそ奴らがこの薬の開発者と認めてしまうことになるではないか。抗体錠剤を開発したのはあくまでわたしの父だ、それを曲げないためにもわたしはルクオン社製の抗体錠剤を使い続けるぞ」

「そっか、確かにそうだよね。わかったよ」

「そんなことよりさっさと出向くぞ、わたしの精神疲ひ労ろうももう完かん璧ぺきに回復したしな」

　戦せん闘とうに備え邪魔なバックパックと信しん号ごう弾だんライフル類をひとまとめにして機械洞どう窟くつに残したぼくたちは、いつの間にか夜が明けていた外に出る。

　金属のジャングルへと突とつ入にゆうしいくらも走らないうちにすぐにアイリーシュは《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》の気配を察知し、

「心の準備はいいか、カイム。あの金属茂しげみの向こうだ、行くぞ！」

「行こう！」

　鬱うつ蒼そうと繁しげる機械の枝葉をどかして視界が広がるや、特とく殊しゆ生体エネルギーの警報器振動と同時に憎ぞう悪おに満ちた耳をつんざく獣の咆ほう哮こうが響ひびいた。

「……！　いたアイリーシュ、《紅き六瞳の獣》だ！」

「ふん、こんな近くで堂々と姿を晒さらしていたとはな、奴のほうから出向いて来ていたというわけか。舐なめくさった態度だ」

《無む窮きゆう領域》の朝日を浴びて、獣は密林がぽっかり開けた小高い丘おかの上から悠ゆう然ぜんとぼくらを見下ろしていた。

《掃そう討とう者しや》はぼくたちと目が合うなりきびすを返して走り去る。

「なっ、奴め逃げる気か!?」

「でもそのわりにはスピードが出てないよ、むしろわざと遅おそく逃げてぼくらをどこかに誘さそいこもうとでもしてるみたいな」

「だったらその誘いに乗ってやるまでだ。注意していくぞ！」

「ああ！」

　ぼくはアイリーシュと獣を追いかける一方で、イヤリングの通信回線を開く。

『あ、お兄ちゃん、またご用でありますか？』

「セレーナ、力を貸してくれるかい？」

　今回の相手は、いままでになく厄やつ介かいな相手だ。

（《紅き六瞳の獣》のこと、どう説明しよう）

　ぼくが悩んでいると妹は事情を聞くまでもなく言ってくれた。

『セレーナの身体からだはお兄ちゃんのお役に立つためにあるですから。説明なんてしなくっても、いつでも、どんな時でも、自由に使ってくれてかまわないですよ。エヘヘ』

　朗ほがらかな調子の一方で、

『でもなんですか……あれ。セレーナは震ふるえが止まらないです。あんな《掃討者》……セレーナの《知識》にも含ふくまれてないでありますよ』

　彼女は獣から発散される魔気じみた邪じや悪あくさを敏びん感かんに感じ取っているようだった。

「セレーナの《知識》にも、ないのかい？」

　そんなケース初めてだ。すると妹の声が聞こえているはずもないアイリーシュが、偶ぐう然ぜんのタイミングで言ってきた。

「油断するなよ、奴の大きさは体積なら三年前わたしを襲おそった時の倍にもなっている」

「倍に!?」

「こんな短期間にどうやってあれだけ成長したかは知らんが、その分力も増していると判断すべきだろう」

　つまり奴は常時進化を遂とげている特殊な《掃討者》……とでもいうのか？

　だとしたら《無窮領域》の古い記き憶おくしか含まれないセレーナの《知識》に《紅き六瞳の獣》の情報が欠落しているのも当然だ。

　もし、その《進化》が戦闘的な意味においてなら。いや、人間の殺さつ戮りく以外に存在意義を持たない奴らが特化させるものなど、《戦闘能力》をおいてありえないのだから。

（奴がどれほどの力を持っているのか想像もつかない）

『お兄ちゃん、セレーナはあの《掃討者》についてはなんにもわからないですが、でもだいじょうぶ。《罠トラツプ》の情報でその分お役に立ちますから一いつ緒しよに戦うですよ』

「セレーナ？」

『……セレーナは、なんだかあの獣をこのまま自由に解き放っていてはいけない気がするですよ。……あまりにも危険で、このマルクアルトゥス世界の破は滅めつそのものにさえ繋つながってしまうような、そんな悪い予感がするです』

　妹の《知識》はすべてが覚かく醒せいしているわけじゃない、《無窮領域》の記憶は鉱化病の進行度合いに比例して徐じよ々じよに目覚めてゆくものだからだ。

　あるいはそのいまだ封ふうじられし記憶の領域に、セレーナが無意識に《紅き六瞳の獣》を畏おそれる《真の理由》が隠かくされているのかもしれない。と、

「おい見ろ、なんだあれは!?」

　アイリーシュが前方を指して叫さけぶ。

　そこには《無窮領域》らしからぬ、巨きよ大だいにして異様な建造物が屹きつ立りつしていた。

　機械屑くずや金属部品を大量に盛り造った《天てん蓋がいつきドーム》とでも言えばいいだろうか。その入り口らしき空くう洞どうを抜ぬけて獣は内部へと入ってゆく。

　大きさはぼくの通う養成学校の校舎から訓練場まで、全部の敷しき地ちがすっぽり納まってあり余るほど広大だ。って、高台から見た時には金属樹海の陰かげで見えなかったけど、機械密林にこんなものがあったなんて……！

「《罠トラツプ》って感じじゃなさそうだし、明らかに何者かが手を加えて組み立てているみたいだ。もしかして……《紅き六瞳の獣》の巣、なのか!?」

「なるほど図ずう体たいのでかい奴の棲処すみかだけあって、スケールがでかい話だな。自分の縄なわ張ばりで決着をつけようというわけか」

　どんな危険が待ちかまえているかもしれないその場所に、ぼくたちは意を決して突入していった。直後、



「！」

「！」



　ぼくたちは、言葉を失った。

　あまりにも凄せい惨さんな場景に。

　巣の内部はだだっ広い機械屑の荒あれ野で、獣はその中心である丘の高みに鎮ちん座ざしてぼくらを振ふり返る。あたかも自らの覇は業ぎように酔よいしれ披ひ露ろうするかのごとく。

　ぼくらの未来を見せつけるかのごとく。

　生命の温度、気配がまるで感じられない灰染めの虚きよ無むの大地に、複数の軍服や軍ぐん靴かの切きれ端はしが散らばっていた。まさに切れ端でありどれ一つとして、まともな形状を保っているものはない。引き破れ、焼け焦こげ、炭化しているものさえある。

　その破は壊かいの痕こん跡せきは散らばる衣類に留とどまらなかった。

　巣の天てん井じようにはいずこからか発射された《罠トラツプ》のものとおぼしき巨大な金属円えん筒とうが幾いくつも突つき刺ささり、無類の硬こう度どを誇ほこるはずの金属地面には数あま多たの地割れが走り。ところによっては深い渓けい谷こくのようでさえあり、あるいは別の部分では大爆ばく発はつにでも見み舞まわれたかのような陥没孔クレーターが、いまにも燻いぶる煙けむりの匂においが漂ただよってきそうな生々しさで存在していた。

　そこに拡がっていたのは大規模な激戦の痕あ跡と。

　陽ひの昇のぼらない世界、入り口からほんの僅わずかに漏もれる光のみが頼たよりの暗がりのなかぼくとアイリーシュは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

「この軍服や軍靴の破片は……」

　ぼくの声が掠かすれる。

「見ろ、シェイクトエリア直属軍第一五連隊《記章》──特務の連中のものだ」

　苦々しくアイリーシュが地面から拾い上げたのは煤すすけたバッジだった。

「じゃあ、ガルシア特務大たい尉いとそれを追っていた小隊は……ここで!?」

『……!?』

　ぐっと怒いかりに目を伏ふせるアイリーシュとぼくを見下ろす《紅き六瞳の獣》は、六つ眼を細め愉わ悦らっていた。

　不ふ遜そんにも《無窮領域》というマルクアルトゥスの理ことわりそのものに挑いどみ、その支配者たる《掃討者》に刃は向むかう愚ぐ者しやたちの哀あわれなる末路を嘲ちよう笑しようするかのように。

　憎悪の炎ほのおがアイリーシュの瞳に灯ともる。

「《紅き六瞳の獣》きさま……！」

「そんな、ぼくらは間に合わなかったのか……!?」

　しかし次の瞬しゆん間かん、ぼくらはか細い呻うめき声を耳にする。

　生命の気配など皆かい無むと思っていた巣の片かた隅すみで、なにかが蠢うごめいていた。

「……!?　あれは……生存者!?　行こうアイリーシュ！」

「なんだと!?」

　ぼくらが駆かけつけると誰だれの目にも死が目前と思える重傷の《想念士》が、地面に仰あお向むけに倒たおれていた。

　彼の身体の下には軍服全体を浸ひたすほどの血ち溜だまりができていて、──その背中には痛々しくも、金属地面の槍やり同然の突とつ起きが深々と突き刺さっていたんだ。

（酷ひどい、強い衝しよう撃げきで、叩たたき伏せられるかなにかしたんだ！）

「しっかりしろ、おい……だいじょうぶか!?」

《紅き六瞳の獣》はもうぼくらに逃にげ場などないことを高たの揚しんでいるのか、邪じや魔まだてすることもなく傍ぼう観かんしている。その高こう慢まんを最大限利用してぼくとアイリーシュは額に脂あぶら汗あせを浮うかべ意い識しき朦もう朧ろうの状態にある彼にせめて痛み止めの麻ま酔すいをと、自分たちの肩かた当あての裏に装着されていた《使い捨て針型注射》を外そうとしたその時だった。

「待ってアイリーシュ！　様子がおかしいよ!?」

　ぼくの制止の瞬間──

　それまで実体とばかり思っていた《想念士》の顔や身体に雑ノ画イ像ズが走る。

『お兄ちゃん、この人……どうやら《罠トラツプ》の立体記録みたいです。《キオクヨトワニ》の記録球が横に転がってるですよ』

　セレーナの囁ささやきに目を走らせると《想念士》の腰こし元もとにボールくらいの表面が煤けた金属球が転がっていた。

　そのおうとつのある窪くぼみから血溜まりも含め立体映像は照射されている。

「情報記録属の《罠トラツプ》か、さしずめ死の直前、この者はなにかの伝言を残そうと自らの今際いまわの映像を記録したのか」

　彼の実体はすでにここになく、戦せん闘とうの衝撃で飛ばされたか──もしくは獣の腹の内な部かか。《罠トラツプ》はぼくらがなにも手を加えないあいだは延々断だん末まつ魔まに苦しむ《想念士》の映像を巻き戻もどし再生していたけれど、一度ぼくが想念を送ってみるとパッと映像が切り替かわり彼はこちらに向かって喋しやべり始めた。

「……第一五連隊特務中ちゆう尉い……ザック・ヴェルバランだ……おまえらが何者かは知らん……俺はこのまま死ぬだろう……だから代わりに、シェイクトエリア直属軍本部に伝えてくれ」

　彼の言こと伝づてを聞き漏らさないよう、二人して耳をそばだてる。

　と、ぼくとアイリーシュが愕がく然ぜんとする内容を中尉の映像は語ったんだ。

「我らの任務は失敗した、ガルシア・ウィンフォードを取り逃がしたのだ」

（取り逃がした？）

「なんだその、犯罪者に使うような表現は……？」

　瀕ひん死しのザック中尉は映像内で意識の混こん濁だくが始まったのか、譫うわ言ごと同然に語る。

「ガルシア・ウィンフォードは……シェイクトエリアの軍事機密を持ち去ったカラルモ軍のスパイ……」



　──────!?



　反射的にぼくとアイリーシュは顔を見合わせる。

「我ら特務小隊は奴やつを拘こう束そくし軍事機密の奪だつ還かんをする……使命を帯びていたが……敢あえなく失敗……このざまだ。《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》は……奴の依代……」

　一いつ瞬しゆん──彼の言葉が理解できなかった。ぼくもアイリーシュも。

　意味を解読できても脳が受容を拒きよ絶ぜつした。

　しかし寸刻後──アイリーシュは猛もう然ぜんと食ってかかった。

「《紅き六瞳の獣》が……ガルシア大尉の依より代しろだと!?　きさま、どこからそんないいかげんな情報を!?　容よう赦しやせんぞ!?」

　映像相手に凄すごんでも無む駄だと知りつつ、最敬愛の人間を貶おとしめられた彼女の怒りは激しい。ザック中尉は死相の浮かんだ顔で血の泡あわを噴ふき、

「……魔獣の首……注視しろ……そこにあるものに……」

　咄とつ嗟さに振り向くぼくたちは見つけてしまった。《紅き六瞳の獣》の喉のど笛ぶえ、黒き体毛の奧によくよく目を凝こらさなければ気がつかないほど小さな銀光放つ物体があるのを。

　釘くぎのように魔獣の身体からだに突き刺さるそれの正体に気づき、ぼくらに衝撃が走る。

「……！　アイリーシュ、あれは……制せい御ぎよ楔せつだ！」

「制御楔……だと!?」

　特別な《依代操作型》の《想念士》が扱あつかう極小サイズの機械──

　これを《掃そう討とう者しや》に植えつけることで《想念士》は自らの依代として《無む窮きゆう領域》の住人たちを、自在に操ることができる。すなわちあの《紅き六瞳の獣》が──

　何者かによって人じん為い的に操作されている存在だという、動かぬ証だった。

「アイリーシュ、念のため……ガルシア・ウィンフォード大尉の《想念士》タイプは？」

　質問することに恐きよう怖ふ心しんすら抱いだきながら、ぼくは尋たずねずにはいられない。

「……。《依代操作型》だ……。そしてガルシア特務大尉の最も得意とするところは、……制御楔を用いた《掃討者》の運用闘法だ」

　拒きよ否ひと苦く渋じゆうの懊おう悩のうにあって真実を語るアイリーシュに、さらに彼女の心を引き裂さく追い討ちをザック中尉がかけた。

「この映像を見る者……心して聞け……《紅き六瞳の獣》は奴の従僕だ……そして《災さい厄やくの日》こそが……奴の……ガルシア・ウィンフォードの手で引き起こされたウルバス最大の《人災》だ……」

「！」

「！」

『!?』

　永遠に思える沈ちん黙もく──

　通信イヤリングの向こうから、セレーナの荒あらい呼吸だけが聞こえてくる。

　ザック中尉は命こと切れる前に能あたう限りの使命を果たそうと、自分の知るすべての情報をぼくたちへと伝達してくる。

「《災厄の日》……引き起こされた目的……《紅き六瞳の獣》……中心とした……カラルモ軍の最新型生体兵器……《人造掃討者》の性能実験……」

（《人造掃討者》……!?　性能実験!?）

「および……《想念士》による都市侵しん攻こう作戦の妥だ当とう性を測る……模も擬ぎ実験……」

（《想念士》による都市侵攻作戦って、なん、なんだよ!?）

「《災厄の日》におけるウルバス外がい壁へきの崩ほう壊かい……機械群の組織的侵攻は……やはり……カラルモ《想念士》たちによる意図的な……想念干かん渉しようによってもたらされた……」

（あの破壊はカラルモの《想念士》たちによって行われたって、ことなのか!?）

　次々と明るみに出る衝撃の報告にあって、映像のなかの人物でしかないザック中尉の言葉をぼくもアイリーシュも一方的に聞き続けるほかなかった。

（それにしてもどうして、カラルモ政府はそんな暴挙を!?）

「カラルモの目的……情報の帰納法的帰結から……都市国家ウルバス全体の《軍事掌しよう握あく》と思われる……」

「ウルバスの、軍事掌握だと!?」

「なっ！」

『！　！　！』

　もしそれが……本当なんだとしたら！

　カラルモ政府はなにを考えているんだよ!?　世界が、こんな時に！

（そう、現い在まは断じて人間同士が争っている場合じゃないんだ）

《無窮領域》の侵しん食しよくで人類は着実に滅めつ亡ぼうへと向かっている。

　人間全部が生きるか死ぬかって時に、この脅きよう威いに対たい抗こうするにはエリアに関係なく全ウルバス人が一丸となって協力していかなくちゃいけないんだ。……なのに！

　想おもいはきっとアイリーシュも同じだろう、通信機の向こうで絶句したままのセレーナも。

「カラルモの最終目的は……ウルバスの究極的統合……全五大エリアの合一化……」

（全五大エリアの合一化って……）

　ザック中尉の瞳どう孔こうが次し第だいに散大してゆく。

「強固なリーダーシップによる……全人類の軍事力集結をもって……《無窮領域》の脅威を……払ふつ拭しよく……せんと……」

　そこでついに──中尉は絶命した。目を見開いたままがくりと頭を反らす彼の身体を閃せん光こうと爆炎が包みこむ映像を最後に《キオクヨトワニ》は停止した。

　アイリーシュは愕然と、

「つまりカラルモ政府は、政治的にも軍事的にもばらばらな現い在まの五大エリアを武力統一し、《無窮領域》の脅威に対抗せんとしている、というわけか……？」

（だからって……あんな真ま似ね、許されるはずが！）

　ぼくの心は煮にえ滾たぎる怒りにうち震ふるえていた。

《災厄の日》のあの悲劇が、──どれだけの人間が死に、どれだけの人間が傷ついたのか見当もつかない、あのウルバス最悪の出来事が……。

　まさか、人の手によってもたらされたものだったなんて……。

　……ぼくの父さんと母さんが命を落としたのも。

　セレーナが鉱化病になったのも。

　全部が全部、カラルモ政府が仕組んだ陰いん謀ぼうによるものだったなんて……。

　もし……。

　もしもそうなのだとしたら……。

（絶対に、許せない）

　ぼくの隣となりにアイリーシュも並ぶ。

「カイム、わたしはまだ信じない……ガルシア大たい尉いがやったということを……信じたくはない、しかし──」

《紅き六瞳の獣》を睥へい睨げいした彼女はぼく同様、魔獣への恐怖心さえ凌りよう駕がする焔ほむらの義憤いかりを身に纏まとっていた。

「もし──《紅き六瞳の獣》が人の身勝手な都合で生みだされた兵も器のなのだとしたら、わたしはそいつらを生かしてはおかん」

『お兄ちゃん……セレーナも力になりたいです。ウルバスの統合とか、エリアの合一とか難しいことは全然わからないですが……お父さんとお母さんを殺した奴をセレーナは……！』

　妹の口から初めて耳にする激しい敵意の表現、悔くやしさの滲にじむ涙なみだ声ごえ。ここにもまたぼくらと怒いかりを共有する仲間はいた。

　ぼくたちの心はいま一つになった──

「行くぞカイム！　まずは《紅き六瞳の獣》の料理だ！　ガルシア大尉のことは、あとで調べればいい！」

「そうだね、奴をこのままにしてちゃいけない！」

　制御楔を使った依代は遠えん隔かく操作できる。

　ならばあえて危険な戦場に、これを操る《想念士》はもう留まってはいないだろう。

　ぼくらは二人して魔獣に跳とびだし、

「油断するな、やるべきは……わかってるな!?」

「ぼくの仕事は、きみのための時じ間かん稼かせぎだ」

「そのあいだに、わたしは獣を一いち撃げきで粉ふん砕さいするだけのエネルギーを蓄たくわえる！」

　言うなりアイリーシュは《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミを空中に放り、

「最高出力の、最高出力の、──そのまた最高出力だ」

　すると宙に静止したヌイグルミに巣の内部にあった機械残ざん骸がいが高速で飛来して付着し、瞬しゆん時じに真《ぺぽろってぃ世》を形作る。が、そこで変形は終わらない。

　巨きよ大だいな機械人形と化した元ヌイグルミは稼か働どうの蒸気を全身の関節から噴き上げながら、さらに厚重ねの金属板や支柱を合体させてゆく。

　より大きく、より太く、より雄ゆう渾こんに。一回り肥大した変形は外骨格の基き礎そ体型にまで達し、背には両りよう翼よく一〇マルテルにおよぶ厳いかめしい翼つばさが形成されてゆく。

　と、ジャキンと機械の噛かみ合う音がして羽根と全身の金属皮ひ膚ふがめくれあがり、それらの内側から大小様々の数えきれない黒光りする特とく殊しゆ重火器の砲ほう身しんが現れる。

　同時に最大開口した口内からは十段可変で伸しん長ちよう変形した超ちよう巨きよ大だい砲ほう塔とうが飛びだし、獣の巣全体に機械人形の駆く動どう機関が全フ開ル稼働する回転モーター音が轟とどろいた。

「半永久燃焼機関自己内蔵型、補助重火器最大装そう填てん系、空中浮ふ遊ゆう式、対《掃討者》移動砲ほう台だい──真《ぺぽろってぃ世》改だ」

　両眼を重厚に発光させた真《ぺぽろってぃ世》改から、大気を鳴動させる重低音が響ひびき渡わたった。

「カイム、こいつの戦せん闘とうエネルギー充じゆう填てんには真《ぺぽろってぃ世》の数倍はかかる。その分破は壊かい力は、わたしの扱える数ある依代可変パターンのなかでも最大だ」

　アイリーシュの息は荒く顔は熱に火ほ照てっている。

　これだけの依より代しろを制せい御ぎよするには想像を絶する体力と精神力を必要とするんだ。

　それでも彼女の悲ひ憤ふんは、肉体と精神の疲ひ労ろうすら抑えつけていた。

「おまえはこいつがエネルギーを溜め終えるまで、なんとしても《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》の攻こう撃げきを食い止めろ。わたしが動けんあいだの護衛、──おまえに命は預けたぞ」

　全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれたアイリーシュに、ぼくは胸が熱くなる。期待に応こたえようと、

「わかってる、絶対にきみを護まもりきってみせる」

「だいじょうぶだ、おまえならやれる」

　そして視線で一ひと時ときの別離わかれを交わしたぼくはさらに一人前進を重ねた。

『お兄ちゃん、いいですか？　この領域にある《罠トラツプ》で使えそうな候補を伝えるですよ……！』

　距きよ離りは隔へだてていても一いつ緒しよに戦ってくれているセレーナが矢や継つぎ早ばやに伝えてくる情報を、ぼくは頭のなかで高速処理しながら《罠トラツプ》を使う最適の順番と組み合わせを模も索さくする。

　問題は獣の動きをどう封ふうじこめるかだ。

　あえて敵の注意を引く急接近で奴やつとの間合いを狭せばめるとそこまで静観の姿勢を崩くずさなかった《紅き六瞳の獣》は初めて機き敏びんな反応を示し、黒き炎ほのおのごとき体毛を波立たせながら一度の大跳ちよう躍やくでぼくの眼前にまで迫せまってきた。

（さすがに身体能力は優れている、この戦闘力への自信がぼくらをいままで放置させていたのか）

　あるいは依代の制御者から《襲おそいくる邪じや魔ま者もののみ排はい除じよせよ》とでも命令を受けていたか。制せい御ぎよ楔せつに入力できる指示は単純だ。なにかを護れと命じられたら実行命令はこれのみで、ただ立っているだけの相手を依代は敵と認にん識しきできない。──だとしても！　関係ない！

（依代制御者は無用の血を流したくなかったとでもいうのか!?　ふざけるな、だったら《災さい厄やくの日》にしでかしたことはなんだったんだ！）

　腹立たしく思いつつぼくは転進し獣を充じゆう分ぶんに引きつけてから、

（いまだ！）

　背後から迫り来る《掃そう討とう者しや》の魔ま爪そうを横っ飛びでかわし、

「《ゼッタイボウヘキ》発動！」

　金属地面に転がるように倒たおれこみながら、精神接続した《罠トラツプ》へと司令を送った。

　すると地面に円形に穴を開けた《罠トラツプ》から白銀の噴ふん水すいが出現し、《紅き六瞳の獣》の上下前後左右を完全に囲んでしまう。

　自身が《罠トラツプ》に誘さそいこまれたと認識した獣はすかさず体当たりを加え水流の突とつ破ぱを試みるも、一見脆ぜい弱じやくそうな壁かべだがその抵てい抗こうのことごとくを高圧力で押おし戻もどしてしまう。

　爪つめを立てられても、牙きばで咬まれても、水流は固形物とは違ちがって一いつ瞬しゆんは形を変えてもすぐにまたもとの形状へと戻ってしまい、壁を突つき抜ぬけるには至らない。

　この《しなやかなる堅けん固ごさ》を兼かね備そなえた噴水の正体は高密度の《流体金属》だ。

　柔じゆう軟なん性せいが生みだす強度と化学的安定性にも優れている、数ある《罠トラツプ》のなかでも最高ランクの堅けん牢ろうなる防ぼう御ぎよ壁へきなんだ。ぼくの必勝パターンの一つを初手からぶつけてやった。

『やったでありますね、お兄ちゃん！』

「そうさ、いくら《紅き六瞳の獣》でも《ゼッタイボウヘキ》はそう簡単には破れはしない」

『あ！　でも《掃討者》の様子がなんだか変ですよ!?』

　セレーナの指し摘てきと同時に、両手を天に掲かかげて依代の制御体勢に入っていたアイリーシュもまた異変に気がついたようだった。

「いかん……気をつけろ!?　三年前そいつに、わたしもやられたんだ！」

（三年前やられた？　アイリーシュの、心臓を傷つけたやつか!?）

　流体金属への肉にく弾だん攻こう撃げきを中断した《紅き六瞳の獣》は、六つの妖よう眼がんを鈍にぶく光らせ全身の体毛をざわめかせている。

　黒毛は総立ちとなり四し肢しには異様な力こぶが盛り上がっていた。次の瞬しゆん間かん、



　！



《掃討者》の体毛と爪とがばらばらに散って本体から弾はじけ飛び、体毛は毒針さながらに、爪は空中で砕くだけて散さん弾だんと化し全方位に向けて射出された。

（なんなんだ、これは!?）

　名づけるなら《黄よ泉みの波動》とでも言うべき攻撃。莫ばく大だいな量の体毛と爪は《ゼッタイボウヘキ》の噴水に激げき突とつするや流体金属と融ゆう合ごうしその流動性を加速度的に失わせてゆく。

（……！　防ぼう壁へきを固化させる気か!?　まずい！）

《ゼッタイボウヘキ》の絶対防壁たる所以ゆえんはその流動性にこそある。

　これを奪うばわれたら──。敵の狙ねらいを察したぼくが対たい抗こう手段を取るべく、次なる《罠トラツプ》の起動に入ろうとした刹せつ那なだった。

『……!?　お……兄ちゃ……ん……！　あっ……あ……！　！　！』

　ブツッと、セレーナとの通信が途と切ぎれる。

「セレーナ!?　どうしたんだセレーナ!?」

　呼びかけてもなんの応答もない。通信イヤリングを手で寄せると完全に機能停止に陥おちいっていて、……なんてことだ！　通信回線が飛んでいた。

（おそらくさっきの《黄よ泉みの波動》に強きよう烈れつな電磁波かなにか含ふくまれていて、回線に荷負荷がかかったんだ）

　特務小隊もこれにやられて、変事をエリア直属軍本部に連れん絡らくできずにいたのだろう。

　とにかくこの場の《罠トラツプ》情報を先にセレーナに聞いていたのは正解だった。

　妹は不安がっているだろうけど、いまは《紅き六瞳の獣》との戦いに集中しなくちゃ！

「《モウエンノダクリュウ》起動！」

　ぼくが命じると《紅き六瞳の獣》の巣に密生していた機械大樹から、そこになっていた丸い金属果実が枝のしなりで十数個こちらに向かって飛んでくる。

　飛ひ翔しようする果実はぼくが意図的に瞬しゆん間かん緩ゆるめた《ゼッタイボウヘキ》の水流の合間を縫ぬってその内部へと侵しん入にゆうする。寸すん毫ごうの間も置かず、果実は《紅き六瞳の獣》の直上で大爆ばく発はつし密閉された噴水内を荒あれ狂くるう猛もう炎えん地じ獄ごくへと変へん貌ぼうさせた。

　迸ほとばしる獣の絶ぜつ叫きよう。六眼を閉じて悶もん絶ぜつする奴の体毛と肌はだは焼け爛ただれ、身体からだの節々からは濛もう々もうと黒こく煙えんが噴ふき上がる。

　流体金属に遮さえぎられた《ゼッタイボウヘキ》周辺の金属地面でさえ、壁から滲にじみ出る間接的な熱量に耐たえきれず真っ赤に融ゆう解かいしているんだ。まして閉へい鎖さ空間である噴水内部の温度たるや、獣を骨まで焼きつくしたとしてもおかしくはない。

（アイリーシュの主しゆ砲ほうを使うまでもなく、これで決まってくれれば）

　祈いのるような気持ち。しかし。

（！）

　ぼくの全身が総毛立つ。あらゆる生命体が命の根絶を余よ儀ぎなくされるであろう究極の火炎嵐に巻かれつつも、信じられないことに──

《紅き六瞳の獣》は激しく吠ほえ立てながら暴れ狂っていたんだ。

「なんて奴だ、あれでまだ……生きているのか!?」

　と、アイリーシュが指摘する。

「見ろ！　カイム、奴の身体を！」

　獣の肉体は驚きよう異い的な速度で再生していた。

　数万の細さい胞ぼうが紅ぐ蓮れんの炎に焼けるあいだに、数十万の細胞を復元する勢いで。

　復元は爛れた皮膚や筋肉に留まらず、《黄よ泉みの波動》で失われた体毛や爪にまでおよんでいた。

「どうなってるんだよ、どうしてあんなことが!?」

「……!?　あれだカイム！　あれが奴の再生能力の源だ！」

　ぼくらが目にしたのは寒気の走る光景だった。

　奴は自分の爪と体毛で固形化した《ゼッタイボウヘキ》に牙を立てて貪どん欲よくに貪むさぼり喰くらい自らの身体へと摂とりこんでいたんだ。

　そうして体内に流体金属を入れた獣は、機械を喰らうごとにその肉体を大きく膨ぼう張ちようさせる。ただの養分としてだけでなく機械の性質をも受容したらしい肌の質感は半有機的、半金属的に変質し、そんな体たい細さい胞ぼうの鎧がい化か進化は破は滅めつ的な未来への暗示だった。

（じゃあ《無む窮きゆう領域》に無む尽じん蔵ぞうにある機械残ざん骸がいや《罠トラツプ》のすべてが、《紅き六瞳の獣》にとっては《餌えさ》だとでもいうのか!?）

「奴のたった数年での急成長の理由はこれか……。カラルモ政府は、なんという兵器バケモノを創り出したのだ……」

　人の踏ふみこんではならない禁断の領域──

　ならば獣は無限に機械を食べて肥大化し、無限に戦闘進化し、もしなんらかの理由で制御を失えば獣はカラルモのウルバス制圧に貢こう献けんするどころか、マルクアルトゥス世界全体の存続をも脅おびやかす《究極の破壊の権化》とすらなりかねないじゃないか。が、

（これは！）

　魔ま獣じゆうは突とつ然ぜん苦しみ始める。唸うなり、腹部を蠕ぜん動どうさせ、四肢を痙けい攣れんさせ、あたかも体内に入った機械という異物たちが人体へと反旗を翻ひるがえし鉱化病をもたらすがごとく。

「……!?　そうか！　わかったよアイリーシュ！」

「なにがだ!?」

「奴は間ま違ちがいなく機械を喰らって成長進化しているけど、それには相応の時間がかかるんだ！　機械は凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーの塊かたまりだ。同時に猛もう毒どくでもある。だからこれを完全な養分として吸収するには機械の毒素を無害化する行程が必要不可欠なんだよ！」

　だからこそ──

　獣も無尽蔵に機械を食べ続けるわけにはいかないというのが、この数年間で奴の成長が急激ではある反面、限定的だった理由なんだ。

　つまりいま、あの《掃討者》は自分を再生するために相当の無理をしている。

　猛もう炎えん渦うず巻まく最中、《紅き六瞳の獣》は苦しんで流体金属を喰らい肉体を再生させては《黄泉の波動》を放ち、そしてまた流体金属を喰らっては《黄泉の波動》を放つ、を繰くり返かえしていた。獣の体内に備わっているはずの毒素の分解許容量も無視して。

　が、そんな凄すさまじいまでの執しゆう念ねんは着実に実を結びつつあった。

（このままじゃ《ゼッタイボウヘキ》が破られる！）

　すでに完全に固化し、であるがゆえに単純な衝しよう撃げきに極きよく端たんに脆もろくなった壁へ《紅き六瞳の獣》の渾こん身しんの体当たりが直ちよく撃げきする。

《掃討者》の加重に耐えきれなくなった《罠トラツプ》が軋きしみを上げ、壁全体に蜘く蛛もの巣す状にひび割れが入り、もうあと一いち撃げきで防壁は粉ふん砕さいされるというまさにその時。

「待たせたな、こっちの準備が整ったぞ！」

　アイリーシュの天の助けが届いた。

「よかった、本当に、ぎりぎりのところだったよ！」

　安あん堵どの脱だつ力りよく。彼女の頭上では、重装そう甲こうの細部にいたるまで発熱し白色化するほど戦せん闘とうエネルギーを蓄たくわえこんだ真《ぺぽろってぃ世》改が大気を唸うならせていた。

「あとは昼ひる寝ねでもして休んでろ、わたしの真《ぺぽろってぃ世》改なら一撃で奴やつの細胞という細胞を撃げき滅めつできるからな。奴の鬱うつ陶とうしい再生能力もおっつくまい！」

　碧へき眼がんで敵を見み据すえたアイリーシュは、

「仰ぎよう角かく修正マイナス二二・五度！　方位角修正六七・五度！　目標《紅き六瞳の獣》──エネルギー出力最大、全砲ほう門もん・安全装置解除！」

　空中で回転し角度を微び調ちよう整せいする真《ぺぽろってぃ世》改の全身の砲ほう塔とうから、ガシャン！

と安全装置の外れる音がする。



    

  
    
      　同時に《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》の二度目の体当たりによって《ゼッタイボウヘキ》がついに瓦が解かいし、熱の逃にげ場を捜さがし求めていた《モウエンノダクリュウ》の炎ほのおが一気に火か炎えん竜りゆうと化けて巣の天てん井じようへと噴ふき上がった。

　直後、腕うでを前方へと振ふり下ろしたアイリーシュの装そう填てん武器への吶とつ喊かん命令。

「全装填武器斉射ゼクトウエポンーフアイナル！」

　真《ぺぽろってぃ世》改の主しゆ翼よく、胴どう体たいの全特とく殊しゆ重火器が火を放ち、光弾、機械残骸から再構築した実弾入り交じる、空間を埋うめつくすほどの弾だん幕まくの中心を十段可変の長大主砲から放たれた光のエネルギー流が大気を渦うず状じように巻きこんで貫つらぬいてゆく。

　それら圧巻の極大攻こう撃げきを前に、

「やったのかい、アイリーシュ!?」

「はあ……。はあ……シェイクトエリアの四分の一を灰かい燼じんに帰きするくらいの、エネルギーをぶつけてやったのだ。あれで《やれなかった》とは冗じよう談だんでもやめてくれ」

　精神疲ひ労ろうの極にあるアイリーシュが息を切らして答え、遮るすべての物体を蒸発させながら獣の巣を縦断していった斉射の一群は最終的に対角線上にあった金属壁をも突つき破やぶり外の朝日を覗のぞかせる。

　その眩まばゆい日射しに照らし出されたものは──

「まさか、嘘うそだろ……」

「ばかな、ありえん……」

　──そこには、手負いながらもしっかりと四肢を金属大地に踏み止とどまらせる《紅き六瞳の獣》の姿があった。

「あの攻撃が、直撃したのだぞ？」

　目を疑うぼくらの前で獣は機械の拒きよ絶ぜつ反応も厭いとわずに、なりふりかまわず地面の機械屑くずを掘ほり喰らい傷ついた身体を癒いやしている。

（あのアイリーシュの攻撃が通用しないのだとしたら、あとはどうしたら……）

　絶望の淵ふちに追いこまれたぼくらにもたらされたのは、

「……!?　カイム！　さっきのやつがくる!?　避よけろ！」

（《黄泉の波動》!?）

《食事》を終えた獣の体毛が逆立ち、アイリーシュは咄とつ嗟さに真《ぺぽろってぃ世》改の上部エンジンを逆噴ふん射しやさせ地上に急降下させる。

　彼女は遮しや蔽へい物ぶつとなった物もの陰かげへとぼくを手招きするが、一いつ瞬しゆんの放心がぼくの退たい避ひ行動を遅おくらせてしまった。

（だめだ！《ぺぽろってぃ世》のところまで間に合わない）

「カイム！」

　緊きん急きゆう手段として、ぼくは手近に地面から突き出ていた機械残骸の裏へと身を伏ふせる。

　紙一重の差で獣から《黄よ泉みの波動》が発射され、いままさにぼくが立ちつくしていた空間とその周辺の金属地面とを串くし刺ざしにしていった。

　危なかった、と安堵したのもつかの間、

「うっ、ぐあっああああ!?」

　ぼくの右みぎ肘ひじに激痛。機械に隠かくしきれなかった肘に《紅き六瞳の獣》の体毛が一本、突き刺さってしまっていた。体毛一本といっても太さも強度も針金並みで、ぐっ……これは、骨にまで達してしまっている、かな。ぼくらが軍服の下地に着こむ防ぼう護ご用ようボディースーツは柔軟で丈夫な繊せん維い質しつで、滅めつ多たな攻撃を通さないはずなんだ、それを易やす々やす貫通するなんて……！

「ぐっ、っ……ああああああああっ……！」

　ぼくが袖そでを噛かみ身を伏せたまま左手で体毛を引き抜くと、傷口から黒い瘴しよう気きの煙けむりが立ち昇のぼる。そして被ひ害がいを受けたのはぼくだけではなかった。

《ぺぽろってぃ世》に身を隠していたはずのアイリーシュまでもが、

「うっ!?　がっ……ああああっ!?」

「アイリーシュ!?」

　獣の体毛は追つい跡せき機能装備のランチャーさながらに空中で自在に軌き道どうを湾わん曲きよくさせ、遮蔽物の陰かげにいた彼女の脇わき腹ばらを襲しゆう撃げきしていた。

「……。ぐっ……この程度の傷問題ない！　急所は逸それている！」

　アイリーシュは毅き然ぜんと体毛を自力で抜き棄すてるが傷はかなり深く大量の血が滲にじんでる。　直後、《紅き六瞳の獣》が六つ眼めを妖よう星せいのごとく瞬またたかせ吠ほえた。

「……きさま、勝ち誇ほこっているのか？」

　アイリーシュが真《ぺぽろってぃ世》改の陰から歩み出る。

　中背のぼくにさえ見下ろされてしまうほど身長の低い彼女は、しかし覆おおい被かぶさるほど巨きよ大だいな《掃そう討とう者》を敢かん然ぜんと睨にらみ上げ、

「ならば耳の穴かっぽじってよく聞け！　わたしはなにがあろうと、諦あきらめたりはしない。絶望も拒きよ否ひする。わたしは機械どもにも！　マルクアルトゥス世界を蝕むしばむ《無窮領域》にも！　そして世界の混乱に乗じてウルバスを我が物のごとくにできると思っている思い上がりどもにも！　決して屈くつ伏ぷくなどしたりはしない！」

　アイリーシュの闘気が伝でん播ぱしたかのように彼女の髪かみが風にはためく。

「わたしは人生の退路を断った！　自分自身に誓ちかいを立てた！　自分の戦いを未来掴つかむまで投げ出したりしないと！　きさまにすべてを奪うばわれ運命を狂くるわされた怒いかりと、わたしの誇りと気き概がいを、いまこそきさまに見せてやる！」

　獣に対たい抗こうする有効な手だてなどもうないことを、アイリーシュだって知っている。

　知っていてなお屈伏を拒こばむどころか《虚きよ勢せいを張る》という最大限の抵てい抗こうまで示した彼女の隣となりにぼくも立つ。

「──そうだね。やれるだけのことをやってみよう」

　ぼくたちには投げ出せない理由があるのだから。

　護まもらなければいけない多くのものが、あるのだから。

　そこから、二人の無む謀ぼうにして退路を断った抵抗が始まった。

「行くぞカイム！」

「ああ！」

《紅き六瞳の獣》の俊しゆん敏びんな動きに真《ぺぽろってぃ世》改の主しゆ砲ほうを封ふうじられたアイリーシュは、依より代しろの肉にく弾だん攻こう撃げきを主体とした副ふく砲ほう機き銃じゆう掃そう射しやとの連れん携けいを組み立てる。

　が、小回りと回転のきくそれらの攻撃さえ動きの疾はやすぎる獣にはなかなか命あ中たらず、なんとか命中させたところで真《ぺぽろってぃ世》改の最大火力の砲ほう撃げきさえ耐たえきる再生能力だ、獣にダメージなど与あたえられるはずもない。

　それはぼくも同じで《モウエンノダクリュウ》をいくら手当たり次第にぶつけてみても八割方かわされ、残る二割も軽けい微びな傷すらつけられない。

　まさしく徒労。ほかに表現のしようがない戦いが延々続く。

　そうしていつしか獣の繰くり出す烈れつ風ぷうのような爪つめ、牙きば、そして《黄よ泉みの波動》の波状攻撃にぼくらは防戦一方となり──

　ぼくが肉体の異変を感じたのはそんな最中だった。

（……!?　なん、だ……身体からだが急に……？　痺しびれて……動……かなく……）

　初めに右肘に違い和わ感かんを覚えた。肘がまったく曲がらなくなり続いて腕全体が重くなる。時を追うごとに症しよう状じようは悪化し、やがて倦けん怠たい感は痺れへと換かわって全身に拡ひろがりぼくは満足に身体を動かすこともままならなくなった。

（どういう、ことだよ……これは!?）

　思い当たる節は一つだ。

（さっきの《黄よ泉みの波動》だ。あの体毛に遅ち効こう性の毒が含ふくまれていたのか……まずい……抗こう体たい錠じよう剤ざいを飲もうとしてた矢先に!?）

　そろそろ薬の作用時間が切れる兆候を息切れや胸の苦しさで感じていたのに、息も吐つかせない獣の連続攻撃で服用機会がどうしても得られなかったんだ。

「カイムどうした!?　なにが、あった!?」

　孤こ軍ぐん奮ふん闘とうのアイリーシュが棒立ちとなったぼくの異常に気づくも、……うっ！

「つっ……!?　っぐ……あああ!?」

「カイム!?」

　かぶりをふった獣の大顎が弾はじいた、巨きよ岩がんほどの機械残ざん骸がいの塊かたまりがぼく目がけ飛んでくる。

　直撃こそ免まぬかれたものの麻ま痺ひした身体では逃げることもできず、ぼくは軽く掠かすめただけのそれのおかげで大きく後ろへと弾き飛ばされてしまった。

　その際軍服の上着が引き破られ、ポケットにしまってあった銀色のシートが宙を跳とぶのを見て血の気が引く。

（……しまった、抗体錠剤が！）

　あっと思った時には身体は地べたに這はいつくばり、その頭上でシートは薬諸共ばらばらに霧む散さんしてしまっていた。

（……！　なんてことだ、こんな最悪のタイミングで……！）

「カイム！」

　まだ錠剤の効いているアイリーシュが、一見してぼくの窮きゆう地ちを理解して自分の抗体錠剤を分け与えるべくシートを手にぼくのもとに駆かけつけようとするも、

「だめだ！　来ちゃ……いけない……！　きみは《掃討者》との戦いに集中するんだ」

　ぼくは弛し緩かんする声帯を必死に絞しぼり声の限り叫さけんだ。

（よかった、まだ声が……出てくれて）

「……！」

「いまきみが《ぺぽろってぃ世》の制せい御ぎよを失えば……勝機は完全に無くなる……」

《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》はもう戦力外となったぼくなど放置し、これからはアイリーシュが一手に苛か烈れつな敵の攻撃を受けなければならなくなるだろう。

　ぼくは彼女に、自分を護ることに全力を注いで欲しかった。

「しかし!?」

　ぼくがここまで頼たのみこむのには、ある重大な事実に気がついていたからでもあった。

「お願いだアイリーシュ……《紅き六瞳の獣》の毒素に対して唯ゆい一いつ抗体を持つ……きみだけが！　最後の望みなんだ……」

「抗こう体たい……？」

　ぼくは考えていた。なぜぼくと同じく《黄よ泉みの波動》を受け、彼女だけがまだ自由に動けるのかと。そして一つの仮説に辿たどり着いた。

（アイリーシュが昔心臓に撃うちこまれたという獣の爪が、きっと彼女に、獣の毒素への免めん疫えき抗体を与えていたんだ）

　三年前まだ進化途と上じようだった獣から弱毒性の《黄泉の波動》を受け、これが思いもかけず強毒性の現在の《黄泉の波動》に抵抗能力を示した。ぼくと彼女の違ちがいはそこしかない。

　一方で、優ゆう秀しゆうな戦力揃ぞろいでも第一五連隊は《黄泉の波動》の耐たい性せいが無かったばかりに、本来の実力を発揮することなく敢あえなく抵抗不能に陥おちいったのだろう。

（つまりいまマルクアルトゥス世界で《紅き六瞳の獣》とカラルモの狂きよう走そうを阻はばめるのは、アイリーシュをおいてほかにいないってことなんだ）

　彼女の抗体を研究すれば、やがてはカラルモに相対する全《想念士》に《黄泉の波動》の免疫血清を打つこともできる。

「アイリーシュ、ぼくならまだ……だいじょうぶだから……」

　本当はもう薬が半分切れ、焼け火ひ箸ばしを気道に押し当てられたみたいな咳せきが喉のど元もとまでこみ上げていたけれど、ぼくは嘘うそをつき咳を無理矢理に呑のみこんだ。

「……。っ、勝手に死んだら承知せんぞカイム・クイント！」

　ぼくの嘘にあえて騙だまされてくれたアイリーシュは、逡しゆん巡じゆんの末獣に向き直った。

　いまは自分が戦うことこそ最善と判断して。

　二人で、生き延びるために。

「……。おまえは、わたしが背を預けられる戦友なのだからな」

「ありがとうアイリーシュ、約束するよ、ぼくだって……こんなところで死ねやしない」

　セレーナのためにも。

　そうして選んだアイリーシュの道は茨いばらというほかなく、前衛の盾たてであるぼくが脱だつ落らくしたせいで彼女が真《ぺぽろってぃ世》改を用いてできることといえばせいぜいが小エネルギーでの光線発射と緩かん慢まんな肉にく弾だん戦だけだ。その間もアイリーシュの精神疲ひ労ろうは進み、彼女の依より代しろの動きは目に見えて精せい彩さいを欠いてゆく。金属巨きよ人じんの鉄てつ拳けんは空を切る回数があからさまに増え、火器の照準もずれがずれを呼ぶ悪あく循じゆん環かんとなっていった。そしてついに、

「うっ、っぐあああ!?」

　真《ぺぽろってぃ世》改の攻こう撃げきの間かん隙げきを縫ぬった《紅き六瞳の獣》の鋭するどい前足が、アイリーシュの腕うでを捉とらえてしまう。

「アイリーシュ！」

　彼女の片腕はぐきりと嫌いやな音を発しありえない方向へと曲がっていたが、

「わめくな！　たかが肩かたの関節が、外れただけだ！」

　唾つばでもつけとけば治るとばかりに、アイリーシュは驚おどろくべき忍にん耐たい力で自分で関節を戻もどして戦いを継けい続ぞくする。

　も、その痛みたるや骨折に等しく彼女の気力体力もそろそろ限界のはずだ。

（くっ、ぼくにもなにか、なにか……できることはないのか……!?）

　アイリーシュを助けられる……なにかを！

　こっちに残された《罠トラツプ》操作の精神エネルギーはもってあと一回分、もう無む駄だ撃うちはできない。その時ぼくの脳裏に突とつ如じよとして、不可思議な情報が流入してきた。

　獣の弱点を強く求めるぼくの精心こころに感応したかのように。

《紅き六瞳の獣》の一番下の双そう眼がんがチカチカと明めい滅めつする。

（え、なんだ、いまの映像は!?）

　実際には明滅などしていない。あくまで幻げん覚かくの光、ぼくの脳内スクリーンに映しだされるイメージといえばいいだろうか。

　敵を倒たおそうと焦しよう燥そうするたび魔獣の一番下の双眼に被かぶさるフラッシュに、

（まさかぼくに……弱点を教えている!?）

　まるで、ここを狙ねらえと強く訴うつたえかけんばかりの光の信号。

（これは……一体）

　ぼくは思考を巡めぐらし、

（……！　もしかすると……これが）

　朦もう朧ろうとする意識で思う。

（鉱化病感染者だけに知覚できるという《機械の記き憶おく》……なのか？）

　いまのぼくが抗体錠剤が切れかかることで擬ぎ似じ的な鉱化病状態にあるのだとしたら。

《紅き六瞳の獣》の巣であるここの金属粉に含ふくまれる《知識》には、獣について最も深く最新の情報が入力されていたとしてもおかしくない。病状が進めばもっとはっきりした情報が認識できるようになるのかもしれないが……。

　ものは試ためしと、

（《紅き六瞳の獣》の、再生能力の源は!?）

　そんな風に目を凝こらすと今度は《中の二つ眼》が短い間かん隔かくで光って視みえる。やっぱりだ！　確信したぼくは、

「アイリーシュ！　獣の一番下の双眼を……狙ってみてくれ……！」

　かりに違っていても手を拱こまねいてやられるよりずっとましと、ぼくは叫んだ。

「一番下？　一番下で、いいんだな!?」

「頼む……！」

「わかった！　……やってみよう！」

　無条件にぼくを信じてくれた彼女は《紅き六瞳の獣》の下の双眼を集中的に狙い始めるも、

「くそっ、奴やつの動きが素す早ばやすぎる……どうしても命あ中たらんぞ！」

　獣はほかの部分は狙わせても眼だけはアイリーシュから死守している。

　この過か剰じよう反応がかえってぼくの推論が正しいという確信を持たせた。

（やっぱり奴の……下の双眼が弱点なんだ！）

　だったらここは……！　もう賭かけるしかない。ぼくは持てるありったけの力を《罠トラツプ》に注ぎこむことにした。狙いは遠くにそびえる機械残骸の絶ぜつ壁ぺきで、そこには何枚もの平べったい円えん盤ばんが突つき刺ささっている。

「起動しろ……《アンサツノヤイバ》！」

　するとぼくと精神直結した絶壁の金属円盤は高速で回転を始め、瞬またたく間まに猛もう悪あくな回転モーターノコギリと化したそれらは次々と崖がけを飛び立つ。

　と、円盤は整然たる秩ちつ序じよをもって空を切り裂さき《紅き六瞳の獣》を急きゆう襲しゆうし始めた。

「カイム!?」

　特化した動体視力を持つ《紅き六瞳の獣》は余よ裕ゆうで前足で円盤をはたき落とし、頑がん健けんな顎で噛かみ砕くだく。撃げき墜ついに次ぐ撃墜、数十枚の円えん刃じんが同時に向かっていっても《掃そう討とう者しや》はこれらをことごとくかわしてみせる。

　──だが、奴はまだ知らない。《アンサツノヤイバ》に秘められた真の刃を。



　──……!?──



　愕がく然ぜんと瞠どう目もくする獣の《一番下の双眼》に、半はん透とう明めいの円の刃が深々と突き刺さっていた。獣の蒼そう碧へきの体液がかかって初めて全容が明らかとなる暗殺刃。

　眼球のこれを落とそうと必死に前足でもがく《掃討者》に、ぼくは伝つ達たえた。

「《アンサツノヤイバ》の真の刃は、おまえの目を潰つぶしたその《見えざる刃》だ……ほかの数あま多たの刃は《囮おとり》に過ぎない」

　光学迷めい彩さいで表面が特とく殊しゆコーティングされた、ただ一枚の懐ふところ刀がたな。

　まさに切り札のなかの切り札──



　──……！──



　下の二つの眼を失った《紅き六瞳の獣》は、これまでとは明らかに違う苦しみかたをしていた。悶もん絶ぜつして暴れ回り、最も大きな変へん貌ぼうは奴の驚きよう異い的な再生能力が影かげを潜ひそめていることだ。潰れた二つの眼球が復元される気配は微み塵じんもなく、獣はただ悶もん死し寸前の狂きよう態たいを見せている。

　体毛に覆おおわれた肉体のふしぶしが不自然に盛り上がり筋肉が蠕ぜん動どうし、皮ひ膚ふが猛もう烈れつに伸しん縮しゆく、毛細血管が連れん鎖さ的に破は裂れつして《掃討者》の全身を蒼碧の体液に染め、大きく開いた口からは脱だつ力りよくした長い舌がだらしなく垂れ下がっていた。

（獣の《中の二つ眼》を再生能力の源とするなら、《下の二つ眼》は獣が取り入れた機械の毒素を中和する解毒作用の源なんだ）

　そうだとすれば中和機構の中ちゆう枢すうである《下の二つ眼》を潰された魔獣は、自らが体内に吸収した機械の拒きよ絶ぜつ反応で自じ滅めつの運み命ちを歩むしかない──

「いまだアイリーシュ！　あとは……きみの仕事だ！」

「まかせろ……《ぺぽろってぃ》のエネルギーは、充じゆう分ぶんすぎるほどに溜たまっている！」

　両手を天に翳かざすアイリーシュが真《ぺぽろってぃ世》改の全砲ほう門もんを《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》に向けると、不利を悟さとったのか獣は突如ぼくらに背を向けて遁とん走そうし始める。

「往おう生じよう際ぎわの悪い、ここまで好き勝手しておいて、最さい期ごくらいおとなしく冥めい土どに逝ゆけ！」

　いち早く腕を振ふり下ろしたアイリーシュの合図を受けて、真《ぺぽろってぃ世》改の全砲門が火を噴ふいた。破は壊かいの爆ばく風ふうと、実じつ弾だんと、主砲の光線が混合し、機械巨人の足下の金属地面には雨あめ霰あられと人間の胴どう回まわりサイズの薬やつ莢きようが降り注ぐ。

「撃って、撃って、撃ちまくれ！　遠えん慮りよはいらん、全弾使い果たせ！」

　やがて弾倉が空転する音が響ひびき、光線のエネルギーも宙空で途と切ぎれ、斉射の白はく煙えんが晴れると、

「やったか……？」

《紅き六瞳の獣》の胴どう体たいは、後ろ半分が跡あと形かたもなく消し飛んでいた。

「！　いや……アイリーシュ、まだだ！　奴はまだ……生きている！」

　獣は胴の中央で分断されながらも、信じがたい生命力で前足のみの逃とう走そうを続けていた。

　有機的な内臓の狭はざ間まには機械と同化しているためかところどころ火花を散らす配線や金属管が見え隠かくれし、体液と混ざり合いながら機オ械イ油ルみたいなものも溢あふれていた。

「ふん、こっちは弾た薬ま切れだが、まだ手はある。撃うつ弾た薬まがなければ直接、真《ぺぽろってぃ世》改の豪ごう腕わんでばらばらに引きちぎってやるまでだ！」

　不ふ屈くつの執しゆう念ねんで追つい尾びしようとするアイリーシュだが、次の瞬しゆん間かん、

「……!?　っかは！　っぐ……ごほっ……っぐ……っがは！　っがは！」

　我が慢まんに我慢を重ねていたぼくの気道から、ついに激しい咳が迸ほとばしる。

　その物音ではたと立ち止まった彼女は瀕ひん死しのぼくに気づき、こちらに走ってくる。

「カイム！」

（アイリー……シュ……）

「だいじょうぶか、おい、しっかりしろ!?」

　その間に、獣の姿はもう完全に見えなくなってしまった。

　ここまで戦っておきながら。──結局、ガルシア大たい尉いのこともお父さんの仇あだ討うちのことも、……。大切な心臓のことまで、そのままになってしまった。

（みんなぼくのせいで……）

　麻ま痺ひ毒でもう声も出せなくなってしまったぼくが、それでも一言だけでも謝あやまりたいと口を動かそうとすると、

「──黙だまっていろ、なにも言わなくていい」

　彼女は脱だつ臼きゆうしていないほうの腕でぼくを抱だき起こし、片かた膝ひざでぼくの身体からだを支えながら軍服の上着から抗こう体たい錠じよう剤ざいのシートを取りだす。

「ほら、呑のみこめるか？」

　アイリーシュはわざわざ口まで錠剤をくわえさせてくれるも、ぼくは情けなくも痺しびれた顎あごと舌のせいで落としてしまう。すると彼女は、

「──────」



    

  
    
      （！）

　──躊躇ためらいもなく自分の薬を口に含ふくみ、ぼくの喉のどの奥へと口移しで吹ふきこんでくれた。

「……。……。……よし、入ったみたいだな」

　確かめてから、ゆっくりとアイリーシュの柔やわらかな唇くちびるがぼくの唇から離はなれてゆく。

　思いもかけない突とつ然ぜんの出来事に、ぼくはただひたすらしばらく忘我の状態で──

　ともかくぼくは彼女のおかげで、九死に一生を得ることができたんだ。

　それからアイリーシュは獣を取り逃にがしたことを責めるでもなく、ぼくの身体を麻痺が解けるまでずっと優しく抱き締しめてくれていた。

　やがて、やっと声を出せるようになったぼくは切り出す。

「《紅き六瞳の獣》のこと、……ごめん」

「奴のことを諦あきらめたわけではない、機会はまた必ずある」

「……ガルシア大尉は」

　すると彼女は物悲しく答えた。

「──確かめるまで、いまのわたしにはなにも言えない」

　アイリーシュにはまだ心のどこかで大尉のことを信じたい気持ちが残っているみたいで。ぼくにはそれ以上、なにも聞くことはできなかった。

「立てるか、さあ帰ろう」

　彼女が貸してくれた肩かたに身を預け、ぼくはよろよろと立ち上がる。

　満まん身しん創そう痍いの二人してお互たがいの身体を支え合い、こうしてぼくらはウルバスへの帰路についたんだ。

　とにかくいまぼくたちが必要としていたのは、休息だった。



　　　　※



『お兄ちゃん！　よかった、無事だったですか！』

　帰路の途と中ちゆう、荷物置き場から予備のイヤリングで通信すると、無線の向こうのセレーナには散々泣かれてしまった。けれど、

『──本当に、お帰りなさいであります』

　妹はそう言って、最後にはぼくの生せい還かんを心から歓よろこんでくれた。

　そうしてウルバスへと帰き還かんを果たしたぼくとアイリーシュを外がい壁へきで待ちかまえていたのは、憲兵隊員たちで。

　ぼくらは彼らに身み柄がら確保されたあと独断行動を屯とん所しよでこってり絞しぼられ、でも第一〇連隊長権限で罪を不問とされたあとすぐにロイ大たい佐さの元へと出頭するよう指示されたんだ。

　ぼくらが入手した数々の情報を伝えるために。

　第一〇連隊本部、連隊長執しつ務む室の扉とびらをノックして開けると、ロイ大佐は執務席で待っていた。

「よおヒヨッ子ども生きて帰ってきたか。運のいい奴らだ」

　これまでの経けい緯いはおおまかに、もう憲兵隊員を通じて大佐には報告済みだ。

　ぼくとアイリーシュは敬礼をした。

「カイム・クイント伍ご長ちよう、ただいま帰還いたしました」

「アイリーシュ・シエラール曹そう長ちよう、ただいま帰還いたしました」

「──両名ともに独断行動を不問にしていただいた件、感謝しております」

「──両名ともに独断行動を不問にしていただいた件、感謝しております」

　同時に挨あい拶さつする二人にロイ大佐は返礼し、

「なに、こちらの勝手な都合だ気にするな。おまえらにはこれからデート前のムダ毛処理に励はげむ美女くらい忙いそがしくなってもらうつもりだから覚かく悟ごしておけ」

　敬礼を解き《休め》の姿勢を取るぼくらに、ロイ大佐は卓たく上じようで掌を組み本題に入る。

「《災さい厄やくの日》が人じん為い的に起こされた疑いは、当初から持っていた。あの外がい壁へき崩ほう壊かいと組織的《掃討者》の襲しゆう撃げきがいくらなんでも《偶ぐう然ぜん》ってことはあるまいからな」

「ではなぜ、これまでカラルモの糾きゆう弾だんを行わなかったのですか？」

「ぼくも同感です。ほかの四大エリアと共同歩調を取って非難すべきだったと思います」

　事はシェイクトエリアの問題に留まらない重大性を秘めているのだから。

　政府のやりかたに不信感を抱いだくぼくとアイリーシュの前で、大佐はマッチを擦こすって煙草たばこに火を着け、

「扱あつかいを間ま違ちがえればウルバス初の《エリア間戦争》の引き金を引いてたかもしれんのだぞ。非難声明を出すにしても、よほど確たる証しよう拠こを掴つかんでからだろうが」

　押おし黙るぼくらの前でろくに吸われもしなかった煙草は、傍かたわらにあった水割りの蒸留酒グラスにジュッと押しこめられる。

「──もっとも、その腰こし抜ぬけ外交が裏を引いちまったみたいだけどな」

「裏とは……」

「なにか、あったのですか!?」

　大佐はデスクにしまってあった報告書の束をドサッと卓上に投げ出し、

「──ついいましがただ、カラルモ軍の数個連隊がシェイクトエリアとの国境線付近に集結中との情報が諜ちよう報ほう部ぶ経由で入ってきた」

「数個連隊って……そんな!?　じゃあカラルモは本気で戦争を起こす気なんですか!?」

「ばかな！　こんな城じよう塞さい型都市国家で戦争なんて起こせばどうなるか!?　カラルモの連中だってわかっているだろう!?」

　逃げ場のない箱庭世界。戦火が拡大すれば人類最後の絶対防衛線《ウルバス外壁》は愚おろかしくも人間自身の手で破られ、その後に待ち受けるのは《無む窮きゆう領域》の侵しん食しよくから身を護る術すべを失った《人という種族》の消しよう滅めつだ。勝者も敗者もなく。

「落ち着け、今回の件に限っていえばまだシェイクトエリア侵しん攻こうの意図は感じられない。むしろある重要人物の厳重な《護衛》と捕とらえるのが妥だ当とうだ」

「重要人物の……」

「護衛……？」

　ぼくとアイリーシュは互いを見合う。だって、たかが個人の護衛に数個連隊を派は遣けんするなんて、常識外も甚はなはだしい！　一体どれだけの、重要人物を迎むかえたっていうんだ!?

　そしてぼくたちは、思いもかけない人物の名前を耳にした。

「その重要人物とはおまえたちが追いかけていたカラルモ軍スパイ、正しくは──カラルモ軍事政権最高指導者《翡ひ翠すいの仮面》すなわち」



　──《継けい承しよう者しや》だ──



　！

　！



　あまりにも──

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、心神を喪そう失しつしたぼくらが復活するのに多くの時間がかかった。

《継承者》──カラルモを代々治めてきた《謎なぞの指導者一族》。

《翡翠の仮面》を被かぶった姿しか目もく撃げきされておらず、だから性別も年ねん齢れいもわからない謎の人物とされてきた。

（それが、ガルシア特務大尉だったなんて……）

「大佐、その件についてどうしてもお伺うかがいしたいことがあります！　ガルシア特務大尉は本当に、カラルモのスパイだったのですか!?　ましてや《継承者》などと！」

　まだ信じきれないアイリーシュに、ロイ大佐は簡潔にして決定的な一言で片づけた。

「奴やつ一人のためのカラルモ連中の盛大な《出で迎むかえ》が、なにが真実かを物語っているだろう」

（！）

「惜おしむらくは──。もっと早くに奴の正体に勘かんづけていれば、奴の身柄を拘こう束そくしカラルモの軍事行動を阻はばむ材料となったのにな」

　仮面に隠かくされた素性と、《災厄の日》を引き起こした張本人がよもや一人の少女を命いのち懸がけで獣けものから救うはずがないという固定観念が、真実の露ろ呈ていを邪じや魔ましたんだ。

　大きくよろけるアイリーシュとそれを抱き留とめるぼくの前で、

「ともかく今後のカラルモの動きには、決して楽観視できないものがある。そこでおまえたちだ」

　大佐は引き出しから二枚の辞令書を出して机に並べた。

「おまえたちは《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》との戦せん闘とう経験がある。アイリーシュにいたっては獣の毒素に対する免めん疫えき抗こう体たいも持っている。今後は対カラルモ戦略の貴重な戦力となるだろう、やれるか？」

　問いかけに、ぼくに身を預けていたアイリーシュは自分の脚あしだけで立った。

「……。やれます、ぜひ、やらせてください」

　ほかの誰だれでもない、これは自分の仕事という眼めをしている彼女の隣となりで、ぼくも言う。

「自分も、やらせていただきます」

　もとより異存はなかった。

「よかろう、だったら今日からおまえたちは俺の最前線部隊に配属だ。カイム・クイント、連隊長権限でおまえの特例的卒業手続きは済ませておいた。本日この時点よりおまえは第一〇連隊所属だ」

「はい、今後ともよろしくお願いいたします」

　返事にも気合いがこもる。ぼくもついに、正式な想念士団入りを果たしたんだ。

　永かった、でもこんな形で……。

「アイリーシュ、俺はおまえが口では勇いさましいことを言っていても、まさか本当に《無窮領域》に独ひとりで出られるとは思っていなかった。だからガルシア追つい跡せきにおまえを廻まわそうとはしなかった。が、どうやら《恐きよう怖ふ》は克こく服ふくできたみたいだな」

　直立の姿勢で表情を引き締めるぼくらの前で、大佐は二枚の辞令書に判を押した。

　これから自分たちがやらねばならない使命の大きさに、ぼくの手が汗あせばむ。

　最後にぼくは、一つだけ訊きいてみた。

「ところで大佐、ガルシア特務大たい尉い──いえ、《継承者》ガルシアがシェイクトエリアから持ち去った軍事機密とは、なんだったんでしょう？」

「それは言えん。おまえらに聞かせる話じゃあない」

　そっけなく片づけられてしまったけど、どんなに気になってもぼくたちが追及できるものではなかった。

《継承者》自ら危険を冒おかしてまで身分を偽いつわり、数年もの歳月をかけてシェイクト軍に潜せん入にゆうして持ち去ったものって一体……。

「以上、退室してよろしい。今日はゆっくり休め」

　敬礼するロイ大佐に、ぼくとアイリーシュも踵かかとを合わせて敬礼をした。



　　　　※



　帰り道、夕日に暮れなずむシェイクトエリアの雑ざつ踏とうを歩きながらぼくはアイリーシュに話しかける。

「あのさ、ガルシア特務大尉のことなんだけど」

　これまで唯ゆい一いつ信しん頼らいしていた人間に裏切られて、……彼女はどんなに傷ついているだろう。

　心配していたぼくだったけれど、

「だいじょうぶだ。──ショックを引きずっていないといえば嘘うそになる。しかしわたしにはやるべきことが山積みだ、落ちこんで立ち止まっているわけにはいくまい」

　ガルシア・ウィンフォードに直接会って確かめたいことは、山ほどあるはずだ。

《災厄の日》を起こしたのなら、どうして自分を助けてくれたのか。

　その後自分を励まし、生きる希望まで与あたえてくれたあの手紙はなんだったのか。

　──すべては、偽りだったのか。

「カイム、おまえというお人好しにも出で逢あえた、もう人間不信に逆ぎやく戻もどりすることもない」

　多くの葛かつ藤とうを抱かかえながらも前を向いて歩いていける。そんな彼女の強さがぼくには頼たのもしい。アイリーシュとなら、これから先もきっとうまくやっていける。

「あ、そうだ」

「どうした？　急に立ち止まって」

「ほら《紅き六瞳の獣》との戦いで、最後にきみに助けてもらったでしょ？　えっとさ、ぼくが金属粉にやられて、最後に動けなくなっちゃって、あの……きみがゴニョ……してくれて……」

「！」

「おかげで命が助かったから。お礼を言わなくちゃってずっと思ってたんだ」

　抗こう体たい錠じよう剤ざいを飲ませるためとはいえ女の子にあんなことまでしてもらったんだから。

　するとアイリーシュは、ウルバスを照らす夕日よりも真っ赤に染まった顔で。

　ぼくの胸に、ドンッ！　と思いきりグーパンチを入れて突つき飛ばした。

「えっ!?　って、わったっ……!?　あっ……痛つ～～～～っつ……な、なに、するんだよアイリーシュ!?」

　肋ろつ骨こつがへし折れたかと思うくらいの衝しよう撃げきにぼくが胸を押さえて抗こう議ぎすると、

「な、なにをするんだはこっちのセリフだ!?　こ、こんな往来で、き、きさまにはしゅ、羞しゆう恥ち心しんというものがないのか!?」

「ええっ!?　羞恥心って、お、お礼を言うのがそんなに恥はずかしいことなの!?」

「あ、あたりまえだ！　いきなりなにを言い出すかと思えば!?」

　すると、

『ヒューヒュー』

　イヤリングからセレーナの冷やかす口笛が聞こえてくる。

　……しまった。そういえば通信繋つなぎっぱなしだったんだっけ。

「だいたい、あ、あれはだな、あくまで人助けであって断じてくっ、《口づけ》などではないのだからな！　そこのところ、きっちりさせておけ!?」

『えっ、お兄ちゃん、もうアイリーシュお姉ちゃんとキスまでいっちゃったですか!?』

　……会話がセレーナに筒つつ抜ぬけになっているなど知る由よしもないアイリーシュは、自分からどんどん余計なことまで暴ばく露ろしてしまう。さすがにまずいと思い、

「と、とにかく喧けん嘩かはよそう、ここは人通りも多い道みち端ばただから」

　チャットでいまのことを言わないよう、あとでちゃんとセレーナにも口止めしておかなくちゃ。

　宥なだめようとするぼくの顎あごに、

「誰が原因だっつ！」

　足あし踏ぶみ予告もない頭ず突つきがまともに命あ中たった。

「ぐっ、あう!?　っだ～～～～～っつ」

　……。こんな高速フェイントバージョンもあったなんて。

　彼女の頭突きのバリエーションには、今後とも気をつけよう……。

『うわあ、お兄ちゃん痛そうです……。でもセレーナもいまのは、デリカシーのないお兄ちゃんのほうがいけないと思うです』

　妹にまでアイリーシュに味方され、ぼくは散々な気分になった。

「痛たた……そんなこと言ったって、ぼくは本当に嬉うれしかったんだよ。じゃあどうすれば許してくれるのさ？」

　するとアイリーシュはしばし思案してから、むふ、とほくそ笑む。

「では、それなりの詫わびを入れてもらおう」

「詫びって？」

「おまえの妹のセレーナをわたしに紹しよう介かいしろ」



    

  
    
      　エピローグ




「むふふ、こうして間近で見るとよけいに可愛かわいいな」

　セレーナと再会してご満まん悦えつのアイリーシュはお見み舞まいの花束を花か瓶びんに生け、戸と棚だなに飾かざってくれた。

　セレーナは《わあっ》と感激してアイリーシュに擦すり寄る。

「ありがとうですアイリーシュお姉ちゃん、こんなにいいおみやげを！」

「なにを遠えん慮りよすることがある、これからはおまえはわたしの義妹いもうとになるのだからな」

「えっ、セレーナはお姉ちゃんの妹になるですか？」

「なんだ、嫌いやなのか？」

「あ、えっとそうじゃなくってびっくりしちゃっただけで、セレーナもこんなに美人で、強くて、かっこいいお姉ちゃんができて最高に幸せでありますよ。エヘヘ」

「そうか、可愛いやつめ」

　もともと二人の相性は抜ばつ群ぐんだったのだろう、頬ほおをすりすり合わせあっている仲の良さはちょっぴりぼくが焼けてしまうくらいだ。

「いいかセレーナ、おまえの病気はきっとよくなる。いまは世の中がごたごたしているが、そのうちそんな問題すべて片づけてきっとわたしとカイムとでおまえの治ち療りよう法ほうを見つけてやるからな。その日を楽しみに待っていろ」

　彼女は立てた小指を妹に近づける。

　それは《指合わせ》という、マルクアルトゥスに古くからある《約束》の習わしだ。

「アイリーシュお姉ちゃん……。わかりました。その日が来るのをセレーナは楽しみに待っているです！」

　セレーナも自分の小指を立てて、アイリーシュの小指と重ねた。

　アイリーシュの横に立ってぼくは教える。

「セレーナ安心していいよ、このお姉ちゃんはとっても頼たよりになるんだ」

「エヘヘ、そうでありますね。だけどセレーナはお兄ちゃんのこともとっても頼りにしているから、二人にがんばって欲しいですよ」

「まかせておけ。わたしも胸を患わずらっている、だがこんなチンケな病になど負けるつもりはさらさらない。きっと全快させてみせるからおまえも病になど負けるな」

　妹は強く頷うなずき、

「じゃあどっちが早く身体からだを治して元気になるか、競争ですね」



    

  
    
      「うむ、競争だな」

　その光景を、ぼくは新たな家族をこのクイント家に迎むかえた気分で見つめていた。





　それから数日後──



　ウルバス全土を揺ゆるがす一報が入る。

　カラルモ軍による四大エリアに向けた宣戦布告。

　およびエイズナエリアへの電でん撃げき的侵しん攻こう。





　これによりウルバスは史上初のエリア間戦争、対《掃討者》ではなく対人を目的とした《想念士》同士による、泥どろ沼ぬまの戦せん闘とう状態へと突とつ入にゆうしてゆくこととなる──



    

  
    
      
　あとがき




　紆う余よ曲きよく折せつありつつもやっと発売になりましたChrome Closed Chronicle─クロム・クローズド・クロニクル─。

　なんだかこういいですね、ゴシックっぽい横文字が。

　ゴスロリイメージのあるヒロイン、アイリーシュのイメージとぴったりな気がして気に入ってるんですがいかがでしょう？

　ぷらっと立ち寄った本屋でなにげなく手にとってくださったかた。

　美び麗れいイラストに惹ひきこまれて『おおっ!?』という感じで購入いただいたかた。

　ちょっと前に発売された九月売りのドラマガ特集記事を見て、興味を持ってくださったかた。いろいろ、いらっしゃるのでしょうか。

　初めましてのかたは初めまして。

　おひさしぶりのかたはおひさしぶりです。

　たぶん大半のかたが初めましてと思いますが、どうも、作者の日くさ下か弘ひろ文ふみです。



　このChrome Closed Chronicle─クロム・クローズド・クロニクル─。

　タイトルの意味ですが、クロムが非常に安定性が強く錆さびにくい金属から──

《固く金属に・閉とざされし世界の・年代史》

《永遠に色褪あせることのない・閉ざされし世界の・年代史》

　というダブル・ミーニングになっています。

　永遠に色褪せることのない、というのはもちろん読者のみなさんにずっと気に入ってもらえる、心にも残る作品になればいいなあという作者の希望的観測が多分に含まれているわけで。

　本作は自分にとって初のオリジナルということもあって最も思い入れの深い作品、《トワ・ミカミ・テイルズ》以来の戦記物となるわけでもあり。

　なんだか初心に返ったつもりです。

　振り返ってみればトワ・ミカミ・テイルズも《永遠の・女神の・物語》──永と遠わって言葉好きですね。

　これは自分の死生観と直結してるのですが。

　人間の命なんて長生きしてもせいぜい一〇〇年前後。

　あとは土くれになって消滅して。お金も財産も死んでしまえば塵ちり芥あくた同然。

　でも作品や記憶はずっと残ります。

　厳密には有限の存在かもしれませんが、それでも人の寿命なんて比べものにならない。一四五五年に活版印刷のグーテンベルク聖書が初めて出版されて以来、いまだその四十数セットが世界各地に現存していると聞きます。

　有限の枷かせに縛られた人間だからこそ、ずっと永遠に憧あこがれがあって。

　だから自分自身がいつ朽くち果はてようと時代を越えて残る、（大げさかもしれませんが）自分がこの世に存在した証を本能的になにより欲しているのだと思います。

　とはいえ、生きている現在を疎おろそかにしすぎて赤せき貧ひんに喘あえぐのは嫌ですが（笑）。

　命より名を惜おしめという戦国武将の思想に置おき換かえれば。

　名を惜しむための一戦一戦大切な戦場が自分にとっての作品であり、本作Chrome Closed Chronicle─クロム・クローズド・クロニクル─もまた、その一つという想いで書きあげました。

　そんな本作の作品解説にここからはなりますが。

　軽くネタバレ（世界観の概要と今後の展開）含みます。あとがきから読んでいらっしゃるかたも想定しているのでそんなに問題ないと思いますが念のためご注意ください。



　このChrome Closed Chronicle─クロム・クローズド・クロニクル─という物語はマルクアルトゥスという一つの架空世界を舞台に繰り広げられています。

　全高五〇〇マルテル、積せき雲うんの雲底高度を三〇〇マルテル、積乱雲の雲底高度六〇〇マルテルほどとして。

　まさしく雲がかかるほどの高さまで聳そびえる金属外壁に囲まれた城塞型都市国家、ウルバスを中心としたお話です。

　総人口は五〇〇万人ほど。

　一エリア一〇〇万人程度として面積はだいたい日本の大きめの県一つ分くらいでしょうか。ヨーロッパの小さめの国とか。

　クロアチアなんて人口四〇〇万くらいで面積も五万平方キロメートル（北海道より少し狭め）ほどなのでイメージ的には近いんじゃないでしょうか。

　面積はウルバスのほうがもうちょっと狭いですが。

　さて、このChrome Closed Chronicle─クロム・クローズド・クロニクル─。

　年代史、という言葉をタイトルに用いているようにストーリーはマルクアルトゥス世界全体におよんで本作に登場する様々な勢力、時代を多次元的に描写して展開してゆく予定です（あくまで予定）。

　この世界に秘められた多くの謎を解き明かしつつ。

　数百年に渡る壮大なマルクアルトゥス世界の歴史を綴つづっていけたらというのが作者の願望でありChrome Closed Chronicle─クロム・クローズド・クロニクル─の展望です。

　ともあれ。

　今後とも一巻に引き続き、ツンデレ年上上官アイリーシュと、草食系──と見せかけて意外に……（？）あとは本文でご確認ください、カイム君らの活躍をご期待いただけたらと思います。



　本作の特徴はカイムとアイリーシュの物語だけでなくなんといっても《想そう念ねん士し》という新しい存在につきるのですが。

　彼らはなかにはずば抜けて強い能力者もいますが、その大半は一人だけではさほどの活躍ができません。

　彼らはそれぞれが《罠トラツプ》を直接に操る者、《罠トラツプ》を依より代しろに換かえる者、それ以外にも多種多様な能力者たちがいはしますが、基本的に一人一種の能力しか持ちえないからです。

　喩たとえるならばドライバーは螺ね子じが無ければ単体での存在価値はありません。

　一方、螺子はドライバーが無ければ回せない。

　ドライバーと螺子が揃そろって初めて、そこには固い板をも貫く力が生まれるのです。

　そこに釘くぎや金かな槌づちが加わればさらに戦術要素は複雑となり。

　そんな《想念士》たちの戦いの肝はなんといっても、連帯精神に基づいたコンビネーション。今後ますます登場人物（カイムの同級生たち？）も増えて奥行きの増す、戦記物の要素に存分に組みこんだ新しいタクティカル・コンバットにもまた注目していただけたらと思ってます。





　最後になりましたが。

　素す晴ばらしいイラストで二〇〇パーセント以上のクオリティで文章世界だったマルクアルトゥスを実体化していただきましたイラストレーターの黒くろ銀ぎんさんに、この場を借りて感謝の言葉を。

　一ファンとしてもっと黒銀さんの絵が見たいです。

（皆さんもそうじゃありません？）

　編集さんにはここ一年半というものいろいろガチでおつき合いいただきました。

　なにかと筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいご苦労が多かったと思いますが、これも日下みたいな人間に当たったのが運の尽きとなにとぞご容赦ください。

　売上げで必ずお詫わびしますんで！……なんて大言はやめときます。



　追伸。

　Chrome Closed Chronicle─クロム・クローズド・クロニクル─の感想やご意見、もしありましたら左さ記きの宛あて先さきまでよろしくお願いいたします。

　皆さんのリアクションが作品を育てるといっても過言ではありませんので自分の大きな力となります。ぜひぜひに。



　そして締しめはやっぱり、この本を買ってくださったかたに最大級の感謝を！



日下　弘文



    

  
    
      Chrome Closed Chronicle

─クロム・クローズド・クロニクル─



日くさ下か弘ひろ文ふみ





平成24年11月29日　発行

発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/

(C)2009 Hirofumi Kusaka, Kurogin/Fujimishobo



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ





		プロローグ


		[image: ]　閉ざされし世界マルクアルトゥス


		[image: ]　《無む窮きゆう領りよう域いき》


		[image: ]　《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》


		エピローグ



		　あとがき








    

  

OEBPS/image/ec_000000_png_roma03_g.png





OEBPS/image/ec_000000_png_roma03.png





OEBPS/image/o_fjb_logo.png





OEBPS/image/o_white.jpg





OEBPS/image/o_p296.jpg
BETHEHEE A — Y {LiRE~

i3 wﬁf (BFN :TA Y=Y a - vT—LlliR)

[ P PR (Pt 43






OEBPS/image/ec_000000_png_roma02_g.png





OEBPS/image/ec_000000_png_roma01_g.png





OEBPS/a_1_5.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_6.xhtml

    
      
        
          
            
              [image: ]
            
          
        


      

    

  

OEBPS/a_1_7.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/image/o_p169.jpg





OEBPS/image/o_p113.jpg





OEBPS/image/o_p181.jpg





OEBPS/image/o_p180.jpg





OEBPS/image/o_p044.jpg





OEBPS/image/o_p083.jpg





OEBPS/image/o_p061.jpg





OEBPS/image/o_p271.jpg





OEBPS/image/o_p253.jpg





OEBPS/image/o_p287.jpg
w\

)/






OEBPS/a_1_1.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_2.xhtml

    
      
        
          
            
              [image: ]
            
          
        


      

    

  

OEBPS/a_1_3.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_4.xhtml

    
      
        
          
            
              [image: ]
            
          
        


      

    

  

OEBPS/image/o_cover.jpg





OEBPS/image/o_k002.jpg





OEBPS/image/o_k001.jpg





OEBPS/a_1_21.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/image/o_k004.jpg
A-D— NHBEEQL ER L {1

KR HIEREY OVRHRI S






OEBPS/image/o_k003.jpg





OEBPS/image/o_p029.jpg





OEBPS/a_1_23.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/image/o_orikaeshi1.jpg
=194
O<THUBZH

SAY— - AER. FUIFIVDINGR
RELTE. TH—FI - T7U5
I=[ bOasAS L TAIVA]T
rUTLHYO
FEa—. BRI [000DTLF]
H&Hde AMECCC'IFIRD - =
N= - TAIVZ BEROEER DD E
W3 ZET. BRHE[EVD T,
RN ETF—LD— O TREERD
BTV BEERRLICBDOYEEZ.
ESZLDULBRVLET,

ASANRER
HAIR=FYA > 1B (REVEL)






OEBPS/a_1_18.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_14.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_16.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_33.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_36.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_39.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_27.xhtml

    
      
        
          
            
              [image: ]
            
          
        


      

    

  

OEBPS/a_1_28.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_31.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_25.xhtml

    
      [image: ]




    

  

